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平
成
22
年
度
第
２
回
社
団
法
人
東
京
陸
上
競
技
協

会
通
常
総
会
は
、
平
成
23
年
２
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
よ
り
、
東
京
都
品
川
区
大
崎
４

―
２

―
16　

立

正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
第
９
Ｂ
21
号
教
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
（
登
録
代
表
者
）
数
３
８
５
名
中
、
２
０
２

名
（
内
、
委
任
92
名
）
の
出
席
を
も
っ
て
総
会
は
成

立
し
、
議
長
団
に
は
佐
藤
三
千
雄
氏
（
練
馬
Ａ
Ｃ
）

と
井
上
克
巳
氏
（
立
川
市
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
は

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

︿
新
規
加
入
団
体
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
﹀

平
成
22
年
度
加
入
５
団
体
：

　
　
（
株
）
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
ラ
ン
ニ

ン
グ
ク
ラ
ブ
（
渋
谷
区
）
９
名　

レ
モ
ン
シ
ス

テ
ム
Ｒ
Ｃ
（
港
区
）
11
名　

津
田
塾
大
学
ア
ス

レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
（
荒
川
区
）
５
名　

法
政

ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽
部
（
町
田
市
）
５
名　

T
eam

 
inspire

（
八
王
子
市
）
８
名

平
成
23
年
度
加
入
３
団
体
：

　
　

ア
ス
テ
ラ
ス
Ｒ
Ｃ
（
板
橋
区
）
20
名　

日
本
大

学
芸
術
学
部
陸
上
競
技
部
（
練
馬
区
）
16
名　

J.V
ICT

（
町
田
市
）
５
名

︿
23
年
度
事
業
計
画
﹀

　

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
東
京
国
体
の
成
功

と
男
女
総
合
優
勝
を
か
け
、
本
年
度
も
頑
張
り
た

い
、
と
い
う
気
持
ち
の
入
っ
た
事
業
計
画
で
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
主
な
質
問
は
、
国
体
予
選
が
廃
止

さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
特
に
山
口
国
体
の
資
格

審
査
で
は
、
国
体
予
選
が
必
要
に
な
る
の
で
は
、

と
の
懸
念
の
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。
東
京
陸
協
主

催
競
技
会
は
下
記
の
と
お
り
（
大
会
名
は
省
略
）

４
月
30
日
～
５
月
１
日
（
土
、
日
）

第
74
回
東
京
選
手
権
兼
第
66
回
国
体
予
選
（
国
立

競
技
場
ほ
か
）

６
月
４
日
～
５
日
（
土
、
日
）

第
７
回
東
京
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
（
夢
の
島
競
技

場
）

７
月
３
日
（
日
）

第
27
回
小
学
生
陸
上
東
京
代
表
選
考
会
（
駒
沢
競

技
場
）

７
月
17
日
（
日
）

第
２
回
東
京
ナ
イ
タ
ー
陸
上
兼
第
66
回
国
体
予
選

（
国
立
競
技
場
）

９
月
10
日
～
11
日
（
土
、
日
）

第
23
回
東
京
ジ
ュ
ニ
ア
兼
第
42
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
予
選
（
夢
の
島
競
技
場
）

平成２２年度第２回通常総会開催
＜平成２３年度事業･予算案承認さる＞

東日本大震災に被災された皆様にお見舞い申し上げます。
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11
月
６
日
（
日
）

　

第
51
回
東
京
女
子
陸
上
（
駒
沢
競
技
場
）

24
年
１
月
１
日
（
日
）

第
60
回
元
旦
競
歩
兼
第
74
回
東
京
選
手
権
（
神
宮
外
苑
）

︿
23
年
度
予
算
案
﹀

　
　

野
澤
会
計
理
事
よ
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
案
が
別
表
の
通
り
提
案
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︿
役
員
改
選
行
わ
る
﹀

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
（
理
事
選
挙
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
選
者
は
下
記
の
通
り
で
、
現
専
務
理
事
の
田
中
利
雄
氏
が
、
四
期
連
続
ト
ッ

プ
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
　

田
中
利
雄　

小
松
邦
江　

貫
井
勝
之　

平
塚
和
則　

曽
根
弘
道　

中
村
孝
生

　
　

中
野
人
志　

井
口
輝
男　

鈴
木
茂
雄　

石
上
敬
久　

有
澤
政
雄　

馬
場　

孝

　
　

川
島
康
男　

潮
田
和
男　

大
野　

弘

︿
役
員
配
置
も
決
ま
る
﹀

　

役
員
改
選
直
後
、
互
選
に
よ
り
専
務
理
事
に
再
選
さ
れ
た
田
中
利
雄
氏
は
、
さ
る
３

月
25
日
、
平
成
23
・
24
年
度
理
事
連
絡
会
を
招
集
し
、
東
京
国
体
の
大
会
運
営
、
競
技

運
営
、
選
手
強
化
等
に
強
い
決
意
を
示
し
た
上
で
、
次
の
執
行
部
体
制
を
発
表
し
、
全

理
事
が
こ
れ
に
呼
応
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原　

伸
晃

副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

存
・
馬
場　
　

孝
・
井
口　

輝
男

専
務
理
事　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

利
雄

監
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

陽
三
・
藤
田　

幸
雄

相
談
役　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　
　

肇

会
計
部　
　
　
　

部
長　
　
　

野
澤　

恒
雄

総
務
部　
　
　
　

部
長　
　
　

有
澤　

政
雄

　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　
　

石
上　

敬
久

広
報
部　
　
　
　

部
長　
　
　

小
松　

邦
江

競
技
部　
　
　
　

部
長　
　
　

大
野　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　
　

曽
根　

弘
道

審
判
部　
　
　
　

部
長　
　
　

中
野　

人
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　
　

潮
田　

和
男

記
録
情
報
部　
　
　
　
　

部
長　
　
　

川
島　

康
男

普
及
部　
　
　
　
　
　
　

部
長　
　
　

貫
井　

勝
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　
　

鈴
木　

茂
雄　
　
　
　
　
　
　

強
化
部　
　
　
　
　
　
　

部
長　
　
　

水
木　
　

学

（
国
体
強
化
部
）　　
　
　

部
長　
　
　

大
村　

邦
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
部
長　
　

中
村　

孝
生

競
技
場
管
理
部　
　
　
　

部
長　
　
　

平
塚　

和
則

新
設　
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
室
長　
　

田
中　

利
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
長
代
行　

大
槻　

高
弘

女
子
委
員
会　
　
　
　
　

委
員
長　
　

山
崎
寿
美
子

医
事
委
員
会　
　
　
　
　

委
員
長　
　

三
橋　

敏
武

選
挙
管
理
委
員
会　
　
　

委
員
長　
　

中
尾　

敬
冶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

大
谷　

久
知

新
設　
国
体
・
日
本
選
手
権
準
備
室
長　
　

鈴
木　
　

存

競
技
部
副
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

賢
司

審
判
部
副
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

一
弘

国
体
強
化
部
副
部
長　
　
　
　
　
　
　

下
山　

良
成
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平成23年度予算について

１．予算編成の基本方針と特記事項
　①　前年度の基本的な考え方を踏襲して予算編成を行いました。
　②　全ての事業活動について、創意工夫をこらし、従来の慣習にとらわれず収入増と支出減を計る予算としま

した。
　③　各事業の活動については、過去の実績を踏まえ、各科目の収支を検証し予算編成としました。
　④　東京国体への強化特別事業(練習会、合宿等)の実施に向けた予算措置を引続き講じました。
２．一般会計
　①　収入においては、協会収入の増と競技会を整理したことによる参加料減及び全国小学生大会の横浜への移

動等による減を見込み減額し、なお今期は特別会計からの繰入を行なわない予算とした。
　　　また、支出については、競技会開催時の諸経費減と会議室の賃貸及びパソコン、プリンターの更新に伴う

賃借料増による予算である。
　②　当期収支差額は、△であるが、前期からの繰越があるので、次年度繰越は15,424,128円を見込む。
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飛
翔
「
会
長
挨
拶
」	

会
長　

石
原　

伸
晃

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く

の
皆
様
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
す
と
同
時
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
東

京
陸
協
と
致
し
ま
し
て
は
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
県

陸
協
に
お
見
舞
い
状
を
お
送
り
す
る
と
同
時
に
募
金
活

動
を
行
い
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。

　

い
ま
だ
に
余
震
が
続
き
更
に
は
原
発
事
故
に
よ
る
不

安
な
状
況
に
あ
る
中
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。
日
本
の
政
治
・
経
済
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
災

害
を
受
け
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
ひ
と
り
ひ
と
り
が
こ
れ

を
機
会
に
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
と
も
な

り
ま
し
た
。
東
京
陸
協
は
今
後
も
被
災
地
へ
の
息
の
長

い
支
援
を
続
け
る
と
同
時
に
、
陸
協
と
し
て
の
使
命
を

し
っ
か
り
果
た
す
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
役
員
が
改
選
さ
れ
、
私
も
皆
様
の
ご
推
薦

に
よ
り
２
期
目
の
会
長
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
東
京
陸
協
に
は
、
公
益
法
人
化
、
安
定
し

た
財
政
確
保
、
２
年
後
と
な
っ
た
国
体
に
向
け
て
の
選

手
強
化
・
的
確
な
競
技
運
営
等
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
東
京
陸
協
の
力
が
試
さ
れ
る
年
で
す
。

　

ま
た
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
多

く
の
都
民
は
自
ら
の
体
を
動
か
し
、
仲
間
と
共
に
楽
し

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
記
録
・
勝
負
を
追
求
す
る

競
技
者
と
合
わ
せ
て
生
活
を
楽
し
も
う
と
す
る
ラ
ン

ナ
ー
に
目
を
向
け
た
東
京
陸
協
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
皆
様
の
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
国
体
へ
の
ス
タ
ー
ト	

副
会
長　

鈴
木　

存

　

想
像
を
絶
す
る
大
惨
事
！
。
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
。
東
日
本
大
震
災
に
振
り
回
さ
れ
た
年
度
末
。
い

つ
の
間
に
か
新
年
度
を
迎
え
た
感
じ
。
で
も
こ
こ
で
気

持
ち
を
切
り
替
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
五
十
四
年
振

り
三
回
目
と
な
る
東
京
国
体
が
二
年
先
に
は
や
っ
て
く

る
の
で
す
。「
東
京
は
競
技
会
の
開
催
は
な
れ
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
」「
い
つ
も
の
よ
う
に
や
れ
ば
な
ん
と
か
な
る

よ
」
こ
ん
な
声
を
聞
く
た
び
に
一
層
の
不
安
に
襲
わ
れ

る
。「
や
れ
ば
い
い
ん
だ
」
こ
ん
な
気
持
ち
は
捨
て
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
県
を
挙
げ
て
、
県
民
が
一
つ
に
な
っ

て
国
体
を
盛
り
上
げ
て
き
た
多
く
の
開
催
県
の
努
力
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
東
京
陸
協
の
総
力
を
挙
げ
て
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

東
京
ら
し
い
大
会
を
や
っ
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
ス
マ
ー
ト
な
国
体
を
。
き
っ
と

他
県
は
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
国
体
開
催

に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
議
論
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。
東
京
陸
協
が

国
体
の
陸
上
競
技
会
で
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
全
国
に
発

信
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
と
い
っ
て
も
あ
と
二

年
で
す
。
今
年
度
の
東
京
選
手
権
が
ま
ず
ス
タ
ー
ト
。

今
後
開
催
さ
れ
る
多
く
の
競
技
会
で
は
小
さ
な
こ
と
で

も
よ
い
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
持
っ
て
臨
ん
で
み

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
来
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ

国
体
会
場
の
「
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
そ
の
一
年
前
に
し
っ
か
り
と
充
電
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、ひ
と
つ
に
な
っ
て
。 

	

副
会
長　

馬
場　

孝

　

こ
の
た
び
東
京
陸
協
副
会
長
の
拝
命
を
受
け
、
心
引

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
選
手
育
成
強
化
に

関
わ
る
事
業
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
、
東
京
チ
ー
ム
が
勝
つ
よ
う
に
育
成
・
強
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
国
体
が
2
年
後
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

に
新
装
に
な
っ
た
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
目
標
と
し
て
い
る
男
女
総
合
優
勝
を
是
非
成
し

遂
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過
去
国
体
に
お

い
て
は
０
・
５
点
差
で
順
位
が
か
わ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
り
ま
し
た
。「
国
体
は
点
数
勝
負
」
で
す
。
１
つ
で
も

順
位
を
上
げ
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
ち
、
接
戦
で

の
勝
負
強
さ
を
発
揮
し
、
全
員
が
表
彰
台
に
立
て
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
ジ
ュ
ニ
ア

長
距
離
選
手
の
記
録
向
上
が
著
し
く
、
2
年
後
の
全
国

男
女
駅
伝
で
の
優
勝
を
目
指
し
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
「
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
13
」
を
輝
か
せ
る
た
め
に
、
会
長

を
筆
頭
に
3
人
の
副
会
長
、
専
務
理
事
と
三
役
が
連
携

を
と
り
、
新
し
い
東
京
陸
協
を
会
員
の
皆
様
方
と
一
緒

に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長
に
就
任
し
て	

副
会
長　

井
口　

輝
男

　

こ
の
た
び
、
図
ら
ず
も
副
会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
３
人
の
末
席
に
座
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

社
団
法
人
東
京
陸
上
競
技
協
会
の
定
款
第
14
条
に〈
副

会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、

又
は
欠
け
た
と
き
は
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
順

序
に
よ
り
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
又
は
そ
の
職
務
を
行

う
〉
と
あ
り
ま
す
。

　

会
長
は
、
私
に
、
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ゴ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
を
担
当
せ
よ
、
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
仕
事
は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
会
長
を
補

佐
す
る
立
場
を
忘
れ
ず
、
常
に
協
会
の
動
き
に
目
を
配

り
な
が
ら
、
会
長
、
即
ち
専
務
の
仕
事
に
協
力
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

	

専
務
理
事　

田
中　

利
雄

　
「
意
識
改
革
」
か
ら
「
実
行
」
へ
。
3
月
11
日
に
発
生

し
た
未
曽
有
の
大
震
災
、
相
変
わ
ら
ず
続
く
底
の
見
え

な
い
不
況
、
日
本
国
内
で
は
様
々
な
懸
案
が
解
決
さ
れ

な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
日
本
人
と

し
て
の
本
当
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
時
で
あ
る
と
痛
感
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し
て
い
ま
す
。
東
京
陸
協
で
は
専
務
理
事
就
任
後
、
事

あ
る
ご
と
に
「
意
識
改
革
」
を
唱
え
、
将
来
を
見
据
え

た
体
制
作
り
の
構
築
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
、「
実
行
」
を
合
言
葉
に
様
々
な
改
革
を
実
現

さ
せ
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
基
本
的
な

活
動
方
針
と
し
て
は
、

一　

目
的
・
目
標
を
明
確
に
し
、
効
果
効
率
の
あ
る
事

業
展
開

二　

東
京
国
体
・
日
本
選
手
権
に
向
け
た
諸
準
備

三　

24
年
度
移
行
を
目
標
に
新
法
人
化
に
向
け
て
の
準

備

四　

国
体
・
全
国
都
道
府
県
男
女
駅
伝
等
全
国
大
会
で

勝
つ
強
化
推
進

五　

安
定
し
た
財
政
確
保
の
構
築

を
掲
げ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
新
体
制
の
も
と
、
９
つ

の
専
門
部
会
と
今
年
度
か
ら
新
設
す
る
「
東
京
国
体
・

97
回
日
本
選
手
権
準
備
室
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
室
」

の
２
つ
の
特
別
室
及
び
７
つ
の
特
別
委
員
会
を
組
織
い

た
し
ま
し
た
。
特
に
、
25
年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
東
京

国
体
」
は
東
京
陸
協
の
存
在
意
義
を
認
識
す
る
た
め
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
勝
つ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、「
さ
す
が
東
京
陸
協
」
と
だ
れ
も
が
称
賛
、

納
得
す
る
競
技
運
営
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
東
京
国
体
・
97
回
日
本
選
手
権
準
備
室
で

は
、
準
備
室
長
で
あ
る
鈴
木
存
副
会
長
を
中
心
に
大
会

運
営
・
競
技
運
営
・
選
手
強
化
の
３
委
員
会
を
設
け
、

連
携
を
と
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
室
で
は
、
安
定
し
た

財
政
確
保
の
た
め
に
新
規
事
業
開
発
、
企
画
立
案
は
も

と
よ
り
、
現
行
事
業
全
般
に
参
画
し
、
費
用
対
効
果
を

明
確
に
し
た
大
会
運
営
を
目
指
し
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
新

規
開
拓
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
陸
協
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
会
員
の
皆
様
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
方
の
ご
支
援
ご
尽
力
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
団
体
で
す
。「
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
東

京
陸
協
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
尚
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

財
務
会
計
部	

部
長　

野
澤　

政
雄

平
成
二
十
三
年
度
財
務
会
計
部
方
針

一　

必
要
な
財
源
の
確
保
と
経
費
の
節
約

　
　

企
業
か
ら
の
協
賛
金
の
確
保
及
び
賛
助
会
員
の
増

加

二　

予
算
の
適
正
な
支
出
と
正
確
な
事
務
処
理

三　

競
技
会
に
お
け
る
収
支
状
況
の
検
証

四　

新
公
益
法
人
会
計
基
準
に
よ
る
経
理
処
理

五　

新
公
益
法
人
認
可
申
請
に
向
け
た
経
理
諸
表
の
作

成
と
準
備

総
務
部	

部
長　

有
澤　

政
雄

総
務
部
・
23
年
度
〜
24
年
度　

活
動
指
針

　

東
京
陸
協
会
員
の
皆
様
、
前
期
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
、
先
ず
は
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
ご

存
知
の
様
に
、
２
０
１
３
年
の
東
京
国
体
、
日
本
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
を
控
え
、
東
京
陸
協
と
し
て
は
今
期
、

非
常
に
重
要
な
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
各

専
門
部
の
事
務
分
掌
第
16
条
を
再
確
認
し
現
状
に
適
し

た
職
務
を
総
務
部
が
中
心
に
な
っ
て
遂
行
、
各
部
と
の

連
携
を
密
に
し
、
円
滑
な
業
務
展
開
を
支
え
て
行
き
た

い
。

　

そ
の
為
、
総
務
部
と
し
て
は
、
部
内
を
企
画
係
と
業

務
係
の
2
本
立
て
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
材
適
所
の
配

置
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
あ
る
仕
事
を
分
担
し
て
行

く
。
特
に
、
今
期
よ
り
全
国
に
先
駆
け
個
人
登
録
、
団

体
登
録
と
も
電
子
化
さ
れ
業
務
の
電
子
化
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
、
よ
り
簡
潔
な
諸
事
務
手
続
き
を

企
画
係
が
中
心
に
な
り
遂
行
し
て
参
り
ま
す
。

　

又
、
業
務
係
は
従
来
各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
っ
て
い

た
、
発
送
業
務
等
の
庶
務
的
作
業
を
一
括
し
て
請
負
、

迅
速
な
処
理
を
行
な
い
ま
す
。
総
務
部
が
請
け
負
う
こ

と
で
各
部
に
は
そ
の
分
、
専
門
的
な
高
度
の
業
務
が
進

め
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

競
技
部	

部
長　

大
野　

弘

　

会
員
各
位
に
は
東
京
陸
上
競
技
協
会
の
大
会
に
お
い

て
日
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
方
も
ご
承
知
の
通
り
東
日
本
大
震
災
が

あ
り
、
大
変
な
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
未
曾
有
の

被
害
が
発
生
し
て
お
り
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
上
げ
ま

す
。

　

東
京
陸
協
の
競
技
部
に
お
い
て
も
計
画
停
電
で
交
通

機
関
や
各
競
技
場
に
於
い
て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出

て
お
り
ま
す
。
特
に
東
京
ナ
イ
タ
ー
等
競
技
場
よ
り
節

電
の
依
頼
が
あ
り
ま
す
、
本
年
計
画
を
い
た
し
ま
し
た

各
競
技
会
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
予
算
の
見
直
し
、
競
技

会
の
実
施
の
有
無
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
計
画
通
り

競
技
会
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
で
も
早
く
判
断
を
し
、
決
定
を
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
す
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
致
し
ま
す
。

審
判
部	

部
長　

中
野　

人
志

　

平
成
23
・
24
年
度
に
お
け
る
審
判
部
長
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
中
野
人
志
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

審
判
部
員
・
審
判
部
副
部
長
の
経
験
を
生
か
し
て
、

部
員
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
他
の
専
門

部
と
協
調
を
は
か
り
な
が
ら
、
東
京
陸
協
の
発
展
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

審
判
部
で
は
、

　

①　
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
（
東
京
国
体
）」

や
日
本
選
手
権
な
ど
に
お
い
て
競
技
者
や
観
衆
の

人
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
競
技
大

会
を
目
指
し
た
審
判
編
成
や
審
判
技
術
の
向
上

　

②　

東
京
陸
協
が
主
催
・
主
管
す
る
競
技
大
会
を
は
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じ
め
と
す
る
各
種
大
会
へ
の
、
東
京
陸
協
審
判
員

の
公
平
な
編
成

　

③　
「
さ
す
が
東
京
陸
協
」
と
言
わ
れ
る
審
判
技
術
の

向
上
を
目
指
し
た
審
判
員
の
育
成

の
3
項
目
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。

記
録
情
報
部	

部
長　

川
島　

康
男

　

記
録
情
報
部
と
い
う
名
称
は
最
近
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
４
年
く
ら
い
前
ま
で
は
記
録
部
で
し
た
。
競
技
の

結
果
を
紙
ベ
ー
ス
で
手
書
き
で
番
号
や
選
手
名
や
記
録

な
ど
を
書
い
て
、
記
録
処
理
を
し
て
い
た
時
代
が
長
く

続
い
て
お
り
ま
し
た
。
近
年
に
な
っ
て
社
会
情
勢
の
中

で
Ｉ
Т
化
が
進
む
に
つ
れ
て
陸
上
界
に
も
序
々
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
入
り
込
み
、
今
で
は
記
録
情
報
部
が
主

軸
で
競
技
運
営
を
進
め
て
行
く
方
向
で
進
ん
で
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
競
技
運
営
全
体
を
と
ら
え
る
と
、

記
録
情
報
部
独
自
で
競
技
会
は
出
来
ま
せ
ん
。
審
判
の

各
部
署
で
は
、
任
さ
れ
た
任
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
競
技
会
が
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
そ
の
部
署
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
入
っ
て

来
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
競
技
会
が
本
当
の
Ｉ
Т
化
を

目
指
す
こ
と
を
強
く
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
記

録
情
報
部
が
各
部
と
連
携
を
組
み
一
体
化
さ
せ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
是
非
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

普
及
部	

部
長　

貫
井　

勝
之

　

普
及
部
と
し
て
今
年
度
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は「
体

験
教
室
の
充
実
」、
も
う
一
つ
は
「
指
導
員
の
養
成
」
で

す
。

　
「
体
験
教
室
」
で
は
、
未
来
の
東
京
・
日
本
を
担
う
小

学
生
を
対
象
と
し
て
、
一
流
選
手
の
動
き
を
実
際
に
自

分
の
目
で
み
る
こ
と
と
「
多
種
目
」
に
挑
戦
す
る
こ
と

を
や
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
多
く
の
種
目
を
や
る
こ
と
に

よ
り
小
学
生
の
時
期
に
必
要
な
「
神
経
系
」
を
刺
激
さ

せ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
興
味
」
を
持
た
せ
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

　
「
指
導
員
の
養
成
」
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
指
導

員
の
増
員
を
図
る
こ
と
と
、
正
し
い
理
論
と
技
術
、
指

導
方
法
を
取
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

強
化
部	

部
長　

水
木　

学

陸
上
競
技
の
発
展
と
強
化

　

こ
の
度
、
先
代
の
馬
場
強
化
部
長
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
水
木
で
す
。
偉
大
な
強
化
部
長
の
後
任

と
い
う
事
も
あ
り
、
肩
に
の
し
か
か
る
重
責
を
ど
の
よ

う
に
全
う
し
た
ら
良
い
の
か
暗
中
模
索
と
い
っ
た
と
こ

ろ
故
、
諸
先
輩
の
皆
様
方
に
は
ご
指
導
を
賜
り
た
い
所

存
で
す
。

　

体
育
教
師
を
続
け
る
傍
ら
、
主
に
中
学
生
の
陸
上
競

技
の
強
化
と
発
展
を
目
指
し
て
、
及
ば
ず
な
が
ら
中
体

連
で
は
三
十
余
年
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東

京
陸
協
で
は
昨
年
ま
で
強
化
部
に
６
期
、
そ
の
前
は
普

及
部
で
活
動
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
の
理
念
は
、
日

本
の
陸
上
競
技
を
発
展
さ
せ
世
界
に
通
じ
る
強
い
選
手

を
育
て
る
事
で
す
。
東
京
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石

に
匹
敵
す
る
タ
レ
ン
ト
が
沢
山
い
ま
す
。
東
陸
の
力
を

結
集
し
何
と
か
実
現
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

競
技
場
管
理
部	

部
長　

平
塚　

和
則

「
競
技
場
管
理
部
の
責
務
」　　
　
　

　

こ
の
度
東
京
陸
協
理
事
に
就
任
し
、
競
技
場
管
理
部

長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
私
以
下
十
三
名
で
平
成
23
・
24

年
度
の
当
部
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　

　

現
在
東
京
に
は
二
十
七
の
陸
上
競
技
場
、
二
十
三
の

競
走（
歩
）路
が
あ
り
、併
せ
る
と
全
国
一
の
規
模
を
誇
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
大
会
開
催
数
も
他
県
を
圧
倒
し
て

お
り
、
競
技
会
で
使
用
す
る
用
器
具
に
対
す
る
整
備
へ

の
指
導
等
、
当
部
が
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
山
積
み
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
二
年
後
の
国
体
に
向
け
た
準
備
と
併
せ
、

東
京
陸
協
管
轄
内
の
公
認
陸
上
競
技
場
、
公
認
長
距
離

競
走
路
へ
の
指
導
、
各
種
大
会
で
の
持
込
み
用
器
具
検

査
の
統
一
化
等
、
具
体
的
な
施
策
を
実
施
し
て
、
他
府

県
陸
協
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
部	

部
長　

小
松　

邦
江

平
成
23
年
度　

広
報
部　

部
長
の
抱
負

　

広
報
部
長
の
任
務
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
り
、
東

京
陸
協
会
報
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
２
年
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
成
功
さ
せ
た
自
信
と
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
昭
和

41
（
１
９
６
６
）
年
7
月
5
日
に
「
創
刊
号
」
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。
今
は
セ
ピ
ア
色
に
な
っ
た
Ｂ
５
版
横
書

き
11
ペ
ー
ジ
の
は
じ
め
に
、
当
時
の
東
陸
会
長
・
村
木

武
夫
氏
と
日
本
陸
連
会
長
・
河
野
謙
三
氏
が
期
待
を
こ

め
て
挨
拶
を
記
し
て
い
ま
す
。「
上
下
縦
横
の
連
絡
、
同

好
各
位
の
互
助
提
携
の
一
助
と
し
…
」「
陸
上
競
技
の
向

上
発
展
の
た
め
の
建
設
的
意
見
開
陳
の
場
と
し
て
…
」

「
日
本
陸
連
・
東
京
陸
協
・
各
ク
ラ
ブ
と
が
固
く
結
び
つ

く
絆
と
し
て
…
」
と
。
月
１
回
の
発
行
で
し
た
。

　

以
来
45
年
。
広
報
誌
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
電
子
機
器
が
普
及
し
て

い
る
今
、
広
報
の
仕
組
み
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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ク　ラ　ブ　紹　介

清
新
Ｊ
Ａ
Ｃ

　

清
新
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
、
１
９
９
９
年
に

江
戸
川
区
清
新
町
の
近
所
づ
き
あ

い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ク
ラ
ブ
で

す
。
走
る
の
が
好
き
な
父
母
と
子

供
が
み
ん
な
で
一
緒
に
走
り
始
め
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
み
ん
な
で

走
り
始
め
て
11
年
目
の
昨
年
、
東

京
陸
協
に
ク
ラ
ブ
登

録
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
頃
と

は
ク
ラ
ブ
の
形
態
は

大
き
く
様
変
わ
り
し

ま
し
た
が
、
保
護
者
の

方
々
が
子
供
達
と
一
緒

に
走
る
こ
と
だ
け
は
今

で
も
変
わ
ら
ず
に
続
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
楽

し
く
て
清
新
Ｊ
Ａ
Ｃ
に

所
属
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
親
子
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
は
中
学
生
37
人
、

小
学
生
30
人
と
保
護
者
で
中
長
距

離
主
体
の
練
習
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド

江
戸
川
区
陸
上
競
技
場
で
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
練
習
の
成
果

は
、
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー
研
修
大
会
出
場
８
回
、

全
中
・
Ｊ
Ｏ
出
場
者
延
べ
40
名
、
全

中
・
Ｊ
Ｏ
優
勝
及
び
入
賞
者
延
べ
10

名
、
ま
た
都
道
府
県
対
抗
男
女
駅

伝
、
東
日
本
女
子
駅
伝
の
代
表
選

手
も
28
人
を
数
え
ま
す
。
さ
ら
に

今
年
の
箱
根
駅
伝
に
も
Ｏ
Ｂ
３
人
が

出
場
し
、
子
供
達
の
夢
を
大
き
く

広
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ク
ラ
ブ
の
活

動
は
練
習
だ
け

で
は
な
く
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
、

卒
業
を
祝
う
会

の
他
、
一
昨
年

は
部
員
達
が

料
理
を
作
り

保
護
者
は
食

べ
て
貰
う
だ

け
の
自
炊
合

宿
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
１
人
で
も
多
く
の
子

供
達
が
、
中
学
高
校
で
陸
上
を
選

択
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
面
白
く

楽
し
み
な
が
ら
力
が
つ
く
活
動
を
保

護
者
の
方
々
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

樂
走
組
（
ら
く
そ
う
ぐ
み
）

　

樂
走
組
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一つ
で
あ

る
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
『
東

京
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
も

う
』（
正
式
名
は
『
東

京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２

を
楽
し
も
う
』）
の

練
習
会
に
参
加
し
て

い
る
市
民
ラ
ン
ナ
ー

を
中
心
に
結
成
さ
れ

た
『
樂
走
組
』
を

母
体
に
し
た
ク
ラ

ブ
で
す
。

　

陸
連
登
録
者
は

27
名（
男
性
20
名
、

女
性
７
名
）
で
す

が
、
合
計
１
０
０

人
以
上
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
は
、
能
力

や
年
齢
、
性
別
も
関
係
な
く
、
皆

が
助
け
合
い
な
が
ら
『
楽
し
く
速

く
走
る
』
こ
と
、
健
康
や
安
全
に

留
意
す
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
発
足
当
初
は
陸

上
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
な
か

で
、
練
習
会
や
レ
ー
ス
、
懇
親
会

等
を
通
じ
て
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

地
道
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
国
際

大
会
に
出

場
す
る
ラ
ン

ナ
ー
も
輩
出

す
る
よ
う
に

ま
で
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一

方
で
、『
東
京

マ
ラ
ソ
ン
』
で
、

ま
だ
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
走
っ
た

こ
と
の
な
い
人

を
完
走
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に

し
た
『
初
フ
ル
塾
』
を
運
営
、

２
０
１
１
年
は
全
員
完
走
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
育
っ

た
ラ
ン
ナ
ー
が
新
た
に
ラ
ン
ナ
ー
を

育
て
る『
恩
返
し
』も
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
裾
野

を
広
げ
る
べ
く
、
多
様
な
活
動
を
繰

り
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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天
皇
杯
第
16
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会

　

1
月
23
日
（
日
）
冬
の
安
芸
路
、
広
島

市
中
区
の
平
和
記
念
公
園
で
、
天
皇
杯
第

16
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走

大
会
が
、
午
後
0
時
30
分
、
曇
り
空
の
下
、

湯
崎
英
彦
広
島
県
知
事
の
号
砲
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。
郷
土
東
京
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着

て
、
中
学
、
高
校
、
一
般
の
7
人
で
た
す

き
を
つ
な
ぐ
48
キ
ロ
、
首
位
が
め
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
る
レ
ー
ス
展
開
。
東
京
代
表
も

今
年
こ
そ
は
と
、
力
が
入
る
声
援
に
押
さ

れ
走
っ
た
。
東
京
は
18
位
タ
イ
ム
2
時
間

21
分
33
秒
。

　

1
区　

7
㎞　

打
越　

雄
充　

20
分
50
秒

　

2
区　

3
㎞　

青
山　

拓
朗　

08
分
57
秒

　

3
区　

8.5
㎞　

新
田
良
太
郎　

24
分
23
秒

　

4
区　

5
㎞　

塩
田　

英
輔　

15
分
00
秒

　

5
区　

8.5
㎞　

見
廣　

雄
一　

25
分
20
秒

　

6
区　

3
㎞　

宇
野　

幹
也　

09
分
04
秒

　

7
区　

13
㎞　

清
水　

大
輔　

37
分
59
秒

（
記
事
・
写
真　

森
中
カ
ツ
ミ
）

 

皇
后
杯
第
29
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

平
成
23
年
1
月
16
日
（
日
）
京
都
市
西
京
極
陸
上
競
技
場

　

大
会
当
日
は
早
朝
か
ら
の
降
雪
に
よ
り
気
温
4
度
と

厳
し
い
条
件
の
下
で
開
催
さ
れ
た
。

　

午
後
0
時
30
分
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
の
ピ
ス
ト
ル

の
合
図
に
よ
り
47
チ
ー
ム
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
国

立
京
都
国
際
会
館
前
を
折
返
し
と
す
る
４
２
・
１
９
５

㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

東
京
チ
ー
ム
は
8
位
入
賞
を
目
標
に
川
越
学
監
督
の

熱
い
想
い
を
各
選
手
に
伝
え
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

1
区
村
岡
温
子
（
資
生
堂
）
は
26
位
で
2
区
の
藤
本

知
佐
（
第
一
生
命
）
に
継
ぎ
23
位
と
上
向
き
、
3
区
の

中
学
生
区
間
の
関
根
花
観
（
金
井
中
）
に
タ
ス
キ
を
渡
し
た
。
彼
女
は
驚
異
的
な
走
り

で
追
い
上
げ
、
走
り
終
え
て
み
る
と
区
間
1
位
の
成
績
で
総
合
10
位
へ
押
上
げ
た
。

　

4
区
茂
木
美
優
（
順
天
高
）
は
18
位
で
あ
っ
た
が
、
5
区
中
道
早
紀
（
資
生
堂
）
が

頑
張
り
の
走
り
を
見
せ
区
間
7
位
と
好
走
し
全
体
で
13
位
に
浮
上
。

　

6
区
大
槻
み
ち
る
（
拓
大
一
高
）
は
13
位
を
維
持
、
7
区
麻
生
美
瑛
（
順
天
高
）
よ

く
頑
張
っ
た
が
17
位
に
。

　

8
区
有
薗
早
優
（
宝
仙
学
園
中
）
の
中
学
生
区
間
も
17
位
で
最
終
9
区
ア
ン
カ
ー
加

納
由
理
（
セ
カ
ン
ド
ウ
イ
ン
ド
Ａ
Ｃ
）
に
引
継
が
れ
た
。

　

結
果
総
合
成
績
は
13
位
で
昨
年
の
18
位
か
ら
躍
進
し
、
目
標
の
8
位
入
賞
ま
で
あ
と

一
歩
と
迫
り
、
い
よ
い
よ
来
年
の
第
30
回
大
会
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
た
。

総
合
13
位　

2
時
間
21
分
53
秒

1
区　

6
㎞　
　
　

村
岡　

温
子　

20
分
09
秒

2
区　

4
㎞　
　
　

藤
本　

知
佐　

13
分
02
秒

3
区　

3
㎞　
　
　

関
根　

花
観　

9
分
21
秒

4
区　

4
㎞　
　
　

茂
木　

美
優　

13
分
53
秒

5
区　

4
・
1075
㎞　

中
道　

早
紀　

13
分
41
秒

6
区　

4
・
0875
㎞　

大
槻
み
ち
る　

13
分
24
秒

7
区　

4
㎞　
　
　

麻
生　

美
瑛　

13
分
58
秒

8
区　

3
㎞　
　
　

有
薗　

早
優　

10
分
56
秒

9
区　

10
㎞　
　
　

加
納　

由
理　

33
分
29
秒

（
記
事
・
写
真　

髙
祖
勝
市
）

大　

会　

記　

録　

報　

告
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史
上
初　

野
外
審
判
講
習
会

　

震
災
の
た
め
今
年
の
審
判

講
習
会
は
か
な
り
影
響
を
受

け
ま
し
た
。
3
月
12
日
の
板

橋
は
電
車
が
十
分
に
動
か
な

く
て
例
年
の
70
％
位
の
人
数

で
し
た
。
21
日
の
青
梅
も
計

画
停
電
の
た
め
電
車
の
本
数

が
減
っ
た
こ
と
と
雨
天
の
た

め
か
な
り
少
な
い
人
数
で
し

た
。
27
日
の
府
中
は
計
画
停

電
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
な
く
例
年
通
り
の
人

数
で
し
た
。
府
中
で
は
新
規

取
得
希
望
者
対
象
を
初
め
て

実
施
し
、
30
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
19
日
の
武
蔵
野

は
体
育
館
が
震
災
に
よ
る
被

害
で
使
え
な
く
な
り
、
前
日

ま
で
は
部
屋
の
中
で
の
入
替

制
を
考
え
ま
し
た
が
、
結
局

競
技
場
の
ス
タ
ン
ド
で
実
施

し
ま
し
た
。
約
340
名
の
参
加

が
あ
り
、
風
も
な
く
ポ
カ
ポ

カ
陽
気
の
下
で
盛
況
の
う
ち

に
史
上
初
の
野
外
審
判
講
習

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

審
判
部
長　

貫
井
勝
之

平
成
22
年
度
　
栄
章
受
賞
者
　
　
　

１
、
功
績
章
（
5
名
）

　
　
　

村
田　

延
雄
（
警
視
庁
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

五
味　
　

惠
（
有
楽
陸
友
会
）

　
　
　

小
松　

邦
江
（
東
京
茗
友
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

貫
井　

勝
之
（
板
橋
区
陸
協
）

　
　
　

大
野　
　

弘
（
日
野
市
陸
協
）

２
、
精
績
章
（
5
名
）

　
　
　

金
子
善
四
郎
（
友
楽
陸
友
会
）

　
　
　

大
内　

邦
彦
（
大
田
区
陸
協
）

　
　
　

山
廼
邉　

昭
（
練
馬
区
陸
協
）

　
　
　

大
久
保
ま
さ
（
杉
並
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

篠
原　

庸
雄
（
練
馬
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
被
災
い
た
し
ま
し
た
。
数
日

後
、
こ
れ
ら
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
少
し
で
も
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
い
う
声
が
女
子
部
員
、
審
判
部
員
の
中
か
ら
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
検

討
し
た
結
果
、
審
判
講
習
会
の
際
に
義
援
金
を
集
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
３

月
19
日
の
武
蔵
野
、
３
月
21
日
の
青
梅
、
３
月
27
日
の
府
中
に
お
け
る
審
判
講
習
会

に
お
い
て
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。多
く
の
方
々
が
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
６
７
，
５
４
０
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金
は
理
事
会

で
検
討
さ
れ
、
東
京
新
聞
を
通
し
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
義
援
金
に
つ
い
て
加
入
団
体
で
も
動
き
が
あ
り
、
独
自
で
義
援
金
を
送
っ

た
陸
協
も
あ
り
、
ま
た
競
技
会
を
開
催
し
た
と
き
に
参
加
者
に
呼
び
か
け
て
募
金
を

行
い
、
多
額
の
義
援
金
を
送
っ
た
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

未
だ
に
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

１
日
で
も
早
く
被
災
地
が
復
興
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事　

貫
井
勝
之



　

東
陸
第
８
期
広
報
部
に
よ

る
最
後
の
会
報
第
６
号
（
飛

翔
№
96
）
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
去
る
２
月
の
役
員
改

選
で
、
東
陸
第
９
期
（
平
成

23
、
24
年
度
）
役
員
が
発
足

し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ

の
内
容
と
平
成
23
年
度
事
業

計
画
並
び
に
予
算
を
中
心
に

編
集
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
広
報
部

長
が
井
口
輝
男
か
ら
、
小
松

邦
江
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
部
員
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
良
い
広
報

活
動
を
し
て
下
さ
る
こ
と
、

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

平
成
23
年
５
月

広
報
部
長　

井
口　

輝
男

編
集
班
長　

大
内　

邦
彦

編
集
員　

久
保
岡
佳
正

森
中
カ
ツ
ミ

髙
祖　

勝
市
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編
集

　
後
記

花
圓　

澄
明
（
練
馬
区
陸
協
）

細
田　
　

章
（
小
金
井
市
陸
協
）

佐
藤
三
千
雄
（
練
馬
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

井
上　

敦
夫
（
東
京
消
防
庁
）

鈴
木　

茂
雄
（
荒
川
区
陸
協
）

高
嶋　
　

晥
（
陸
上
競
技
多
摩
川
ク
ラ
ブ
）

酒
井　

義
典
（
陸
上
競
技
多
摩
川
ク
ラ
ブ
）

安
蒜　

弘
尚
（
墨
田
区
陸
協
）

小
黒　

栄
信
（
港
区
陸
協
）

染
谷　
　

実
（
江
戸
川
区
陸
協
）

篠
原　

忠
造
（
小
平
市
陸
協
）

塚
谷　

辰
光
（
調
布
市
陸
協
）

堀
越　

好
夫
（
明
大
紫
交
会
）

井
口　

輝
男
（
農
大
常
磐
松
ク
ラ
ブ
）

吉
川　

節
郎
（
日
本
航
空
Ｒ
Ｃ
）

東
京
消
防
庁

石
塚　
　

功
（
東
京
消
防
庁
）

横
山　
　

弘
（
江
東
区
陸
協
）

鈴
木
喜
久
男
（
練
馬
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

市
村　
　

眞
（
江
戸
川
区
陸
協
）

江
村　

良
一

宮
澤　

春
雄
（
大
田
区
陸
協
）

長
谷
部　

実
（
東
京
陸
協
）

長
田　
　

孳
（
練
馬
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

中
島　

勝
良
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
）

柳
沢　

忠
俊
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
）

淺
野　

光
男
（
三
鷹
市
陸
協
）

佐
藤　

良
男
（
東
京
茗
友
ク
ラ
ブ
）

石
澤　

君
子
（
杉
並
Ａ
Ｃ
）

前
田　

芳
男
（
千
代
田
区
陸
協
）

窪
塚　

哲
朗
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
）

大
倉　

政
保
（
大
田
区
陸
協
）

瀬
戸　

和
美
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
）

岡
本　

信
夫
（
ト
ー
ア
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

市
川　

力
雄
（
武
蔵
野
市
陸
協
）

浅
見　

邦
一
（
昭
島
市
陸
協
）

石
郷
岡
範
昭
（
東
京
陸
協
）

井
上　

有
美
（
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

伊
藤　

陽
三
（
明
大
紫
交
会
）

鈴
木　
　

存
（
八
王
子
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

船
越　

武
明
（
調
布
市
陸
協
）

村
田　

延
雄
（
警
視
庁
ク
ラ
ブ
）

藤
橋
多
一
郎
（
三
鷹
市
陸
協
）

黒
田　

洋
子
（
武
蔵
村
山
市
陸
協
）

坂
上
信
一
郎

荒
川　
　

寛
（
有
楽
陸
友
）

塩
野　

博
雄
（
豊
島
区
陸
協
）

板
倉　
　

武
（
小
平
市
陸
協
）

　
平
成
23
年
度
賛
助
会
員
一
覧

加
藤　

健
二
（
日
野
市
陸
協
）

伊
藤　

訓
生
（
調
布
市
陸
協
）

樋
口　

京
子
（
西
東
京
市
陸
協
）

千
葉　

三
郎
（
豊
島
区
陸
協
）

樋
口　

幸
好
（
東
村
山
市
陸
協
）

深
井　
　

進
（
江
戸
川
区
陸
協
）

星
野　

敦
志
（
東
京
Ａ
Ｃ
）

山
﨑　

善
高
（
東
京
陸
協
）

吉
本　

延
男
（
千
代
田
陸
上
ク
ラ
ブ
）

荒
木　

代
子
（
三
鷹
市
陸
協
）

澁
谷　

光
二

千
葉　

一
雄
（
南
蛮
連
合
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

塩
垣
久
美
子

長
島　

真
一

根
岸　

浩
美

渡
辺　

恒
久

折
野　

栄
子
（
杉
並
区
陸
協
）

齋
藤　

文
子
（
渋
谷
区
陸
協
）

水
久
保
亮
一
（
陸
上
競
技
多
摩
川
ク
ラ
ブ
）

五
味　
　

惠
（
有
楽
陸
友
会
）

桑
原　

則
夫

大
嶽　

秀
行
（
葛
飾
区
陸
協
）

鈴
木　

幸
子
（
江
戸
川
区
陸
協
）

松
本　

榮
子
（
新
宿
区
陸
協
）

渡
辺　

時
子
（
江
戸
川
区
陸
協
）

瀬
戸
口
正
雄
（
葛
飾
区
陸
協
）

来
栖　
　

章
（
東
学
大
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

加
藤　
　

昇
（
渋
谷
区
陸
協
）

澤
田　

五
男
（
農
林
走
友
会
）

青
地　

清
助
（
江
東
区
陸
協
）

小
野
瀬
正
博
（
渋
谷
区
陸
協
）

小
鹿
野
博
夫
（
千
代
田
区
陸
協
）

鈴
木　

奉
忠
（
練
馬
区
陸
協
）

井
筒　

千
秋
（
千
代
田
区
陸
協
）

井
上　

伸
一
（
江
戸
川
区
陸
協
）

渡
辺　

道
子
（
千
代
田
区
陸
協
）

田
中　

右
一
（
八
王
子
市
陸
協
）

貫
井　

勝
之
（
板
橋
区
陸
協
）

豊
泉　

和
男
（
板
橋
区
陸
協
）

保
谷　
　

準
（
西
東
京
市
陸
協
）

野
㟢　

忠
信
（
東
学
大
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

渡
邉　
　

實
（
Ｍ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）

三
橋　

敏
武
（
文
京
区
陸
協
）

猪
瀬　

尚
志
（
北
区
陸
協
）

櫻
井　

助
治
（
東
村
山
市
陸
協
）

山
崎
寿
美
子
（
板
橋
区
陸
協
）

猪
俣　
　

寛
（
杉
並
Ａ
Ｃ
）

松
井　

達
也
（
狛
江
市
陸
協
）

野
村　

武
弘
（
武
蔵
村
山
市
陸
協
）

堀
口　

利
夫

皆
越　

安
之
（
北
区
陸
協
）

中
村　

直
司
（
新
宿
区
陸
協
）

宮
川　

喜
一

石
田　
　

汎
（
西
東
京
市
陸
協
）

若
林　

秀
雄
（
豊
島
区
陸
協
）

滑　
　

年
雄

北
島　

正
市
（
国
立
市
陸
協
）

小
竹
勝
太
郎
（
府
中
市
陸
協
）

齋
藤　

孝
行
（
品
川
区
陸
協
）

藤
田　

幸
雄
（
法
友
陸
上
ク
ラ
ブ
）

大
野　

利
雄
（
府
中
市
陸
協
）

柏
木　

健
治

田
嶋　

博
隆
（
杉
並
Ａ
Ｃ
）

Ａ
Ｃ･

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

栗
山　

勝
男
（
江
東
区
陸
協
）

堀
江　

靜
男
（
世
田
谷
区
陸
協
）

勝　
　

愛
子

伊
藤　

昭
夫
（
日
野
市
陸
協
）

富
田　

雄
耕

平
沼　

晃
城

田
所　

秀
雄

高
木
富
士
子

椎
津　

民
雄
（
杉
並
Ａ
Ｃ
）

尾
崎　

宏
二

今
治　

英
而
（
八
王
子
市
陸
協
）

島
村　

雅
之
（
新
宿
区
陸
協
）

（
平
成
23
年
4
月
28
日
現
在
）

訃　報

関東学生陸上競技連盟

相談役　釜本　文男儀　

が2月11日（金）に

ご逝去されました。

謹んでおくやみ申し上げ

ます。
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おめでとう　東京高校！　インターハイ男子総合優勝！
11頁に掲載

専務理事　田中　利雄
　記録的な猛暑の夏もそろそろ終わり、秋の競技会シーズンに向けた準備が着 と々進め
られています。東京陸協が入賞を目指す国体（10月７日～11日　山口）・男女の都道

府県駅伝に向けた選手強化も暑い夏の日差しの中で強化部を中心に取り組み、選手は一段とたくましくなり
ました。
　ところで、専務理事２期目がスタートして７ヶ月が過ぎました。１期目は東京陸協役員の意識改革を掲げ、
東京陸協のあるべき姿・進むべき道を理解していただく努力をいたしました。機会あるごとに私の考えを述
べ、公式の会議の後も場を変えて大いに議論いたしました。
　そして、いよいよ実行に移す２期目です。各部・委員会等の会議、各種競技会にはできるだけ出席し
て状況の把握に努めています。本年度前期は委員全員が前向きの姿勢で各担当の任務に積極的に取り
組み、後期に続く活動をしています。
　今東京陸協に課せられている様 な々課題は、今後の東京陸協の命運を左右するほどの重要なものばか
りです。職責の重さを認識し、前向きに取り組んでまいります。

　東京都内の陸上競技愛好者とクラブ・団体を募り、
陸上競技への理解と発展に希望をもって1935年（昭
和10年）４月30日に発足した「東京陸上競技協会」
も今年で76年の活動を行ってきました。今年度も東京
陸協の方向性を司る「平成23年度第１回通常総会」
が６月25日立正大学（品川区）で開催されました。
出席者数と表決書提出者数を確認のうえ、５項目の
審議事項の報告と承認が行われました。審議事項は
次のとおりです。
　①新規加入団体（14団体）の承認　②事業報告
　③会計報告　④補正予算の承認
　⑤運営規程の一部改訂
　今年度、東京陸協は中体連10,593名、高体連
7,660名、地域陸協・職域クラブ・同好者クラブ・個

人登録など一般登録者10,816名（平成23年８月）の
規模を誇り、年々組織拡大の路を歩んでいます。大
規模マラソンを含む競技会の充実、アスリートの指導・
育成など課題は多く、東京陸協会員が一丸となって、
東京における陸上競技の発展に努力していかなくては
なりません。

平成23年度 第１回通常総会

平成23年度前期を振り返って
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　1　専門部　

（社団法人東京陸上競技協会運営規程に基づく順とする）

財務会計部
　６月の総会でご審議いただきましたと
おり、平成22年度は赤字決算となりまし
た。ここ数年競技会が増え続けたこと
も原因のひとつと考え、23年度は大幅
な見直しをしています。国体を控えて強化予算を増加
することもあり、東京マラソンによる登録者の増加、中
体連・高体連の東京陸協登録などによる収入増を適
正配分して健全化を図っているところです。
部　長　　野澤　恒雄

部　員　　染谷　　実　　佐藤三千雄　　市村　　眞

　　　　　樋口　幸好　　福島　雄吉　　松村　　隆

総務部
　東京選手権における栄章授与式・
日本陸連Ｓ級公認審判員昇格者伝達
式、第１回通常総会は事前準備・当
日作業を行いました。総会は東京陸協
の運営に対して貴重な意見をいただく場ですが、本年
も正会員約400名に対し当日出席者（表決書提出者
を除く）は過半数を超えませんでした。新法人になる
ことを機会に多くの正会員が出席し活発な意見交換で
きることを期待します。
　今期から東京陸協内の業務の効率化を計るべく総
務部内に業務グループを発足させ、書類発送・整理・
チェックなどを行っています。
　また、医事委員会と連携して審判員を対象に救急
救命講習会を開催しています。多くの方の受講をお願
いします。
部　長　　有澤　政雄

部　員　　石上　敬久　　矢作　和昭　　武村　　亨

　　　　　高橋　徳明　　高地　貞雄　　齋藤　文子

　　　　　藤野　孝一　　田島佐代子　　大久保まさ

　　　　　若林　辰雄　　横田　勝利　　佐藤貴玖子

　　　　　田中　　真

広報部
　16頁に掲載。

競技部
　これまでの東京陸協主催競技会を
大幅に見直し、本年度は東京のチャン
ピオンや全国大会代表を決定する７競
技会を開催することとなりました。実施
する競技会については、盛り上がりと効率化を目指し、
前期ですでに４大会が終わりました。しかし、３月11日
に発生した東日本大震災のため、東京選手権・東京
ナイター陸上をはじめとして、当初の計画とは異なるも
のとせざるを得ず、来年度にむけて課題を残しました。
　すでに平成24年度の競技場の確保及び競技会日
程の策定、要項を中心とする競技会内容の検討に着
手しています。
部　長　　大野　　弘

部　員　　曽根　弘道　　山口　賢司　　関根　春幸

　　　　　野末　雅文　　岡本　信夫　　茂木　弘樹

　　　　　西川　孝夫　　長浜　和明　　原　　　徹

　　　　　浜野　徳寿　　今野　　健　　横山　　弘

審判部
　審判部は育成担当・編成担当・国
体対応チームに任務を分担し、現場で
起きる様々な問題を部会で議論し、改
善すべき内容は大会に積極的に取り入
れ反映させています。東京国体・日本選手権を２年
後に控え、本年度は一部年齢制限を設けた審判編
成の実施、スターターの英語化実務講習、フィールド
競技における記録記入の標準化、監察員記録用紙
の標準化等を行っています。
　第94回日本選手権（熊谷）にトラック・フィールド・
総務管理各部門の関係者を派遣し多岐にわたり視察
いたしました。東京陸協の大会に反映して２年後に備
える考えです。
部　長　　中野　人志

部　員　　潮田　和男　　鈴木　一弘　　村田　延雄

　　　　　鑓水　正昭　　古澤　幸男　　石井　公一

　　　　　古家　誠一　　梶原　克之　　池田　演之

　　　　　折茂　　晃　　浜野　綾子　　平田　房雄

　　　　　赤沼　正雄　　菅野　利幸

平成23年度前期を終わって
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記録情報部
　業務としては、①公認記録申請、
②年度末記録集作成に向けた記録収
集、③IT機器講習会の開催、④IT
機器の管理、⑤競技会記録ホームペー
ジ作成、⑥競技会申し込み受付等があり、分担して
進めています。
　課題として、①公認申請を行わない（記録が公認
されない）競技会への対応、②部員のIT機器管理
能力の向上、③IT機器を操作できる審判員の養成、
④競技会申し込み受付要員の確保等です。
　今後は、記録情報部員が活動をさらに充実させる
と同時に、関係部署と連携して課題を解決していきた
いと考えています。
部　長　　川島　康男

部　員　　伊地知重信　　杉本　太郎　　赤峰　俊彦

　　　　　芦田　春幸　　石井　智也　　宇野　一茂

　　　　　岡田　　晃　　加藤　恭位　　蒲牟田和彦

　　　　　庄田　修司　　中田　千文　　藤田　美和

普及部
　８月26日・27日の２日間「第27回全
国小学生交流大会」が横浜・日産ス
タジアムで開催されました。７月３日の
予選会で選ばれた22名の代表選手は、
８月６日の結団式に出席し、８月15日には合同練習会
を行い、本番に備えました。
　大会当日は心配された雨も競技開始時には上がり、
やや蒸し暑い天候の中、女子走高跳で武田ひすい

（BEST SPORTS）選手が見事優勝。その他４種
目で入賞を果たしました。（東京陸協HPに掲載）
　また、隔年で実施している「指導員養成講習会」
が28名の受講生により８月にスタートしました。11月ま
での７回の講習で正しい陸上競技の指導法を学びま
す。日本陸上競技連盟のご厚意により、今回初めて
ナショナルトレーニングセンター（NTC）も会場のひと
つとなり、板橋区立新河岸競技場、府中市民競技場
と合せて３ヶ所で行うことになりました。
部　長　　貫井　勝之

部　員　　鈴木　茂雄　　氏部　和昭　　一瀬　秀和

　　　　　川村　文夫　　中野　　浩　　三須　久子

　　　　　大串　裕子　　尾崎　京子　　森本　哲哉

　　　　　井上　敏幸　　平山　公紀　　佐藤　隆史

　　　　　福澤　真吾　　田中　征生

強化部
　強化活動を下記の三つの柱に絞り、
中・長期的な目標と具体的な計画を精
査しながら活動を進めています。
１　東京国体優勝計画に沿った年４

回の合宿による選手強化・上位入賞可能な選手の
勧誘活動等

２　東日本女子・都道府県男子・都道府県女子駅伝
それぞれ三位入賞を目標とする年三回の合宿と強
化練習会の実施

３　中体連・高体連独自の強化活動を東京陸協強
化部が統括し、拠点での種目別強化練習の推進

　　現在、棒高跳拠点校を決定して年間計画のもと
練習を実施し、中学生・高校生が多数参加してい
ます。今後、普及部と連携を図り、Ｕ－12の普及
活動もすすめていきます。

部　長　　水木　　学

国体強化部長　　大村　邦英

部　員　　中村　孝生　　下山　良成　　笠井　　淳

　　　　　井部　誠一　　児島　大祐　　棟方　拓也

　　　　　福元　康貴　　千野　達也　　小林　隆雄

　　　　　樋口　広忠　　慶徳　仁史　　征矢　範子

　　　　　倉持　昇一　　呑口　　健　　遠藤　尚考

競技場管理部
　都内には今年度公認されている陸上
競技場が27か所、長距離競走路が23
か所あります。競技者が設備の整った
条件のもとで実績を創りあげる舞台を整
えるのが我々の役目です。現在、東京国体に万全の
態勢を整えるべく、施設・設備の状況把握や検定立
会などを実施しています。
　また、部員は日本選手権（熊谷）の視察を行い、
相互に課題付与をするなどしてレベルアップを図ってい
ます。前期は９ヶ所の競技会場でB級審判員5４名が
用器具係実技研修を受講しました。今後も、東京国
体に向けて技術向上を図り、審判員一人ひとりが自信
と誇りをもって、適切な活動ができるように継続的研修
に取り組んでまいります。
部　長　　平塚　和則

部　員　　福島　信久　　平塚　宜信　　佐々木元稔

　　　　　嶋田　　正　　米岡　利昌　　高沼　正利

　　　　　鈴木　　明　　新榮　宏茂　　柏木　芳夫

　　　　　高木　良郎　　飯村　光夫

特別部員　　鈴木　　存
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　２　特別委員会　

（平成23・24年度役員名簿掲載の順とする）

女子委員会
　女子サッカー「なでし
こジャパン」の活躍は日
本中に歓喜の渦を巻き
起こしました。昨年、女
子委員会が中心となっ
て開催した「第50回東京女子陸上競技大会」の成
功も東京陸協の女性の力と内外からの支援の賜物で
す。今年度も、昨年に引続き社会貢献の一環として

「ピンクリボン運動」に協力しつつ、女性審判員の増
員と女性役員の競技会運営能力の向上を目指し、第
51回大会（11月・駒沢）の開催に向けた準備作業を
進めています。
　今後の活動目標として、クラブチーム・中体連・高
体連などと協力し、近県陸協との情報交換などにより、
女性指導者の調査・増員・資質向上にも取り組んで
いく予定です。
委員長　　山崎壽美子

委　員　　田島佐代子　　齋藤　文子　　秋元　令子

　　　　　粟屋　澄江　　安藤　真弓　　小田切恵美

　　　　　上中　法子　　坂上さと子　　坂上　夏子

　　　　　中島　礼子　　根尾　英子　　三宅加代子

　　　　　本橋　郁子　　森田　直美

選挙管理委員会
　本年２月に、平成23・24年度の東京陸協における
事業をつかさどる理事選挙が実施されました。選挙に
あたっては、理事会の決定に従い、選挙の必要性の
事実を確認したうえで、定款に則り管理執行を会長の
代行として実施しました。選挙管理委員会は、委員
長以下９名で構成され、選挙の実施にあたっては、
投票の管理・立会い・開票などを行い、公明な選挙
活動に取り組んでいます。
委員長　　中尾　敬司

委　員　　大谷　久知　　雨宮　仁六　　勝　　愛子

　　　　　佐藤　光信　　鈴木　　明　　椛沢　聖子

　　　　　川原　英昭　　室井　宏一　　山迺邉　昭

栄章審査委員会
　６月に今年度最初の栄章審査委員
会を開催しました。内容は委員の役割
分担、昨年度採用項目や審査方針に
ついての意見交換、23年度の会議日
程ならびに23・24年度の作業項目について検討し案
の作成を行いました。
　９月には、栄章推薦申請書の発送作業を行うと共
に、精績章の選考基準の見直しや他の課題について
も順次議論を深め、今後の様々な事務手続きや審査
に生かしていきます。
　９月以降は各団体からの栄章推薦申請書受付や審
査選考など重要な作業が続きます。
委員長　　佐藤三千雄

委　員　　高地　貞雄　　根本　俊臣　　梶原　克之

　　　　　生方　文枝　　室井　宏一　　松本　　忠

　　　　　井上　敏幸　　松岡　保雄　　中村　孝生

　　　　　有澤　政雄

定款諸規程検討委員会
　「定款」とは、東京陸協の組織や運営方法など基
本的なルールを定めたもので、東京陸協ホームページ
に掲載しています。このほかに「運営規程」「栄章
規程」「旅費支給規程」等を設け、円滑な運営を
図っています。委員会では定款・諸規程を管理する
中で、理事会から検討事項が提議された場合に委員
による検討会議を行い理事会に報告・提案していきま
す。「定款の変更」などがあった場合には、理事会
での承認はもとより、東京都教育委員会の認可をうけ
なければなりません。東京陸協の運営管理を担って
いくため重要なそのほかの諸規程の変更・改正には、
理事会や専務理事の承認で施行できるよう権限が委
譲されているものもあり、業務の簡素化を図っています。
委員長　　有澤　政雄

委　員　　青地　清助　　石上　敬久　　井上　克巳

　　　　　小林　　稔　　野澤　恒雄　　松本　　忠

　　　　　山口　賢司

新公益法人移行準備委員会
　従来の公益法人制度は明治29年の民法制定ととも
に始まり、平成７年３月28日社団法人東京陸上競技
協会になりました。新公益法人移行は平成25年11月
に完全移行となります。東京陸協は最終的には公益
財団法人を目指すという目標を総会でも表明し、困難
はありますが動き出しました。まずは現法人を一般社
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団法人に移行することから始まります。
　今後の予定は以下の通りです。
　平成23年11月 加入団体への説明会の開催
　平成23年12月 臨時総会　新定款を含め、一般

社団法人移行提案
　平成24年１月 監督官庁への新法人認定申請
　平成24年４月 一般社団法人としての事業開始
　この間「定款諸規定の改定作業」「公益目的支
出計画書作成」等を行い、監督官庁と十分な話し合
いをし、新公益法人認定に向かっていきます。
委員長　　有澤　政雄

委　員　　野澤　恒雄　　野末　雅文　　下田　智久

東京国体・日本選手権準備室
　２年後の東京国体・日
本選手権に向け、東京
陸協内に20名の委員による

「準備室」を設置しました。
これまでの会議内容の主な
ものは以下の通りです。
　各大会日程・内容の確認、味スタ諸室配置、競技
運営業務分担、24年度東京選手権・国体時審判員
補助員の服装他
　７月25日には東京都・調布市・東京都障害者スポー
ツ協会・東京陸協合同の味スタとその周辺視察会を
行い、課題を話し合いました。
　国体も日本選手権も他の団体・組織との連携のもと
で開催するものであり、現時点ではまだまだ調整が必
要な課題が山積しています。
　準備室のメンバーは大会運営・競技運営・強化推
進の３分野に分かれ、今後は具体的な検討に入って
いきます。
室　長　　鈴木　　存

委　員　　和中　信男　　有澤　政雄　　野澤　恒雄

　　　　　小松　邦江　　貫井　勝之　　中野　　浩

　　　　　田中　右一　　川島　康男　　中野　人志

　　　　　潮田　和男　　鈴木　一弘　　大野　　弘

　　　　　山口　賢司　　関根　春幸　　平塚　和則

　　　　　大村　邦英　　中村　孝生　　下山　良成

東京マラソン東陸委員会
　2007年２月18日。気温５度、小雨降る都庁前を
３万人のランナーがスタートした「第１回東京マラソ
ン」から４年が過ぎ、「第６回大会」の準備も着 と々
進んでいます。昨年から東京マラソン財団が発足して
事務局も都庁から有明に移りました。安定した財団運
営・的確な競技運営を目指して管理・運営・マーケッ
トの３部門に分かれて業務を開始しています。
　東京マラソン東陸委員会は、専務理事を筆頭に総
務・財務・競技・審判・記録情報・競技場管理の専
門部各部長とマラソン事務局１名の８名で構成され、
過去の大会の反省や課題を踏まえ、これまで以上の
競技運営を目指しています。競技運営に最も重要な
競技役員の委嘱についても、検討に入っています。
すでに７回の委員会を開催し、財団との調整協議を
実施するとともに、財団に東京陸協の委員を派遣する
など、より緊密な連絡調整を行っています。
委員長　　田中　利雄

委　員　　中野　人志　　有澤　政雄　　野澤　恒雄

　　　　　大野　　弘　　川島　康男　　平塚　和則

　　　　　井上　克巳

競技運営委員会
　昨年度の委員会で東京陸協主催・共催競技会の
統廃合、運営方法の検討、経費の削減などについて
討議をした結果、主催競技会は７大会とし、本年度
前期で４大会を終了しました。各競技会についてそれ
ぞれの項目の精査を行い次年度へつなげていく考えで
す。「東京選手権」も、更に競技会のレベルアップを
図るべくハイレベルな出場選手の誘致、審判員の技
術向上などを踏まえてサーキット競技会への路につな
げたいと考えています。競技会における設備上のトラ
ブルにも速やかな対処方法を考察し、選手に迷惑の
かからない運営を構築いたします。震災の影響もありま
したが、「ナイター陸上」ではトップアスリートの協力を
いただき、盛大に開催できたことに感謝しています。
　２年後の東京国体を成功させるために、競技運営
にたずさわる一人ひとりが問題意識をもって課題解決
に取り組んでまいります。
委員長　　川島　康男

委　員　　大野　　弘　　山口　賢司　　曽根　弘道

　　　　　中野　人志　　潮田　和男　　平塚　和則

　　　　　田中　右一　　伊地知重信

スポーツ祭東京2013
マスコットキャラクター
「ゆりーと」
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医事委員会
１　救護活動
　　医事委員会の活動の第一は競技

会での救護活動です。他府県の陸
協では医事委員会から医務員が出
席するようにしているところもみられますが、東陸で
は、審判部から委嘱を受けた審判員が医務員とし
て出席する形式をとっており、医事委員会は委嘱に
は関わっておりません。

　　東京マラソンでは、東京陸協医事委員長が「医
事部会」に参画し、医療救護活動の企画・実施
を行っています。HPには「メディカル情報」を掲載
していますのでご覧ください。

２　救急救命講習
　　今年から総務部と連携して「救急救命講習」を

実施しています。競技会の現場で、競技役員の誰
もが救命処置をできるようにし、救命率を上げられる
ようにしようというものです。心停止を防ぐことはでき
ませんが、救命処置により死亡例を減らすことは可
能です。

委員長　　三橋　敏武

委　員　　島村　雅之　　立川　久行　　坂上さと子

　　　　　大木　亮子　　岡野　　裕　　寺嶋　　毅

　　　　　兵藤　博信　　長島　正樹　　塚原　由佳

マーケティング戦略室
　財務マーケティング戦略室は、文字通り安定的な
財源を確保するため活動することが大きな役割の一つ
です。そのため昨年から年間スポンサーとしてゴールド
１社、シルバー数社の協賛社確保に成功し、ある程
度の成果をもたらしました。これは年間20ほどの大会
をまとめてセールスすることで、効率良く収益を上げる
ことが目的です。しかし収益性を求める民間会社と違
い、東陸は公共性が最優先され、普及・強化といっ
た側面が強いため、これらに賛同する協賛社を見つ
けることは今日の経済状況を考えると限界があります。
　そこで今秋に ｢味の素スタジアム耐久リレーマラソ
ン」という収益目的の大会を企画しました。企画段階
からスポンサーを意識し、なおかつ陸上の初心者も参
加し易く、家族やグループが楽しめる市民参加型の大
会にすることが主旨です。平成25年のスポーツ祭東京

（国体など）のメイン会場で定期的な大会を行うこと
は、東陸としても重要案件の一つです。数年後の安
定的な黒字事業を目指し、関係諸氏の協力を得なが
ら成功に導きたいと考えています。

室　長　　田中　利雄

委　員　　大槻　高弘　　島村　雅之　　内田　　勇

　　　　　馬場　　孝　　佐藤三千雄　　大野　　弘

　　　　　中村　孝生　　田中　右一　　関　　幸生

　　　　　奥　　裕之　　宍戸　正弘　　浦久保和哉

　　　　　大野　　弘　　野末　雅文　　野澤　雅文

　　　　　野澤　恒雄　　川島　康男　　石上　敬久

　　　　　曽根　弘道　　潮田　和男　　野末　雅文

 ３　協力団体　

東京都中学校体育連盟陸上競技専門部
　東日本大震災の影響を受け、昨年度末に予定され
ていた合宿や練習会の中止を余儀なくされ、各校にお
ける練習の制限等も加わり、今年度の陸上競技シー
ズンの幕開けは不安でいっぱいでした。
　５月・６月にまたがって地域別大会(都大会予選)、
７月９・10日の都総体、７月22･23日の通信陸上大会
で、男・女合わせて34名（リレー男・女１チームを含
む。）が全国大会の切符を手に入れることができました。
　８月８･９日山梨で開催された関東大会で東京は10
種目の入賞で６位。男女総合４位。３位の壁は今年
も破ることができませんでした。
　全国大会は８月19日～22日鴻ノ池（奈良）で行わ
れ、女子100ｍハードルで澤田イレーネ（調布第四）
選手が見事優勝。その他男子２名・女子３名が入
賞しました。（東京都中体連HPに掲載）
連絡理事　山口　賢司

東京都高等学校体育連盟陸上競技部
　未曾有の大地震が残した爪痕により、今尚多くの
方々がご苦労している北上の地で23年度全国高校総
体が行われました。東京高校が男子総合の部で悲願
の初優勝を果たし、東京都高体連としては49年ぶり、
その存在を全国に強くアピールしてくれました。詳しくは
高体連公式HPをご覧ください
　東京陸協という「恵まれた土壌」で芽生えた「前
途有望な若い芽」（小学生、中学生達）をあずかり、
大輪の花を咲かせるための育成期間が我々高体連の
使命と考えています。東京陸協のご協力を賜り、小
学校・中体連・学連・実業団の皆様と手を携えながら

「強い東京」を全国に示すことができるよう精進してま
いる所存です。
連絡理事　福元　康貴
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関東学生陸上競技連盟
　本年度、加盟・登録数は男子142
校5,381名、女子113校1,048名です。
　関東インカレは大正８年に始まり今年
は90回大会を５月に４日間に亘り国立
競技場で開催しました。６月には全日本大学駅伝選
考会を国立競技場、７月には、代々木公園陸上競技
場でサマー・ゲームズ（電力不足を考慮し、昨年ま
でのトワイライトゲームズを日中に実施）を開催しました。
東京陸協のご協力により成功裡に終了することができ
ました。７月にベルギーとスイスでのヨーロッパ転戦、８
月には審判講習会を行いました。
　後期に入りますと９月に関東新人、10月に箱根駅
伝予選会、11月には10000m記録挑戦競技会と続き、
明年１月２日・３日には一大イベントである第88回箱根
駅伝が控えています。今後とも、東京陸協にご協力
いただき、よりよい大会を作り上げていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致します。　
連絡理事　関　慶太郎

実業団
　東京には実業団チームを統括する組
織はなく、都内の実業団チームは「東
日本実業団陸上競技連盟」に登録し
ています。しかし、国体・各種駅伝で
は実業団選手を含めた東京チームを編成するため、
東京陸協と実業団との連携が必要です。本年度の
国体は終了しました。東京の実業団を代表する連絡
理事は、強化部と連携して今後の東日本女子駅伝・
都道府県対校男子・女子駅伝の選手選考に入ります。
連絡理事　中村　孝生

東京マスターズ陸上競技連盟
　「東京マスターズ」は、暁の超特急で知られる故吉
岡隆徳氏を代表として、1980年に発足し、現在まで
31年の活動歴を誇っています。気楽に得意とする競
技に出場するもよし、新しい種目に挑戦して記録志向も
よし、健康のためでもよし、自分の体力と人生観に従っ
て「陸上競技」を楽しんでいます。若年層には「準
会員」制度を設け、競技への参加を募っています。
７月６日からアメリカ・サクラメントで開催された世界マ
スターズには東京マスターズ登録の13名が参加。８月
26日からの日本マスターズ（和歌山）には67名（男
61・女６）が参加しました。
連絡理事　五味　惠

事務局　
　陸上競技に熱心に取り組み、将来の東京陸協のこ
とを真剣に考えている役員の方々の情熱を日々 感じな
がら、できる限りのサポートをさせていただいております。
　接客、電話応対、書類の作成・送付、会計処理、
登録関係業務、各専門部との折衝、大会準備等事
務局の仕事内容は様々ですが、特に気をつけている
のは「電話応対」です。相手が見えない分、東京
陸協の窓口として失礼のないよう応対しなければなりま
せん。特に最近は、今年度から導入された「新登録
システム」についての問い合わせが多く、事務局とし
てもまだまだ完全に把握できていないところもあり、ご迷
惑をおかけしているかもしれません。しかし、会員の皆
様のご協力のおかげで、新登録システムの稼動率は
ほぼ100％です。この分野では、日本陸連加盟団体
の中では日本一の団体であると自負しております。あり
がとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。
業務課長　下田　智久

業務主任　船原　麻子

▼主催競技会
　24．１．１　第60回元旦競歩
▼共催競技会
　23．12．18　神宮外苑‘11EKIDEN　20Ｋ
　　　12．18　第７回小学生駅伝・ロードレース
　24．２．19　第46回青梅マラソン
　　　３．18　2012板橋Cityマラソン
▼主管競技会
　24．２．26　東京マラソン2012
▼その他
　23．12．４　いたばしリバーサイドハーフマラソン
　24．１．15　新宿シティハーフマラソン
　24．２．12　赤羽ハーフマラソン
　23．12．18　高体連強化競技会
　24．３．20　高体連強化競技会
▼小学生陸上体験教室（詳細は東京陸協HP）
　23．12．10　羽村市第三中学校
　24．１．21　日本女子体育大学
　24．３．10　板橋区立高島第一中学校

今後の主な競技会と陸上教室
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山口国体を終えて 国体強化部長　大村　邦英                                      
　「おいでませ！山口国体」。第66回国民体育
大会陸上競技は10月７日からの５日間、山口市
の維新百年記念公園陸上競技場で開催されまし
た。開会式では東日本大震災の復興支援を掲
げ、東北の地で採火した「炬火」（きょか）をリ
レーして点火しました。東北エリアの選手団が入
場するとひときわ大きな歓声と拍手が競技場全体
からあがり、とても印象的でした。
　東京陸協は今回の大会を、２年後の東京国
体を見据えての足がかりと考えました。選手選考
の方法に標準記録を設定し、ハイレベルの選手
を選考したうえで、選手団を編成しました。（東京陸協HP掲載・スタッフは次頁）

　結果として陸上競技男女
総合成績８位、女子15位で
した。当初、男女総合３位
の目標で挑んだものの、至ら
なかったこの結果を真摯に受
け止め、さらなるステップアッ
プを考えなくてはなりません。
　上位入賞は、成年男子A100ｍで川面聡大

（中央大）選手が自己ベスト10秒22で２着となり
ました。この記録は東京新記録であり、来年の
ロンドンオリンピックB標準（10秒24）をもクリアー
しました。成年男子走幅跳では、猿山力也（モ
ンテローザ）選手が７㍍71で３位。成年少年
400ｍリレーでは、女部田亮（中央大）川面聡大

（中央大）ケンブリッジ飛鳥（東京高）大澤裕輝（八王子高）選手のオーダーで、39秒92の東京新記録をマー
クし、２着となりました。
　女子は、少年女子共通棒高跳で小山智子（明星学園高）
選手が３ｍ55で３位に入賞しました。
　国体第２日目の10月８日、競技場にて日本陸上競技連盟栄
章授与式が執り行われました。東京陸協からは、永年東京陸
協のためにご尽力くださいました佐藤三千雄氏（練馬アスレチッ
ククラブ）と野澤恒雄氏（有楽陸友会）が秩父宮章、熱心に
競技者の指導に当たってこられた川島康男氏（日本工業大学
駒場高校教諭）が高校優秀指導者章、大角弘氏（三鷹市立
第二中学校教諭　当日欠席）が中学優秀指導者章をそれぞ
れ授与されました。
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団　長 馬場　　孝 桜門陸友会
副団長 鈴木　　存 八王子ＡＣ
副団長 田中　利雄 立川陸協
総　務 野澤　恒雄 有楽陸友
総監督 大村　邦英 東京高教
男監督 水木　　学 田無四中教
女監督 下山　良成 あきる野西中教
監督補佐 中村　孝生 ヱスビー食品
コーチ 西川路健児 本郷高教

遠藤　道男 白梅学園高教
福元　康貴 学芸大附高教
小林　隆雄 東京高教

コーチ 倉持　昇一 打越中教
征矢　範子 筑波大附高教
千野　達也 保善高教
山村　貴彦 城西大城西高教
新井　智之 明中八高教
児島　大祐 東京陸協
小林　直恵 東京高教

トレーナー 小沢　未菜 リニアート
常友　綾二 リニアート

庶　務 正川　澄夫 都南平高教
橋口　広忠 大妻多摩高教

◎山口国体スタッフ

不正スタートは発見装置で確認
―2011世界陸上の悪夢―

　８月・韓国・テグ、世界が驚愕した男子100ｍ決勝。ＳＥＩＫＯのスターティングブロックは、フットプレートにかか
る圧力の変化をセンサーで検出して選手のリアクションタイムを記録します。この不正スタート発見装置に記録さ
れたウサイン・ボルト（ジャマイカ）の100ｍ決勝リアクションタイムは－0.104秒。ピストルが鳴る前にスタートしてし
まいました（図1）。
　人間が音に反応する時間は１000分の100秒以上かかることが実証されており、ピストルが鳴った後1000分の
100秒未満のリアクションタイムは装置により瞬時に不正スタートと判定され、装置からリコール音が発信されます。
　男子200ｍ決勝で最も速い反応を示したのはＲ・ソリロ（トリニダードトバゴ）で0.122秒（図２）。19秒40の世
界新記録をマークしたボルト選手は、不正スタートを恐れてか0.193秒と最も遅い反応でした（図３）。
　2009年ベルリン世界陸上でのボルト選手の100ｍ決勝リアクションタイムは0.146秒。８選手のうち６番目でした
が、9秒58の驚異的な世界新記録をマークしました（図４）。　

③ ① ②

ボルト

2011 世界陸上

100ｍ決勝

図１

③① ②

ソリロ

2011 世界陸上

200ｍ決勝

図２

③① ②

ボルト

2009 世界陸上

100ｍ決勝

図４

③① ②

ボルト

2011 世界陸上

200ｍ決勝

図３

①ピストル音　　②1000分の100秒　　③反応開始時

上記資料はＳＥＩＫＯが作成したものです。東京陸協元理事・全国陸上競技スターター研究会代表野﨑忠信氏から提供していただきました。
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東京陸協登録選手　国際大会で活躍
●第19回アジア陸上競技選手権　兵庫・神戸大会　（2011年７月７日～10日）

氏　名 所　　属 種　目 順位 結　　　果
川面　聡大 中央大学 100ｍ決勝 ３位 10"30  /+1.8

４×100ｍ決勝 優勝 39"18  /一走
小林　雄一 法政大学 200ｍ予選 ３組７位 32"11 /+2.1

４×100ｍ予選 ２組１位 38"92 /一走
横田　真人 富士通 800ｍ決勝 ４位 1’47"05
佐藤　悠基 日清食品グループ 5000ｍ決勝 ２位 13’40"78
宇賀地　強 コニカミノルタ 10000ｍ決勝 ４位 28’48"53
八幡　賢司 モンテローザ 110ｍH決勝 ５位 13"96  /-0.8
猿山　力也 モンテローザ 走幅跳　決勝 ３位 8m05  /+1.2
土井　宏昭 ITカンファー ハンマー投決勝 ３位 70m69
田中　宏昌 モンテローザ 十種競技　決勝 ４位 6803 点
田子　　雅 J.VIC 400ｍH決勝 ４位 57"35

●第７回世界ユース陸上競技選手権大会　フランス・リール（2011年７月６日～10日）
氏　名 所　　属 種　目 順位 結　　　果
三武　　潤 城西大学城西高校 800ｍ準決勝 １組６位 1’51"68
打越　雄允 國學院大學久我山高校 3000ｍ決勝 10位 8’14"91
高畠　　匠 東京高校 110ｍH決勝 ５位 13"71 /+0.1

●第13回世界陸上競技選手権大会  韓国・テグ（2011年８月27日～９月４日）
氏　名 所　　属 種　目 順位 結　　　果
川面　聡大 中央大学 ４×100ｍ予選 補欠
小林　雄一 法政大学 200ｍ予選 ３組７位 21”27/-1.1

４×100ｍ予選 ２組４位 38"66 /一走
横田　真人 富士通 800m予選 ２組６位 1’47"60
佐藤　悠基 日清食品グループ 10000ｍ決勝 15位 29’04"15
絹川　　愛 ミズノ 5000ｍ予選 ２組８位 15’31”09

10000ｍ決勝 17位 34’08”37
赤羽有紀子 ホクレン マラソン ５位 ２：29’35"
尾崎　好美 第一生命 マラソン 18位 ２：32’31"
野尻あずさ 第一生命 マラソン 19位 ２：33’42"

　８月27日・28日の両日、台湾の台北市陸上競技場
に９カ国・16の都市から600人の高校生が参加して開
催されました。
　折しも、台風11号の接近と秋
雨前線の活発化で大荒れの競
技会となりましたが、高校生が海
外へ遠征する機会がない現状で
は、この大会のもつ意義は大きく、
日本のみならずアジアのジュニア
育成に大いに役立ったと確信して 

おります。
　東京選手団は12名（男６名・女６名）の精鋭で
編成され、競技においても、９個の金メダルと３名が

自己新記録樹立、東京高校のケ
ンブリッジ飛鳥選手は最優秀選手
に選ばれました。
　今後も、海外遠征の充実で日
本を代表するアスリートが世界では
ばたける基盤を創っていきたいと思
います。

実り多きアジアインターシティ陸上競技大会
国体強化部長　大村邦英
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　東京高校は、震災の被害に立ち向かう岩手県北上市で８月に開催された全国高校総体（インター

ハイ）で悲願の男子総合優勝を成し遂げました。男子で東京の高校が優勝したのは49年ぶりのこと

です。大村邦英監督と小林隆雄・田島恵・小林直美・醍醐奈緒美コーチ陣、学校関係者・卒業生・保

護者等多くの方たちの気持ちが選手とひとつになって勝ち得た優勝です。

　９月６日午後４時、校長・監督・入賞選手７名は石原伸晃東京陸協会長に優勝報告をいたしました。

自民党本部総裁室に案内され、選手一人ひとりが自己紹介と競技成績・今後の目標を述べ、会長から

ねぎらいと激励の言葉をいただきました。

　会長も大変お慶びで、選手全員に会長筆耕の色紙をプレゼント。最後は会長の音頭で万歳三唱とな

りました。

　９月中旬の日曜日、東急電鉄多摩川線「鵜の木」駅を降りて多摩川河川敷方向に歩くこと400ｍ。

東京都大田区鵜の木２丁目の「学校法人上野塾　東京高等学校」を訪問しました。陸上競技部員は

男子58名・女子37名。

　朝から気温30度を越える中、休日にもかかわらず陸上競技部員は熱心に練習に取り組んでいまし

た。今後の更なる活躍を期待いたします。
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　４月から毎日曜日に立川競技場で小・中学生
を対象とした「陸上競技教室」を開催していま
す。９月18日には混成競技の日本記録保持者・
右代啓介選手やヤリ投げの日本記録保持者・海
老原有希選手を招き、陸上競技の基本トレーニ
ングや両選手の模範演技を交えた技術指導を受
けました。この日は朝から暑い太陽が照りつけて
いましたが、それを上回るかのような熱い指導と175名の参加者の意欲が一体となってすばらしい講習会となりまし
た。受講生の様 な々質問にも丁寧に答えてくださり、参加者は多くのことを学んだことでしょう。
　最後に、右代選手・海老原選手から今後の抱負などの話があり、会場に集まった全員で「オリンピックに向け
て頑張ってくださーい」とエール送りました。

　毎年９月に区内小・中学生を対象とした
「ジュニア陸上教室」を開催しています。今
年も９月25日には駒沢公園陸上競技場に将来
のアスリートを目指す人、陸上競技の基本から
学びたい人など150名もの参加がありました。
　指導者は慶應義塾大学競走部の現役部員
25名。トラック・フイールドの６ブロックに分かれ、
指導者自ら実技を披露、真剣勝負の場では見
ることのできない笑顔のコーチングで厳しい中に
もなごやかな楽しい講習会でした。

　秋のシーズンを目前に控える中学生の一人は「今度の大会では好記録が出そう！」と満足そうでした。

　10月16日、国立競技場で開催された「2011
東京アスレチックチャレンジ」で競技会と合わせ
て、株式会社ミズノの主催による「陸上競技クリ
ニック」が行われました。室伏広治選手をはじめ、
競技に参加したトップアスリートから直接指導して
いただけるとあって多くの参加者がトラックに集まり
ました。各ブロックに分かれて基本動作の反復
練習や日ごろとちょっと違った動きに、参加者には
笑顔もありリフレッシュさを感じた様子でした。１時間ほどのワンポイントレッスンではありましたが、トップアスリートから
学んだ成果はきっと大きなものだったでしょう。明日からの練習につなげて欲しいと思います。

各地で「ジュニア陸上教室」開催

　さわやかな秋空の下、各地で「ジュニア陸上教室」が開催され、多くの参加者がありました。いず
れも、日本を代表するアスリートの指導とあって、各会場ともおおいに賑わい、指導者のパフォーマ
ンスに熱い視線が注がれました。

立川市陸上競技協会

ミズノ陸上クリニック

目黒区陸上競技協会
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写真ニュース写真ニュース

写真ニュース写真ニュース

第27回東京リレーカーニバル
中学生女子800ｍ

（23.6.4～5.1）夢の島

第27回東京リレーカーニバル
小学生男子走幅跳

（23.6.4～5.1）夢の島

ミスト扇風機の前で癒す
第２回東京ナイター陸上

（23.7.17）国立

第27回全国小学生東京都予選
女子800ｍ

（23.7.3）駒沢公園

第27回全国小学生東京都予選
男子（６年）100ｍ

（23.7.3）駒沢公園

第74回東京選手権
男子5000ｍ

（23.4.30～5.1）国立

第74回東京選手権
男子110ｍハードル

（23.4.30～5.1）国立

時間を繰り上げ開催
第２回東京ナイター陸上

（23.7.17）国立
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　「東京マラソン2012」
にむけて、東京陸協の
準備がいよいよ本格的
に動き始めました。 昨
年「東京マラソン財団」
が設立され、今回は財
団と東京陸協が一体と
なって綿密な連携を取
り、開催準備を進めています。財団の事務局は東京
都庁からお台場に移り、東京陸協派遣の事務局員も
駐在しています。
　東京マラソン東陸委員会は本年度に入って数回の
委員会を開催し、９月には競技運営で中心となる審判
員の編成について正副ブロック長の選考から検討に入
りました。過去５回の大会を終わり、経験なども配慮
しつつ配置しました（下表）。９月末に
第１回目正・副ブロック長会議を開催し
ました。東京マラソン委員会の委員長
でもある田中専務から叱咤激励のあい
さつをいただき、財団事務局東京陸協派遣の井上克
巳委員から前回の反省点と今大会の変更点の説明
が行われました。主な変更点は以下の通りです。

（１）オリンピックイヤーの今大会はロンドンオリンピック
男子の代表選手選考レースとなる。

（２）参加選手の募集は36000名。10ｋｍは従来の
3000名から500名となり、障害者と新設された16
歳～18歳（Ｕ－18）までのランナーに限定した。

 10ｋｍの2500名はマラソン枠に加算される。今回
は東日本大震災に関連した方 1々00名程度の特
別枠を設けてある。８月末の締切り時点でマラソ
ンの部は「９．６倍」の28万2824名もの応募が
あった。

（３）従来使用していた「ＩＣチップ」の回収は行わな
い。完走者はナンバーカードにパンチで穴を空け
てもらい完走メタルの授受となる。途中棄権したラ
ンナ―はナンバーカードの一部を切除される。

（４）15ｋｍ～38ｋｍの関門閉鎖時刻に一部変更があ
る。また、新たに41.5ｋｍに関門が新設される。

（５）10ｋｍの部のスタート地点・ゴール後の表彰会場
が変更になる。

　この他検討課題は
まだまだ山積しており、
関係者の会議を通し
て最善の対処策を出
していかなくてはなりま
せん。財団・委員会・事務局をはじめとする関係団
体の適正な調整が望まれます。
　東京陸協審判員の配置については各種会議で意
見交換がなされており、委嘱状発送は11月～12月を目
処に検討しています。

　東京マラソン財団では、2012大会の公式サイトを６
月に立ち上げ、進捗状況を随時発表しています。審
判員として必要事項も目にすることができますので、是
非ご覧ください。

「東京マラソン２０１２」　ブロック長・副ブロック長
ブロック ブロック長 副ブロック長

スタート 染谷　　実（江戸川区） 池亀　太郎（豊島区）
新宿・飯田橋 松下　捷三（八王子市） 雨宮　二六（有楽陸友会）
大手町・日比谷 折茂　　晃（東京都庁） 高尾　國男（板橋区）
芝 古澤　幸男（三鷹市） 三浦　敬司（板橋区）
品川 峰尾　公次（八王子市） 廣瀬　文夫（豊島区）
銀座・日本橋 矢作　和昭（葛飾区） 五味　　惠（有楽陸友会）
人形町・水天宮 長谷川　博（大田区） 梅澤　勝彦（八王子市）
蔵前・浅草 石井　公一（東京ラビッツ） 鑓水　正明（板橋区）
築地・佃 宝田　　功（板橋区） 加藤　久男（警視庁ク）
豊洲・有明 大泉　雅靖（三鷹市） 小野瀬正博（渋谷区）
１０ｋｍフニッシュ 村田　延雄（警視庁ク） －－－－－－－
マラソンフニッシュ 梶原　克之（江東区） 佐藤三千雄（練馬区）

東京がひとつになる日

2012.2.26

「東京マラソン」
マスコットキャラクター誕生
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Topics

Topics

▼救急救命講習会
　東京陸協主催
の救急救命講習
会が７月・９月・
10月に東京陸協
会議室（６階）で
行われました。参
加者は３回で68名。東京防災救急協会の野口
英一氏ほか協会指導員10名から応急処置の必要
性、心肺蘇生、AED（自動体外式除細動器）
の使い方、気道異物除去等について約３時間に
わたる講習を受けました。今後11月・12月にも
開催します。ふるってご参加ください。

▼暑い夏にはハーフパンツ
　今年の夏は「異常な夏（気
温上昇）」と報じられるほど暑い
毎日でした。
　東京陸協ではそれを予期して
か、暑さ対策の一環として６月
から９月の間は審判員の服装に
ついて、指定した「ハーフパン
ツ」着用を認め、各競技会場
や東京陸協事務局での販売を行
いました。それに伴い、ハーフ
パンツの際は白靴の着用も認めました。
　「スマートでかっこいい」との声がある反面、今
までにないスタイルに躊躇する審判員も…。

▼渋谷区陸協の関幸生氏、世界の舞台へ再選
　国際陸連（ＩＡＡＦ）総会が、
第13回世界選手権開幕に先立
つ８月24・25日に韓国・テグ
で開催され、理事と委員会メン
バーの選挙が行われました。そ
のひとつ、競技ルールなどの重
要事項を審議する「技術委員会」委員に東京陸
協会員（渋谷区）の関幸生氏（日本陸上競技連
盟）が高得票で再選されました。任期は４年で
す。

▼国立競技場建て替えへ
　わが国陸上競技の聖
地・国立競技場は、第３
回アジア大会・第18回オ
リンピック東京大会のメー
ンスタジアムとして旧神宮
外苑競技場跡地に1958
年に完成し、陸上競技をはじめ、サッカー、ラ
グビー等のスポーツだけでなく、コンサートなど
多種にわたるイベントが開催されてきました。
　報道機関等の情報によりますと、文部科学省
が国立競技場の建て替えについて、来年度の予
算案に調査費を計上することを発表しました。費
用は800億～1000億円を見込んでいます。
　東京陸協が長年切望してきた「国立競技場の
建て替え」がいよいよ実現しそうです。

▼話題の一冊を紹介
　『早稲田大学競走部のおいし
い寮めし』主婦の友社（２０１１
年１０月１日発行）１２００円
　管理栄養士「福本健一」さ
んが作る一汁三菜の早稲田大学
競走部寮めし１４０種を全公開し

た注目の料理本。
　近年の早稲田大学競走部の強さの秘密は合宿
所の「おいしいごはん」にありました。現役部員
の語る寮めしの威力も満載されています。
　健康で快適な身体を手にいれることができれば
人生そのものが変わるでしょう。

▼聖火台が磨き上げられた
　秋空にむかって、
そびえ立つ「聖火
台」。製造者の鈴
木文吾氏の家族な
どで毎年磨き続け
てきたが、室伏広治氏（ミズノ）の発案で、競
技会の中でイベント化してみんなで聖火台を磨くこ
と今年で３回目。小・中・高校生と一緒にゴマ油
を使って磨きあげられ、再び黒く輝きを取り戻し
た聖火台は、ロンドンへ向けてエールをおくって
いるかのように見えました。
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若林　辰雄（JP東京RC）
伊藤徳之助（有楽陸友会）
馬場　　孝（日大桜門陸友会）
菊川喜久男（杉並AC）
峰尾　公次（八王子市陸協）
潮田　和男（北区陸協）
石井キヨ子（渋谷区陸協）
岩崎　　徹（江東区陸協）
和地　有三（世田谷私学クラブ）
小松　邦江（東京茗友クラブ）
岡村　定夫（豊島区陸協）
赤沼　正雄（JR東日本東京）
中村　公彦（府中市陸協）
豊島富美子（板橋区陸協）
長岡　俊男（狛江市陸協）

加藤　春雄（練馬区陸協）
大内　邦彦（大田区陸協）
平塚　和則（警視庁クラブ）
井上　賢治（町田市陸協）
岡田　　晃（マット株式会社）
平塚　宜信（大田区陸協）
田中　克美（警視庁クラブ）
川鍋　　衛（杉並区陸協）
金子　正芳（東京ランニングクラブ）
山口　一男（JR東日本東京）
石田　良子（狛江市陸協）
下田　喜一（武蔵村山市陸協）
有澤　政雄（横河電機）
田中　正治（JR東日本東京）
田中　利雄（立川市陸協）

福島　雄吉（北町陸上クラブ）
嶋田　　正（小平市陸協）
森中カツミ（東村山市陸協）
福田　光弘（杉並AC）
篠原　庸雄（練馬AC）
平内　　誠
伊藤　慎一
星野　正行
浅野　宣義
増岡　秀一
多田納　哲
飯野　秋治
島田　博行

平成23年度　賛助会員
４月28日以降にお申込みいただきました方のお名前を記載させていただきます。

本年度の賛助会員は10月17日までに167名からお申し込みいただきました。

　東京陸協は昭和41（1966）年７月５日にB５判横書き白黒印刷の「東京陸協会報」を創
刊しました。１部50円で販売していたようです。その後Ａ４判になり、「飛翔」と命名され、カ
ラー化する等の変遷を辿りながら東京陸協の様 な々出来事を会員にお知らせしてきました。
　東京陸協の役員改選により平成23・24年度の新たな広報部が組織され、まずはじめに「時
代の変化に対応した東京陸協広報部の役割は何か」を話し合いました。
　１　東京陸協の会員が繋がる会報の発行　　　
　２　みんなが見たくなる・すぐに役立つホームページの作成・管理
　３　マスコミ等への東京陸協PR
　４　東京陸協80周年（平成27年）に向けての資料整理
　まず「会報班」と「ホームページ班」に分かれて新しい方向を目指して検討を始めました。
　会報はA４版・白黒・横書きとし、内容も工夫しました。予定より遅れましたが、この度97号を皆様のお手
元にお届けすることができました。ご高覧・ご高評いただきたく思います。
　ホームページは東京陸協会員ばかりでなく、不特定多数の誰もが見ることのできるものです。会員への情
報伝達の即時性・利便性だけでなく、一般の方が見て楽しい・見たら陸上競技ファンになる・審判員になり
たくなる…。そのようなホームページを目指して議論を重ねています。もうしばらくお待ちください。
　広報部は、常に「不易流行」を念頭において活動してまいります。
部　長　　小松　邦江

部　員　　大槻　高弘　　高祖　勝市　　森中カツミ　　岡松　武司　　長谷川　博

　　　　　関　　幸生　　長井　　健

特別部員　　佐藤　良男

広報部はリニューアルしました

訃　報
５月17日　横溝辰美氏（73歳）逝去
　渋谷区体育協会副会長
７月７日　篠原庸雄氏（67歳）逝去
　東京陸協前連絡理事（マスターズ）
　練馬AC副会長
10月29日　浅海　武氏（96歳）逝去
　東京陸協顧問・元理事・元事務局長
　江東区陸協顧問・元副会長

各地から紅葉の便りが届いています。秋も深まってまいりました。
新メンバーとなりました広報部での会報97号編集作業開始が７
月。記録的な暑い夏、福島原発事故による節電が叫ばれる中、

会議と取材・原稿書きを続けるうちにトラックシーズンもほぼ終わり、マラ
ソン・駅伝のニュースが騒がしくなってまいりました。
「東京陸協会員で作る東京陸協会報！」です。つぎの発行は桜の便りが
聞こえてくるころを予定しています。会員からの情報をお待ちしています。
投稿も大歓迎です。（Ｋ）

編集
後記

本会報掲載氏名は東京陸協役員名簿・公認審判員名簿より転載しました。
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第17回都道府県対抗男子駅伝　東京チーム準優勝！
4頁に掲載

東京陸協ホームページ　リニューアル！

会長　石原　伸晃
　東京陸協加盟団体・登録会員の皆様、平素から当協会のために多大なご尽力、ご支援
を賜り、会長として厚く御礼申し上げます。

　皆様と接する機会が少なく、失礼しておりますが、私にとりましては陸上競技の動静は大変気になるところ
です。少しでも皆様のお役に立てればと常に思っております。
　さて、東京陸協は会員の皆様のご理解とご賛同を頂き、この度一般社団法人への移行が決定し、４月１
日以降新法人として事業展開の運びとなりました。３万人を超える登録会員を抱える東京陸協として陸上競
技の社会的な価値を高め、広く陸上競技の普及に一層の力を注いでいかなければならないと考えています。
　このところ明るい話題が届けられております。インターハイに於ける東京高校の総合優勝という46年ぶりの
快挙に続き、全日本実業団女子駅伝の第一生命の優勝、新年の全日本実業団男子駅伝の日清食品グルー
プの優勝と東京陸協加盟団体の相次ぐ大活躍、更に、第17回全国都道府県対抗男子駅伝に於ける東京
チームは準優勝と大躍進、過去の最高成績９位を大幅に更新するなど、東京陸協の掲げる「強い東京」
から「勝つ東京」のスローガンが、ようやく着実に実践されその成果が表れて来たものと大変うれしく思います。
　2013年の国体開催都市として、陸上競技の成果が注目を浴びております。主管陸協として運営全体の責
務はもちろん、選手の強化も重要です。東京陸協が今こそ一致団結し、大会の成功に向けて万全の体制
で臨んでいかなくてはなりません。会員の皆様のご声援とご協力を心よりお願い申し上げます。

ごあいさつ

みんなの気持が
ひとつになって
専務理事　田中　利雄

　平成21年度に専務理事に着任して３年が経過いた 
しました。この間「費用対効果」を念頭において様々
な事業を見直し、更に「マーケッティング戦略室」を
立ち上げ、全方向から資金の捻出に取り組んでまいり
ました。ここ数年会員が増え、新たな事業の開発も
可能な状況になってきております。また「勝つ東京」
を前面に打ち出して強化に取り組み、都道府県男子
駅伝の準優勝等の成果に繋がっています。東京陸協

が一体となって大きく動いています。
　昨年度一年間をかけて検討してまいりました一般社
団法人への移行も、２月の臨時総会で承認頂き、い
よいよ24年度からスタートいたします。しかし、東京陸
協がめざすのは「公益財団法人」であり、早速準備
を始めることになります。
　2013年の「東京国体」まで１年です。しかし、本
年度の東京選手権は国体会場である「味の素スタジ
アム」のこけら落としの大会であり、国体のリハーサ
ル大会と位置づけており、いよいよ国体が動きだしま
す。
　本年の取り組みが来年の国体・日本選手権の成功
を左右いたします。完璧な準備と規律ある行動で全
国のお客様をお迎えしたいと考えております。
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平成23年度臨時総会報告
日　時　　平成23年12月８日（木）18：00〜
場　所　　立正大学　大崎キャンパス
出　席　　308名（出席者79名　　表決書提出者229名）
欠　席　　84名
議　長　　佐藤三千雄（練馬アスレチッククラブ）　　
　　　　　井上　克巳（立川市陸協）
議　事　　日程第１　第６号議案
　　　　　新法に基づいて一般社団法人東京陸上競技協会への移行認可申請についての承認　

　今回の新法人認可条件として「新しい定款」と「公益目的支出計画」の作成が必要条件となっており、
新公益法人移行準備委員会（委員長・有澤政雄）が作成した案の説明が行われました。説明に対し、

「財団法人と社団法人の違い」「役員の任期」「自前の事務所所有について」「代議員とは」等の質問
が出され、それぞれの回答がありました。東京陸協としては、最終的には「公益財団法人」を目指していま
すが、そのステップとして今回一般社団への移行を提案したことの説明も行われました。
　その後採決に入り、満場一致で「一般社団法人東京陸上競技協会」に移行する事が決定しました。今
後、3月22日に東京都から移行認可を受け、登記等の諸手続きを行い、4月1日から一般社団法人東京陸上
競技協会としての事業を開始していきます。

日　時　　平成24年２月28日（火）18：00〜
場　所　　立正大学　大崎キャンパス
出　席　　251名（出席者91名　　表決書提出者160名）
欠　席　　140名
議　長　　佐藤三千雄（練馬アスレチッククラブ）　　
　　　　　井上　克巳（立川市陸協）
議　事　　日程第１　第　７号議案　　「渋谷ジュニアランニングクラブ」新規加入申請の承認
　　　　　日程第２　第　８号議案　　平成23年度補正予算の承認
　　　　　日程第３　第　９号議案　　平成24年度事業計画（案）の承認
　　　　　日程第４　第１０号議案　　平成24年度一般会計予算（案）の承認

　平成23年度第２回通常総会は、鈴木副会長のあいさつに続いて定数確認・議長選出を行い、審議に入りまし
た。案件は４項目からなり新規加入クラブの承認と代表者の挨拶、続いて一般社団法人化に向けた事業積立預
金の整理などの説明を行い承認を得ました。24年度の事業計画は、４月１日に移行する一般社団法人としての
機構改革、25年国体・日本選手権の事前準備年を強調した計画であること、24年度の予算は、新組織による新
しい基準の編成になり、事業区分や勘定科目の整理統合、社会環境を加味した事業収入の策定、東京陸協の
将来を見据えた支出計画の説明がありました。
　質疑応答では、「公益財団化への今後の推移や進捗状況」「味の素スタジアムの使用基準」「審判員の委
嘱」などが上がり、それぞれ担当理事から回答がありました。
　事務局の下田氏からは、２４年度登録申請について説明があり、最後に馬場副会長の閉会挨拶をもって総会
を終了しました。

平成23年度 第２回通常総会報告
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平成24年度　主要競技会日程
期　　　　日 競　技　会　名 競　技　場・競　走　路

国
際
大
会
・
日
本
陸
連
主
催

６月８日（金）〜10日（日） 第96回日本陸上競技選手権大会 長居（大阪）

７月29日（日）
　　　　　〜８月２日（木） 第65回全国高校陸上競技対校選手権大会 ビッグスワン（新潟）

８月３日（金）〜12日（日） 第30回オリンピック ロンドン（イギリス）

８月19日（日）〜22日（水） 第39回全国中学校陸上競技選手権大会 県総合（千葉）

８月24日（金）・25日（土） 第28回全国小学生陸上競技交流大会 日産スタジアム（神奈川）

10月５日（金）〜９日(火） 第67回国民体育大会 長良川（岐阜）

１月13日（日） 皇后盃第31回都道府県対抗女子駅伝 京都市（京都）

１月20日（日） 天皇盃第18回都道府県対抗男子駅伝 広島市（広島）

２月24日（日） 東京マラソン 東京

実
業
団
・
学
連
・
マ
ス
タ
ー
ズ
主
催

５月12（土）・13（日）・
　　19（土）・20日（日） 第91回関東学生陸上競技対校選手権大会 国立霞ヶ丘競技場（東京）

９月９日（日）〜12日（水） 天皇賜盃
第81回日本学生陸上競技対校選手権大会 国立霞ヶ丘競技場（東京）

９月21日（金）〜23日（日） 第60回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会 博多の森（福岡）

９月21日（金）〜23日（日） 第33回全日本マスターズ陸上競技大会 岡山県（岡山）

10月28日（日） 第30回全日本大学女子駅伝対校選手権大会 仙台市（宮城）

11月４日（日) 秩父宮賜杯
第44回全日本大学駅伝対校選手権大会

熱田市（愛知）〜伊勢市（三
重）

12月16日（日） 第32回全日本実業団女子対抗駅伝競走大会 松島町〜仙台市（宮城）

１月１日（火・祝） 第57回全日本実業団対抗駅伝競走大会 前橋市（群馬）

１月２日（水）・３日（木） 第89回東京箱根間往復大学駅伝競走 東京・神奈川

東
京
陸
上
競
技
協
会
主
催

４月21日（土）・22日（日） 第75回東京陸上競技選手権大会兼国体代表選
手選考会兼日本グランプリシリーズ（混成競技） 味の素スタジアム

６月２日（土）・３日（日） 第28回東京リレーカーニバル 江東区夢の島競技場

７月１日（日） 第28回
全国小学生陸上競技交流大会東京都予選会

駒沢オリンピック公園総合運動
場陸上競技場

７月16日（月・祝) 第３回東京ナイター陸上 国立霞ヶ丘競技場

９月８日（土）・９日（日） 第24回東京ジュニア陸上競技大会兼第43回ジュニ
アオリンピック東京都代表選手選考会 江東区夢の島競技場

10月28日（日）予定 第52回東京女子陸上競技大会 駒沢オリンピック公園総合運動
場陸上競技場

１月１日（火・祝） 第61回元旦競歩大会
兼第75回東京陸上競技選手権大会（競歩）

神宮外苑・絵画館20ｋ競歩路
コース

　　　　　　　　　＊11月11日（日）　第28回東日本女子駅伝競走　福島市（福島）
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　１月22日に広島で開催された天皇盃第17回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会において、東京は見事準
優勝を果たしました。これまでの16回の大会で最も良い成績が９回大会の９位。他はすべて二桁となかなか実力

を発揮できませんでした。今回の東京チー
ムは社会人以外それほど目立った選手はい
ません。しかし、スタート地点で取材をして
みると各チームや報道陣までが「東京ダー
クホース」「東京は５位」の声が囁かれる
ほど注目を集めていました。中村監督はス
タート前「今年は３年計画の２年目であり、
選手には自分の走りをしてもらうだけです。
選手を信じています」と話していました。
　広島市の平和記念公園前発着の48㌔

７区間、気温13.5度とやや高めの中、定刻12時30分にスタートすると、１区の武田凛太郎選手（早実高）が４
位と好発進。監督ルームの大画面でレース展開を追う水木団長と中村監督の顔には笑顔さえ見える余裕の表情
です。テレビでは東京のナンバー「13」をつけて常に先頭集団で快走を続ける７人の姿が全国に映し出されてい
ました。激しい２位争いを制し、先頭に遅れること僅か22秒でゴールラインを走り抜けたのは若松義裕選手（日清
食品グループ）の勇姿でした。

役員・選手一覧
役職 氏名 所属
団長 水木　　学 西東京市立田無第四中学校
監督 中村　孝生 エスビー食品
コーチ 小川　欽也 東京実業高等学校
コーチ 市村　光雄 新宿区立新宿西戸山中学校
総務 青柳　友博 拓殖大学第一高等学校
トレーナー 小沢　未菜 リニアート
選手（１区） 武田凛太郎 早稲田実業高等学校
選手（２区） 青山　拓朗 台東区立柏葉中学校
選手（３区） 高橋　優太 エスビー食品
選手（４区） 我那覇和真 東京実業高等学校
選手（５区） 高月　智生 駒澤大学高等学校
選手（６区） 島崎　裕貴 あきる野市立西中学校
選手（７区） 若松　儀裕 日清食品グループ
選手 高宮　裕樹 （株）ヤクルト
選手 打越　雄充 国学院大学久我山高等学校
選手 見廣　雄一 拓殖大学第一高等学校
選手 岸　　哲也 郁文館中学校
選手 菊池　聡之 岩倉高等学校
選手 斉藤　寛明 足立区立第九中学校

天皇盃第17回
全国都道府県対抗
男子駅伝競走大会

東京チーム　
過去最高の準優勝

▲2012年（平成24年）1月23日　中國新聞
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広島都人会の熱い応援
　この大 会は、
広 島 在 住の各
都道府県出身者
の県人会で「ふ
るさと応 援 団 」
を組織し、大会
を盛り上げていま
す。「ふるさとひ
ろば」では郷土
料理のコーナー
が大賑わい。
　広島東京都人会（安達勇会長）も毎年東京チー
ムを温かく迎えてくださり、熱い声援を送っていただい
ています。今回は沿道に江戸紫の「のぼり旗」がた
くさん立ち、選手にとっても大きなちからとなり、準優勝
に繋がったのだと感じました。
　毎回、大会が終わるとねぎらいの会を開いてくださ
いますが、今回はすばらしい「祝勝会」となりました。
中村監督から応援の
お礼と「次は優勝！」
との力強いコメントに、
都 人 会 の 皆 様も来
年に向けて期待が高
まっていました。
　寒い今年の冬です
が、心が温まる素敵
な交流のひと時でし
た。

石原会長もお喜び
　昨年夏のインターハイにおける「東京高校の優勝」
に引き続き、今回の全国男子駅伝での東京チームの
準優勝に石原会長も大変お喜びでした。
　１月27日
の 東 京 陸
協 新 年 会
では、水木
学団長と中
村孝生監督
をねぎらい、
共に喜びを
分かち合い
ました。

来年に期待！　皇后盃第30回全国女子駅伝
　男子駅伝の１週間前に
行われた女子駅伝は30回
目を迎え、今年のロンドンオ
リンピックを目指す選手も出
場するとあって注目のレース
となりました。
　東京は「８位入賞」を
目標にスタートを切りました
が、１区の混戦の中で転
倒し、その後も大きく順位
を上げられず、32位でゴールとなりました。
　京都にも都人会が発足し、大会前日に池坊保子会
長が選手滞在のホテルに来訪して激励してくださいま
した。
　残念な結果に終わりましたが、選手は「来年こそ
は」と雪辱の意欲に燃えています。いよいよ来年は東

京 国 体 の
年。本大会
からスタート
する平成25
年の東京陸
協の起爆剤
となることを
期待してい
ます。

第27回東日本女子駅伝
　昨年11月13日に信夫ヶ丘競技場（福島）発着の９
区間・42．195kmに18チームが参加して開催されまし
た。東京チームは第６位でした。
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　第31回全日本実業団女子駅伝は会場を昨年まで
の岐阜県から宮城県仙台市とその周辺に移し、平
成23年12月18日に開催されました。
　コースは宮城郡松島町の中央公民館前をスター
トとする６区間42,195㌔。12時10分に号砲がなり、
東日本大震災の被害をうけた沿岸地域を経由して
仙台陸上競技場がゴール。
　山下佐知子監督率いる「第一生命」が２時間
17分17秒で見事優勝を果たしました。２区間で区
間賞を獲得し、最優秀選手賞に第１区で区間賞を
獲得した尾崎好美選手が選ばれました。

大会結果

第一生命、９年ぶり２回目の優勝

大会結果

日清食品グループ快走で２年ぶり２回目のＶ

大会結果

全国マスターズ駅伝　東京女子２連覇達成

　新春の群馬路を巡る第56
回全日本実業団駅伝（ニュー
イヤー駅伝）は、平成24年
幕明けの１月１日、全国から
予選を勝ち抜いた37チームが
出場して群馬県庁前を９時
10分にスタート。６区間100㌔
にしのぎを削りました。
　東京からは日清食品グルー
プをはじめとする６チームが
出場。レースは混戦となりまし
たが、日清食品グループが３
区間で区間賞を獲得。第５

区で先頭を奪還すると大会新記録
となる４時間49分32秒で２年ぶり
２回目の栄冠を手にしました。
　また、１分20秒差で第２位と
なった「コニカミノルタ」も大会新
記録の４時間50分52秒でゴール。
　日清食品グループの第４区佐
藤悠基選手、コニカミノルタの第３
区宇賀地強選手は、それぞれ区
間新記録をマークしました。

　昭和62年に大阪・万博記念公園で第１回大会が
開催され、今回で24回目を迎えた都道府県対抗マス
ターズ駅伝。開催まもない頃は、男女混合レースで男
子は35歳以上、女子は30歳以上の参加資格を設け
て実施していました。
　第16回以降、男子と女子を区別して競技を行うよう
になり、今年は国体が行われた山口県きらら博記念公
園内での開催となりました。男子は６区間、女子は４
区間で競技を行いました。
　女子は、広瀬､ 檜山、田村､ 成田のオーダーで
見事優勝。大会２連覇を達成しました。

東京陸協登録チーム　大活躍！　東京マスターズも　大活躍！

先頭は東京チーム１区広瀬光子選手
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▼第２０回関東中学校駅伝（２０１１．１２．４　神奈川県）
【男子】６区間１９．９５㌔　　３３チーム
　　２８位　目黒区立東山　３０位　あきる野市立西　３２位　江東区立深川第三　３３位　巣鴨
【女子】５区間１２．４８㌔　３３チーム
　　２７位　足立区立六月　２８位　八王子市立甲の原　　３０位　目黒区立東山　３１位　豊島区立千登勢橋
▼第１９回全国中学校駅伝（２０１１．１２．１８　山口県）
【男子】６区間１８㌔　　４８チーム　４６位　目黒区立東山　
【女子】５区間１２㌔　　４８チーム　４６位　足立区立六月
▼第６４回関東高校男子駅伝（２０１１．１１．１９　神奈川県）７区間４２．１９５㌔　４８チーム
　　１０位　拓大一　１１位　東京実業　１９位　早稲田実業　２５位　國學院久我山　３２位　保善
　　３８位　若葉総合
▼第２０回関東高校女子駅伝（２０１１．１１．１９　神奈川県）５区間２１．０９７５㌔　４８チーム
　　８位　順天　１４位　八王子　２５位　上水　２８位　東京　３６位　若葉総合　３７位　駒澤大高
▼第６２回全国高校男子駅伝（２０１１．１２．２５　京都府）７区間４２．１９５㌔　４７チーム　
　　３０位　東京実業
▼第２３回全国高校女子駅伝（２０１１．１２．２５　京都府）５区間２１．０９７５㌔　４７チーム　　
　　２８位　順天
▼第２３回出雲全日本大学選抜駅伝（２０１１．１０．１０　島根県）６区間４４．５㌔　　　２１チーム
　　１位　東洋　２位　駒澤　３位　早稲田　４位　東海　５位　拓殖　６位　日本体育　７位　明治
　　９位　中央　１０位　青山学院　１１位　國學院
▼第４３回全日本大学駅伝（２０１１．１１．６　愛知県・三重県）８区間１０６．８㌔　２７チーム
　　１位　駒澤　２位　東洋　３位　早稲田　４位　日本　５位　中央　６位　上武　７位　東海
　　８位　明治　９位　青山学院　１０位　城西　１１位　帝京　１３位　日本体育
▼第２９回全日本大学女子駅伝（２０１１．１０．２３　宮城県）６区間３８．６㌔　２６チーム
　　５位　城西　８位　順天堂　９位　白鷗　１１位　城西国際　１３位　玉川　１５位　中央
▼第５２回東日本実業団対抗駅伝（２０１１．１１．３　埼玉県）７区間７７．５㌔　２２チーム
　　１位　日清食品グループ　２位　コニカミノルタ　３位　カネボウ　６位　ヤクルト　
　　７位　ＪＲ東日本　１２位　警視庁
▼第２２回東日本実業団対抗女子駅伝（２０１１．１１．３　埼玉県）６区間４２．１９５㌔　１２チーム
　　１位　第一生命　６位　ホクレン　７位　三井住友海上　８位　資生堂　
▼第５６回全日本実業団対抗駅伝（２０１２．１．１　群馬県）７区間１００．０㌔　３７チーム
　　１位　日清食品グループ　２位　コニカミノルタ　２０位　カネボウ　２２位　ヤクルト
　　２５位　ＪＲ東日本　３４位　警視庁
▼第３１回全日本実業団対抗女子駅伝（２０１１．１２．１８　宮城県）６区間４２．１９５㌔　３３チーム
　　１位　第一生命　１１位　三井住友海上　２０位　ホクレン　２２位　資生堂
▼第２７回東日本女子駅伝（２０１１．１１．１３　福島県）９区間４２．１９５㌔　１８チーム　　
　　６位　東京都
▼第２４回都道府県対抗全日本マスターズ駅伝（２０１１．１２．１８　山口県）
　【男子】６区間３３．６㌔　　　２３チーム　１３位　東京都
　【女子】４区間１６．６㌔　　　１１チーム　　１位　東京都
▼皇后盃第３０回都道府県対抗女子駅伝（２０１２．１．１５　京都府）９区間４２．１９５㌔　４７チーム　
　　３２位　東京都
▼天皇盃第１７回都道府県対抗男子駅伝（２０１２．１．２２　広島県）７区間４８．０㌔　４７チーム　
　　　２位　東京都
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▼新宿・飯田橋：松下　捷三
５㌔付近で足の痛みを訴え、途中棄権者が
発生した。また、警察の指示には、現地審
判員が速やかな対応で行動してくれた。

▼大手町・日比谷：折茂　　晃
マニュアルと警察の指示に相違があったが、
審判員とボランティアの協力で対処した。大
島町から審判員が初参加した。

▼芝：古澤　幸男
人身に係わる事態が発生したが、救急援護
の充実により事なきを得た。

▼品川：峰尾　公次
看板設置位置に課題を生じたが、便宜措
置をとり次回へ提言する予定。ボランティア
との連携は良かった。

▼銀座・日本橋：矢作　和昭
沿道の声援も多くなるところなので、事故や
クレームがないようコースの再点検・審判員
の動静に気を配った。

▼人形町・水天宮：長谷川　博　
撮影ゾーン設置に遅延を生じたが、隣接す
る審判員とボランティアの協力で撮影には影
響はなかった。

▼蔵前・浅草：石井　公一
トイレの設置場所・戸数で不足を感じた。報
道カメラマンの所在を明確にするため、ビブ
ス着用を提案。

▼築地・佃：宝田　　功
レース前に沿道整理で見学者と軽易なトラブ
ルがあったが、審判員の柔軟な措置により
事なきを得た。

▼豊洲・有明：大泉　雅靖
全体会議がなかったことによる課題が多かっ
たが、経験上での連携を保てたので問題は
なかった。

▼10㌔フニッシュ：村田　延雄
参加制限が昨年と変更になったが、作業内
容に変更はないと認識し、学生補助員のて
きぱきした援護で問題点はなかった。

▼マラソンフニッシュ：梶原　克之
報道取材などのトラブルを懸念したが、整
理・誘導とも適切かつ的確な行動でエリート・
一般・見学者ともに問題点はなかった。

東京がひとつになる日

2012.2.26

大会を振り返って
事務局　井上克巳

　東京の風物詩、一大行事となった「東京マラソン」
も回を重ねて今年で６回目を迎え、無事終了すること
ができました。大会を成功させるため、前大会を検証
しながら改善策を整理しつつ、東京マラソン東陸委員
会は東京マラソン財団と検討会を重ねてまいりました。
　大会当日に至るまでの間、審判員各位及び関係各
位のご理解とご協力を賜りましたことを深く感謝いたしま
す。

　今大会は、オリンピックの代表選考を兼ねていたこと
もあり、話題の選手に沿道からひときわ大きな声援が
あがっていました。２位（日本人１位）になった「藤
原新」選手がオリンピックの代表に選ばれたことは大
変喜ばしく思います。大会
を成功させるため多くの審
判員、学生、ボランティア
が連携し、それぞれの任
務に取り組んだことが好記
録につながったのだと思い
ます。
　今後は、審判員の意見
や問題点を抽出し、次回
への課題付与としていきた
いと考えています。

東京マラソン各ブロック長の一言
▼スタート：染谷　　実

偽造ナンバーカード対策を重視。スタート前
に確認したが、文字が小さく苦労した。そ
の他、問題点もなくスタートができた。
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　厚い雲に覆われた晩秋の空。時
折、小雨降る駒沢公園陸上競技場
に都内および近郊から1,300余名の選
手が参加して行われました。この大会
は女子委員会がめざす「女性審判
員の資質の向上、競技運営面での力量の発揮」（山
崎壽美子委員長談）を掲げ、実施されましたが、参
加人員の増加とあわせてタイムスケジュールの過密化
などから本来の目標に至らなかった気もします。

　また、この大会では、審判員全員が
胸にピンクリボンを着け、「ピンクリボン
運動」への支援を展開しました。大会
当日、ピンクリボン運動へのアドバイザー
として久保田　満（ニシスポーツ）さん

も駆けつけていただきました。学生時代には７種競技
で活躍、自身乳がんを克服し、現在「がん患者生活
コーディネーター」を務めているそうです。
　一般・高校走幅跳には、
ロンドンパラリンピックの出場
を目指す「佐藤真実（サント
リー）」さんの姿も見られまし
た。３月の最終選考会で決ま
ります。この日は、これまでの
調整ということで、一般の選
手に混じり４㍍17の記録でし
たが、「広州大会の記録より
よかった」と満足そうでした。

　第60回元旦競歩（兼第74回東京選手権競歩）は、新春の神宮外苑絵
画館コースに５部門に分かれ競技が行われました。1953年に競歩の愛好家
によって始められた「歩き始め大会」も今年還暦を迎えました。1981年（第
29回）には、女子５㌔が日本で最初の公認レースとなった大会でもあります。
　参加標準記録がないことから、この日も高校生から一般まで多くの参加者
が１周1.325㌔のコースに汗を流しました。また、競歩界の重鎮・津田直彦
氏の競歩に対する思いを継承し、各部門の優勝者に「津田直彦賞」が贈
呈されました。
種目別優勝者・記録

種目 氏名 所属 登録 記録 備考

男子

大学一般20ｋｍ 西塔　拓己 東洋大 広　島 1時間24分33秒
高校１０ｋｍ 松永　大介 横浜高 神奈川 42分32秒
50歳以上５ｋｍ 佐々木　茂 三本木高教 青　森 25分09秒
東京選手権10ｋｍ 明石　　顕 東大クラブ 東　京 1時間24分56秒

女子
大学一般10ｋｍ 大利　久美 富士通 千　葉 44分43秒  ＮＧＲ
高校５ｋｍ 山口　　茜 佐原高 千　葉 23分47秒
東京選手10ｋｍ権 道口　　愛 ｺﾓﾃﾞｨｲｲﾀﾞAC 東　京 46分02秒

＊女子50歳以上５ｋｍは出場者なし

　第46回青梅マラソンは快晴の２月19日（日）に開催され、10㌔の部が９時30分に、30
㌔の部が11時30分にそれぞれスタートしました。30㌔の部のスターターは、ロンドン五輪レス
リング代表に決定している吉田沙保里さんが行いました。
　30㌔の優勝は地元JR東日本八王子支社に勤務する社会人１年生の田村英晃選手、１
時間33分26秒でした。ボストンマラソンの招待を受け、初マラソン挑戦です。また高校男
子10㌔は、全国高校駅伝や広島男子駅伝で活躍した我那覇和真選手（東京実業高校）
が30分50秒で栄冠を手にしました。

平成23年11月６日　駒沢公園陸上競技場

大会結果

第51回東京女子陸上競技大会（東京レディース陸上2011）（東陸主催）

大会結果

新春恒例元旦競歩　60回を迎える（東陸主催）

大会結果

快晴の青梅路に17,500人が健脚を競う

TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION
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Topics
▼地域で活躍する陸上競技関係団体・個人　東
京都スポーツ功労で表彰（１０月３日）
　「平成23年度東京都功労者表彰
式」において、「スポーツ振興功労」
に、団体で大田区陸上競技協会、
個人で梶原克之氏（江東区陸協）
が表彰を受けました。

　また、東京都のス
ポーツ・レクリエー
ションの普及・発展
に貢献した個人や団
体に贈られる「スポー
ツ功労賞」は美濃又
壽夫氏（江東区陸
協）と、望月　晃氏
（江東区陸協）の２
名が受賞いたしまし
た。おめでとうござい
ます。

▼北東北総体男子優勝校監督　ふるさとで陸上
指導（１月１４日・１５日）
　東京高校の大村邦宏監督は被
災地である郷里の岩手県宮古市で
陸上競技の指導を行いました。宮
古高校など４校から男女約70名の
参加があり、寒冷地でのウォーミ
ングアップや補強運動の後、種目別指導を行いま
した。指導経験・専門知識が豊富なうえ、人間
味あふれる熱血指導は地元の高校生に多くの示
唆を与えることとなりました。大村先生も「故郷
への恩返しができて、こんなにうれしいことはない」
と満足な様子でした。

▼東陸アナウンサーが勉強会　（12月３日）
　国体・日本選手権を控え、競技会運営の変化に
対応したアナウンスについて勉強会を行いました。
　国際大会などで指導的立場にある東京陸協の
中島剛氏・黒澤達郎氏を中心とし、質疑応答を
交えながらの話から大きな示唆を受け、意識変
革をしなければいけないとの思いを強くした様子で

した。中野審
判部長も出席
し、すべての
部署がお互い
に密接な連携
を取ることの
大切さを強調
していました。
　出発・周回・投擲などの審判部署でも独自で
研修を行っており、「さすが東京陸協」との評価
がいただけるよう東陸全体でレベルアップを図って
いきたいと思います。

▼開通前に歩いて、走って、自転車で！（２月
４日・５日）

　開通前の東京ゲートブリッジで完成記念スポー
ツフェスタが行われ、東京陸協審判員も運営に
協力しました。天気が良ければ東京スカイツリー
と東京タワーを同時に、更には富士山も望めると
あって、２日間で15,000人が集まりました。足

を止めて記念写真
を撮る参加者も多
く、 自動車専用
道路のため最初で
最後になるかも知
れない８㌔の道の
りを堪能していま
した。

▼箱根駅伝　もう一つの難所、蒲田第一踏切
が廃止に
　駅伝ランナーにとって、踏切で足止めされるほ
どつらいこと
はありません。
　 国 道15号
線の京浜急行
蒲田第一踏切
は箱根駅伝ラ
ンナーの数々
のドラマを綴っ
てきました。
　現在、線路の高架化工事が進み、巨大なコン
クリートの柱はレールの上に覆いかぶさるように組
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Topics

み立てられ、いよいよ踏切道が廃止となります。
　レールは当分残るようですが、88回大会をもっ
て踏切警報機の音を聞くことはなくなります。

▼今年度４回目となる「小学生陸上教室」開
催　（３月10日）
　小学生が陸上競技に親しみ、体力向上・栄養
管理などの知識を学ぶことを目的に板橋区高島第
一中学校で講習会が開催されました。生憎の雨
模様でしたが、体育館には100名もの小学生が
参加して世界やアジアで活躍する現役選手・高校
の監督・コーチなどから指導を受けました。
　国体メイン
会場の調布
市からも視察
に訪れ、 熱
心に見学され
ていました。
　また、 指
導者・保護者を対象にした「子供の健康・理想
の身体・食物のとり方」について栄養管理士・大
村麻美さんの講義もありました。最後に貫井普及
部長から「来年もぜひ参加してください。」と呼
びかけがあり、終了しました。

▼第２回足立フレンドリーマラソン大会（12月
２３日・足立区陸協主催）

　「荒川の風にのって仲間と一緒に走り納め」。

小学生から84歳までの6,800名のランナーが参
加して荒川千住新橋の「虹の広場」を中心に開
催されました。地元出身の浅井えり子さんも出
場。朝から冷たい北西の風が吹きまくる一日でし
たが、レース後近
隣の銭湯に優先入
浴できる特典もあ
りました。会場内
では東日本大震災
復興支援の物販も
行なわれていまし
た。

▼第３回東京・赤羽ハーフマラソン大会（２月
12日・北区陸協主催）
　新荒川大橋下に集まったランナーは9,000名。
箱根駅伝で活躍した日本体育大学のランナーを

招待し、和気あいあい
と21．0975㌔に汗を
流しました。今年はコー
ス沿いの梅の開花も遅
れているようでしたが、
色とりどりのランナーの
コスチュームが一足早
い春を感じさせてくれま
した。

平成２３年度日本陸連主催全国会議一覧
会議名 期　日・場　所 東陸代表 議　題・内　容

全国医務部長会議 平成23年５月29日（日）
味の素ナショナルトレーニングセンター 三橋敏武 各都道府県陸協医務担当部署の活動報告

全国強化責任者会議 平成２３年11月28日
味の素ＮＴＣアスリートビレッジ

水木　学
下山良成

ロンドンオリンピック強化方針
2012主要競技会日程と取り組みについて
ジュニア強化育成事業・国際大会選考基準
日本陸連強化競技者指定の方向について
講演「ロンドンオリンピックに向けたマルチサポート事業の紹介」

全国女性委員会議 平成２４年2月11日（土）
岸記念体育会館 本橋郁子

講演「組織のリーダーから見た女性の活躍」
発表「陸上競技指導者として歩んできた道」
全体意見交換・地域意見交換

全国区域技術役員会議 平成２４年２月１１日(土）・１２日[日）
味の素ナショナルトレーニングセンター 山口賢司

競技場・競走路の検定時留意事項講義・検定実技
用器具検定要領・取扱要領
技術役員としての心構え

全国競技運営責任者会議 平成２４年２月１１日(土）・１２日[日）
東京シティーエアターミナル

中野人志
古澤幸男
大野　弘

２０１２年度競技規則修改正
競技運営上の諸問題

全国普及育成担当者会議 平成２４年2月12日（日）
国立スポーツ科学センター 山口高史 指導者資格の改定

小学生の登録について
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厳しい寒さが長く続いた今年の冬も終わり、春の到来です。桜の花
を添えて会報98号をお届けいたします◆ロンドンオリンピックの年を迎
えました。マラソン代表が決まり、いよいよトラックシーズン開幕で

す。味の素スタジアムでの東京選手権に注目です◆４月２日、東京陸協ホー
ムページがリニューアルしました。開いてみてください。
今後更に充実させて参ります◆会員の皆様からのご意見・
情報をお待ちしています。

編集
後記

【はじめに】

　つい最近、東京マラソンでのドーピング違反が
報道され話題になりました。意図的にせよ、うっ
かりにせよ、陸上競技に関わる私たちにとって
ドーピングは重要な問題です。今回から何回かに
分けてドーピングについてお話いたします。まず
初回は総論的なことから始めましょう。
【ドーピングとは】

１．競技力向上を目的に薬物を不正使用すること
２．それらを隠蔽する薬物や方法を用いること
【アンチ ・ ドーピング機構】

　世界的規模のドーピング防止活動を行う組織
を、世界アンチ・ドーピング機構（World Anti-
Doping Agency：WADA）といい、通称「ワ
ダ」と呼ばれています。日本国内でドーピング防
止活動を行う組織は、日本アンチ・ドーピング機
構（Japan Anti-Doping Agency：JADA）で、通
称「ジャダ」と呼ばれています。
【ドーピングはなぜいけないのか】

１．スポーツ精神違反
　スポーツは、持っている能力を最大限に用い
て、他の競技者と同じ条件で競技し、規則に基づ
いて勝敗を決めるものです。ドーピングはこのス
ポーツ精神に反してしまいます。
２．健康被害
　薬物は、本来病気の治療のために使用されるも
のです。その治療目的からはずれて、競技力向上
のために悪用するのがドーピングです。薬物は適
正量の使用でも副作用を考慮しなければならず、
ましてや適正量を超えて使用した場合は健康を害
する危険があり、場合によっては死にいたること
もあり得ます。
３．社会的悪影響
　トップ選手のドーピング行為は、ジュニア選手

や子供たちに悪影響を与えてしまいます。スポー
ツ社会におけるドーピングは、一般社会における
薬物汚染と同じです。
【禁止物質、 禁止方法】

　WADAが、禁止物質と禁止方法を年に最低１
回見直し、毎年、禁止表を設けています。同じ物
質でも、競技会および競技会外の双方において常
時禁止されるもの、競技会に限って禁止されるも
の、特定競技において禁止されるものがありま
す。WADAの禁止表にある禁止物質・禁止方法
は最終的なもので、競技者は異議を唱えることが
できません。
【うっかりドーピング】

　薬局で買える市販薬、健康食品や栄養補助食品
（サプリメント）の中には、禁止物質を含むもの
があります。海外では、サプリメントの14.8％に
ラベルに記載のない蛋白同化ステロイド薬が含ま
れていたというデータがあります。
　また、医師から処方された治療薬にも禁止物質
が含まれている場合があります。たとえば、「総
合感冒薬」や「漢方薬」には興奮薬に分類される
エフェドリンが含まれるものがあり要注意です。
薬を飲む際は、禁止物質について知識のある医
師、薬剤師に相談してください。

三橋ドクターのものしり教室
第1回《ドーピングについて》

三橋敏武ドクター略歴
　出　身　　東京　51歳　埼玉医科大学医学部卒業
　専門分野　消化器外科学・健康管理学
　勤務先　　南古谷病院（埼玉県川越市）
資　格　　医学博士／日本外科学会専門医・指導医
／日本消化器内視鏡学会専門医・指導医／日本体育
協会公認スポーツドクター／ドーピング・コント
ロール・オフィサー／日本医師会認定　健康スポー
ツ医／日本陸上競技連盟公認審判員／東京陸上競技
協会医事委員長
　著　書　　新版スポーツ整形外科学
　　　　　　　　（2011年　南江堂　共著）

10月18日以降

小島壽一郎（府中市陸協）

株式会社マルチプレス

23年度のお申し込みは169件でした。

ありがとうございました。

平成23年度　賛助会員
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会長　石原　伸晃
　会員の皆様には日頃より多大なご協力いただきましてありがとうございます。
2020年東京オリンピック開催の期待が高まります。そのような時、東京陸協は時代の変化に

対応した２つの大きな課題に取り組んでおります。
　一つ目は、平成25年に東京で開催いたします全国大会（第97回日本選手権、第68回国体・第13回全
国障害者スポーツ大会）の準備です。今年は東京国体の主会場である味の素スタジアムでの東京選手権を
リハーサル大会と位置づけて実施いたしました。岐阜国体では資格審査や競技運営の勉強をさせていただ
く予定になっています。選手強化におきましても、昨年度の各大会の好結果に現れていますように順調に進ん
でおり、残る１年を大切に活かして、来年度大きな花を咲かせることを目指しています。
　二つ目は、すでに会員のご承認をいただいております公益財団法人の設立です。平成24年４月から一般
社団法人東京陸上競技協会としてスタートすることができました。しかし、このことは通過点であり、本年度は
公益財団法人へ向けて様 な々準備に取り組んでまいります。70年以上の歴史と伝統ある東京陸協は、公益
財団法人になりまして陸上競技の発展に更に寄与していきたいと考えております。

新しい東京陸協を目指して

独り言

副会長（東京国体・日本選手権担当）
　鈴木　存

　あと１年。課題は盛りだくさん。でも、ここまできたら
「ヤルシカナイ」というのが本音です。
　東京といえばやはり全国の注目の的であり、マンネリ
化している国体の状況を打破するためには東京が見
本を示す気持が必要です。今まで東京陸協が蓄えて
きたエネルギーをぶつけ、新しいものとして東京らしい
「スマート」さを出したいと考えています。
　「やってよかった」という大会を、皆さんの力を結集
して成功させましょう。

東京の選手に大いなる期待

副会長（強化・渉外担当）
　馬場　孝

　一昨年、「東京国体では選手全員が表彰台に！」
「東京の総合優勝を！」とコメントしましたが、“時は

待たず”の言葉が現実味を帯びてきた感があります。
　指導者の熱心な取り組み、選手の努力の結果、
東京登録選手の活躍は目覚しいものがあります。
　東京選手のナンバーカードは「13」です。都民の
皆さんにもＰＲして東京の選手を応援していただき、皆
さんと喜びを分かち合えることを楽しみにしています。

日本マスターズ本部、東京へ

副会長（マスターズ担当）
　井口輝男

　和歌山県で産声をあげ、その後32年間に亘り日本	
のマスターズ陸上を統括してきた社団法人日本マス
ターズ陸上競技連合の本部が、本年４月１日付けで
和歌山から東京（江東区）へ移転しました。今後とも
よろしくお願いいたします。
会　　長　鴻池清司　
副 会 長　織田和雄　井口輝男　生田秀正
　　　　　大串啓二
専務理事　山田展也

おめでとう 東京高校！　インターハイ 今年は女子総合優勝！
７月２９日～８月２日　ビッグスワン（新潟）
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平成24年度　第１回通常総会

平成24年度　第１回理事会報告

日　時　　平成24年５月29日(火)　18：30～
場　所　　東京陸協　６F会議室
出　席　　理事21名（出席者19名、表決書提出者

２名）、連絡理事2名
議　事
審議事項
　第１号議案　平成23年度事業報告の承認
　第２号議案　平成23年度決算報告の承認及び監

事報告
　第３号議案　平成24年度補正予算の承認
協議事項
　⑴平成23年度社団法人東京陸上競技会新規加入
団体（９団体）の承認について

　⑵平成24年第１回定時総会について
　　期日・会場・議案
　⑶一般財団法人東京陸上競技財団設
　　立について
連絡・報告事項

平成24年度　第２回理事会報告

日　時　　平成24年６月30日(土)　12：30～
場　所　　立正大学　大崎キャンパス
出　席　　理事21名（出席者19名、表決書提出者

２名）、連絡理事２名
議　事
審議事項
　第４号議案　公益財団法人東京陸上競技協会設

立に向けたスケージュール・設立
資金・役員選出等

協議事項	 ⑴平成24年度新規加入団体（１団
体）の承認について

連絡・報告事項

日　時　　平成24年６月30日(土)　14：00～
場　所　　立正大学　大崎キャンパス
代議員数　　392名
出　席　　240名(出席者78名、表決書提出者162名)
欠　席　　152名
議　長　　佐藤三千雄(練馬アスレチッククラブ)
　　　　　井上　克己(立川市陸協)
議　事　　第１号議案　平成23年度事業報告の承認
　　　　　第２号議案　平成23年度決算報告の承認、及び監事報告
　　　　　第３号議案　平成24年度補正予算の承認

　一般社団法人に移行して初めての総会が開催されました。開会に先立ち、石原伸晃会長のご挨拶を岩
崎純秘書に代読いただき、続いて、新規加入18団体の紹介と代表者の挨拶、多額の賛助会費を納めてく
ださいました２団体と１個人に感謝状の贈呈を行いました。

　議事に入り、第１号議案の説明に対し、公益財団法人化、小中高生の登録問題に
ついての質問があり、それぞれ担当から答弁がありました。第２号議案の説明に対
し、東日本大震災の義援品（レインコート）取り扱い方法の質問と答弁がありまし
た。第３号議案は、公益財団法人化の流れの中で一般財団法人の設立時に必要とな
る拠出金、立ち上げ時に必要な経費の説明がありました。提出された第１号から第
３号までの議案はすべて賛成多数で可決されました。

◀平成24年度
　第１回理事会

質
問
す
る
青
地
清
助
氏
▶

（
江
東
陸
協
）

▲平成24年度第１回通常総会
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専門部（　）内は部長名

１　財務会計部（野澤恒雄）
　⑴財産管理
　⑵会計管理
　⑶平成23年度決算・平成24年度予算の作成
２　総務部（有澤政雄）
⑴公益財団設立に向けての準備
⑵什器備品管理システムの構築
⑶定時総会・理事会の開催準備
⑷審判用品等物品の管理・販売
⑸文書発送業務等の請負
⑹救急救命講習会実施
⑺登録受付業務

３　広報部（小松邦江）
⑴ＨＰの充実・積極的活用
⑵広報紙（飛翔）の発行
⑶マスコミ等への情報提供
　⑷東陸創立80周年（平成28年）に向けた資料整理
４　競技部（大野　弘）
⑴東京陸協主催・共催競技会の企画・運営

５　審判部（中野人志）
⑴競技会審判員編成
⑵審判講習会の実施
⑶審判部署別研修会の実施
⑷日本陸連等主催研修会の受講

６　記録情報部（川島康男）
⑴東京陸協公認競技会記録申請
⑵主催・共催競技会等の結果のＨＰ掲載
⑶東京陸協所有パソコンの管理
⑷記録情報に関する研修会の開催
⑸国体に向けた記録情報審判員の育成

７　普及部（貫井勝之）　　
⑴体験教室・競技会
⑵強化練習会・選抜合宿
⑶IAAFレベルⅠ講習会

８　強化部（水木　学）
⑴強化合宿・駅伝プロジェクト練習会
⑵拠点練習会
⑶ドーピング講習会・医科学サポート
⑷各大会東京代表選手選考

９　競技場管理部（平塚和則）
　⑴東京陸協管轄下陸上競技場・長距離競走路の

現状把握・環境整備
⑵味の素スタジアム・西競技場の使用方法の考察
⑶用器具の適正使用法の指導
⑷大規模マラソン大会設備上の安全対策

10　国体強化部（大村邦英）
　　Ｐ７「東京国体まであと１年　強化最前線」に
掲載

特別委員会（　）内は委員長・室長名

１　女子委員会（山崎壽美子）
⑴第52回東京女子陸上競技大会の開催
⑵女性登録者の確保・普及
⑶女性役員・女性審判員の技術・能力の向上
⑷女性指導者の調査
⑸女子委員会ネットワークの充実（関東地区と
の交流）

２　選挙管理委員会（中尾敬治）
⑴平成25・26年度役員選挙の管理
　（12月告示、１月立候補受付、２月選挙）

３　栄章審査委員会（佐藤三千雄）
⑴栄章授与式の形式の検討
⑵栄章候補者選考資料の内容と活用の適正化

４　定款諸規定委員会（有澤政雄）
⑴理事会からの要請業務

５　新公益法人移行準備委員会（有澤政雄）
⑴公益財団法人東京陸上競技協会設立準備

６　東京国体・日本選手権準備室（鈴木　存）　
　Ｐ６「東京国体まであと１年」に掲載

７　東陸東京マラソン委員会（田中利雄）
⑴競技運営・審判編成検討

８　競技運営委員会（川島康男）
⑴東京陸協主催・主管競技会のスムーズな運営
に向けた関係組織の連携

９　医事委員会（三橋敏武）　
⑴日本陸連医事委員会との連携
⑵東京マラソン財団医事部会との連携
⑶総務部と連携し、救急救命講習会の開催
⑷医療関係の機材・薬品の管理

10　マーケティング戦略室（田中利雄）
⑴東京陸協の将来像を見据えた戦略の構築
⑵東京国体以降の主催大会再考
⑶国際大会・大規模競技会の開催に向けた方向
性の議論

平成24年度　事業計画
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　今年の大会は来年の日本選手権・国民体育大会リハーサル大会と
して開催されました。男子やり投・女子４×100ｍリレーで大会新
記録が誕生しました。今回は陸連主催の日本グランプリシリーズ混
成競技も同時に行われ、昨年わが国初の8000点を越える日本新記録
（8073点）をマークした右代啓祐選手（スズキ浜松ＡＣ）に期待が
かかりました。再び8000点は越えましたが、天候の悪化もあり記録
更新はなりませんでした。
　味の素スタジアムはこれまではサッカーやコンサートが行われてい
ましたが、IAAFクラス２・陸連第１種公認陸上競技場化工事と第３
種公認補助競技場新設工事を行い、「こけら落とし」のセレモニーで
は東京都スポーツ振興局長、調布市長から祝辞が述べられました。

　新しい競技場・最新の用器具を使用しての日本選手権・国体リハー
サル大会と位置づけた競技運営は、競技役員に様々な苦労はありまし

たが無事終了しました。しか
し、各部署とも課題も多く見つ
かり、来年に向けて改善に取り
組むこととなりました。

第75回東京選手権大会（4月21・22日　味の素スタジアム）
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

①音声通話システムで連絡をとる競技者係
②無線端末機を使って確認する出発係
③競技者受付係（TIC)も試みた
④万全の競技進行とアナウンサー
⑤パソコンを駆使する記録情報係
⑥集約された用器具庫
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▲栄章伝達式
▼右代選手に記念品

東京陸協主催競技会報告

③

⑤④ ⑥

②
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第28回東京リレーカーニバル（6月2・3日　江東区夢の島競技場）
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

第３回東京ナイター陸上（7月16日　国立競技場）
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

第28回全国小学生交流大会東京都代表選考会（7月1日　駒沢公園競技場）
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

　雨天の予報でしたが両日とも晴天に
恵まれ、良いコンディションのもとに
競技は展開されました。１日目は小学
生と高校生、２日目は中学生中心のタ
イムテーブルが組まれ、選手もトラッ
クにフィールドにのびのびと競技に挑
戦していました。
　２日目に行われた中学共通女子100
ｍH（76.2-8.0）で中学校日本新記録が
誕生しました。（詳細８ページ）

　「中学生・高校生に国立競技場で走る機会を
…」「わが国のトップ選手が繰り広げる戦いを肌
で感じてもらいたい」という東京陸協の想いを実
現した本大会も今回で３回目。今年の岐阜国体東

京都代表選手選考会を
兼ねて行われました。
　トップ選手のレース
が始まる午後７時ころ
には気温が29度まで下
がり、さわやかな風の
吹く、まさにナイター
らしいコンディション
となりました。日本選

手権等で活躍し、ロンドンオリンピック代表を
争った選手たちも出場し、見ごたえのあるレース
でしたが、風の影響もあり、記録的には今ひとつ
というところでした。
　今回は、来年の東京国体・日本選手権の競技運
営リハーサルを意図した大会でもありました。選
手の荷物をフィ
ニッシュまで運
搬する係を設
け、競技役員の
指示で手伝いの
高校生が奮闘し
ていました。

　あいにく小雨まじりのコンデションでしたが、全国大
会へ向けた熱き戦いが繰り広げられました。８月24・
25日の２日間、横浜の日産スタジアムで開催される本
大会に５、６年生を中心に男女各７種目に22名の選

手を派遣します。
　８月２日に府中市陸上競技場で選手団結団式が開
催され、広沢優美（府中AC）さんが「オリンピック
選手に負けないよう頑張ります」と決意を述べました。
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▲スタート前の荷物運搬係

▲全国大会東京都代表選手団
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東京国体まであと１年
　国民体育大会は、我が国の戦争で壊滅したスポーツ環境を何とか立て直し、スポーツを広めることに
よって国民のちからになろうとの関係者の気概により、第１回大会が終戦直後の昭和21年11月に、戦災を
免れた京都を中心に開催されました。初めての東京開催は昭和24年（1949年）第４回大会。このとき陸
上競技男女総合成績は１点差で福岡に惜敗、準優勝でした。東京開催２回目は昭和34年（1959年）、こ
のときは静岡、大阪に次ぐ第３位でした。
　来年の東京開催は、第14回大会以来54年ぶり３回目となります。メイン競技の陸上競技を主管する東
京陸協は、１年後に迫った第68大会に向けて競技運営・選手強化に協会挙げて取り組んでいます。加え
て、わが国陸上競技会の最高峰・日本選手権も第97回大会は世界陸上競技選手権選手選考会を兼ねて来
年東京で開催されます。
　
準備室は今…
　東京陸協に「東京国体・日本選手権対策委員会」を開設
したのが４年前の2009年４月。2011年４月に「東京国体・日
本選手権準備室」となり、鈴木存室長を中心に準備が進めら
れています。東京陸協事務局がある新宿・歌舞伎町「武井ビ
ル」の階上に「東京国体・日本選手権準備室事務局」が今
年４月27日に設置されました。
　準備室スタッフ・役割は下記の通りです。
　　室長　　　　　　　鈴木　存
　　室長代行　　　　　和中信男
　　大会運営委員会　　委員長　有澤政雄
　　　　　　　　　　　　委員　野澤恒雄　　小松邦江　　貫井勝之　　中野　浩　　田中右一
　　競技運営委員会　　委員長　川島康男　　
　　　　　　　　　　　　委員　中野人志　　潮田和男　　鈴木一弘　　大野　弘　　山口賢司
　　　　　　　　　　　　　　　関根春幸　　平塚和則
　　強化推進委員会　　委員長　大村邦英
　　　　　　　　　　　　委員　中村孝生　　下山良成　　　　

準備にお忙しい鈴木存室長に質問いたしました。
１　審判編成上の問題点はありましたか
　　　第２次意向調査を実施し、この回答を重視して検討を進めているが、学校関係職員の勤務上の取り扱い
について東京都の考えがはっきり示されていないため、決定が遅れている。10月までには最終決定をしたい。

２　審判員編成をする上で年齢はどのようにお考えですか
＊平成25年３月末時点で65歳以下を対象とする。
＊ジャッジを必要としない審判種別においては70歳までを対象とする。
＊総務、総務員、審判長等基幹役員については年齢制限を設けない。

３　審判員のユニフォームは決まりましたか
　　　国体は他の競技との兼ね合いもあり、陸上競技だけで決定できるものではない。東京都と開催市町村との
話し合いで「競技役員は黄色、補助員は緑色」と、彩色は決定した。デザインについてはこれからの検討
課題となっている。

４　今後、競技運営リハーサルはどの大会で行いますか
　　　第１回リハーサルが今年の東京選手権であったが、多くの問題点が見つかった。今後は７月の東京ナイ

▲鈴木存室長（左）と和中室長代行（右）
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ター陸上等、一般の競技会でも国体を見据えた審判にあたってもらうが、来年の東京選手権と日本選手権
が仕上げとなる。

５　今年の岐阜国体視察はどのような計画ですか
　　　東京陸協競技役員は経験豊富であり、一般の競技会運営で対応できる係については派遣はしない。東
京の競技会では十分取り組みができない係や、一般の競技会とは異なる対応をしなければならない係の派遣
を考えている。例えば練習場係は国体では大変重要な役職である。しかし、東京には補助競技場を備えた
競技場はなく、十分な活動ができない。このような係は実際に国体会場での役員の動きを見てもらい東京で
の対応を考えてもらう。その他の係も、現地視察によって対応方の向上を図ってほしい。

６　今後、味の素スタジアムを使用する競技会はありますか。
　　　東京陸協としては現在のところ、来年の日本選手権、国体、障害者スポーツ大会以外の使用予定はない。
多くの競技会を開催したいが、施設使用料、人工芝の敷設問題、サッカー中心の使用日程等、多種多様
の問題があり、使用できないのが現状である。

調布市役所に準備室
　「味の素スタジアム」が位置する調布市は、平成22年４月から市庁
舎内に「国体推進室」を開設し、室長・室長補佐・専門部・陸上競
技係計14名の職員を配置して準備に当たっています。
　東京陸協は平成24年４月から陸上競技係として石上敬久氏を派遣
しています。東京陸協と東京都・日本陸連・調布市との連絡調整役と
して、また豊富な経験を活かして様 な々助言を行い、市職員と一致協
力しながら、大会が終わるまで忙しい日々 が続きます。

強化最前線
　　　　　　　　　　　　　　　　国体強化部長　　大村邦英

　東京国体まであと１年、カウントダウンとなりました。３年前から立ち上がった国体強化体制も軌道に乗り、各部
門で成果が現れ始めてきています。中学・高校が連携した練習会・沖縄合宿・海外遠征など、東京陸協の取り
組みとしては画期的な事業を展開しています。
　今年は岐阜で第67回国体が開催されます。東京国体を占う大会であり、東京の選手の活躍に大きな期待がか
かっています。昨年の国体でも活躍した男子短距離陣、今年の日本選手権で入賞を果たした実業団選手、少
年男子・少年女子も今年は全国的な活躍が期待できる選手が多く、夢が膨らむ布陣を組むことができそうです。
選手団は８月13日に決定します。
　本番での活躍にはスタッフ陣の今後の指導体制も重要なため、強化スタッフが一丸となって臨みます。

前列右から
　倉持昇一
　遠藤道夫
　橋口広忠
　水木　学　（強化部長）
　大村邦英　（国体強化部長）
　中村孝生　（強化副部長）
　下山良成　（強化副部長）　

後列右から
　児島大祐
　福元康貴
　小林隆雄
　遠藤尚孝
　呑口　健
　正川澄夫

東京陸協強化スタッフ

上記以外の強化スタッフ

　笠井　淳　　井部誠一　　棟方拓也　　千野達也　　慶徳仁史　　征矢範子

▲国体推進室の石上敬久氏
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東日本実業団大会優秀選手に男子、女子のダブル受賞

ＫＭＣ陸上クの澤田イレーネさん、100ｍハードル中学校日本新

東京からロンドンへ

TOKYO ATHLETES

　第54回東日本実業団選手権大会は５月19、20日、熊谷スポーツ文化
公園陸上競技場で開催されました。男子やり投に出場した山本一喜
（モンテローザ）選手は６投目に自己新の78ｍ17を投げ、日本歴代９
位の記録で逆転優勝し、男子の優秀選手に選ばれました。また、女子
400ｍHで社会人１年目の田子 雅（Ｊ・ＶＩＣ）選手がフィニッシュ
前の接戦を制し、56秒92の大会新で優勝。女子の優秀選手に選ばれま
した。

　日本陸上競技連盟は６月11日、ロンドンオリンピック日本代表選手を
発表しました。東京陸協からは、中距離の横田真人（富士通）、長距離
の佐藤悠基（日清食品G）、競歩の藤沢勇（ALSOK）の各選手が選ば
れました。マラソンの藤原新（ミキハウス）、尾崎好美（第一生命）の
両選手はすでに３月に決定しており、東京陸協からは５名の選手が出場
します。活躍を期待いたします。
　７月21日、都内ホテルで陸上競技選手団の結団式が行われました。冒頭、日本陸連の横川副会長から
「完全燃焼してください。」と激励の言葉があり、主将に指名された「高平慎士・海老原有希」両選手
から「日本中に元気が届けられるよう頑張ります。」と決意が述べられました。７月にスペインで行わ
れた世界ジュニアで活躍したケンブリッジ飛鳥君、八木　望さんから花束の贈呈がありました。

　６月３日に行われた第28回東京
リレーカーニバルの２日目、中学
共通女子100ｍハードルに出場し
た澤田イレーネオギモンギ（ＫＭ
Ｃ陸上クラブ：調布四３）さんは
決勝で13秒56（+2.0）の中学校日
本新記録を樹立しました｡これま
での記録を０秒12更新です。「い

い感じで走れました。全中に向け
て自信になりました。」と満足そ
うでした。
　レースを観戦していた東京陸
協・水木強化部長は「身体の動き
がスムーズで、すばらしい走り
だった。」と称賛の言葉を述べて
いました。

▲山本一喜選手

▲喜びの澤田イレーネオギモンギ選手

▲主将に花束贈呈

2012ロンドンオリンピック陸上競技選手団

▼田子 雅選手
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主要大会入賞選手
○第96回日本選手権（６月８～10日　大阪・長居）　１位～３位　
	 （男子）	 800ｍ	 優勝	 横田　真人（富士通・東京）	 1分48秒12　　　
	 	 1500ｍ	 ３位	 荒井　　輔（ＪＲ東日本）	 3分46秒03　　　　
	 	 5000ｍ	 ２位	 竹澤　健介（エスビー食品）	 3分47秒54
	 	 	 ３位	 若松　儀裕（日清食品グループ）	13分47秒75　　　
	 	 10000ｍ	 優勝	 佐藤　悠基（日清食品グループ）	28分18秒15　
	 	 110ｍH	 優勝	 八幡　賢司（モンテローザ）	 13秒72（-0.6）　　
	 	 走高跳	 ３位	 久保田　聡（モンテローザ）	 2ｍ15
	 	 三段跳	 ３位	 梶川　洋平（法政ＡＣ）	 16ｍ10（+1.9）					
	 	 円盤投	 ３位	 宮内　　優（モンテローザ）	 53ｍ46
	 （女子）	 800ｍ	 ３位	 須永　千尋（資生堂）	 2分04秒86　
	 	 10000ｍ	 ３位	 絹川　　愛（ミズノ）	 32分20秒34　　　
	 	 砲丸投	 ３位	 茂山　千尋（国士舘クラブ）	 14ｍ75
	 	 円盤投	 優勝	 薮本　　愛（国士舘クラブ）	 52ｍ74　
○第28回日本ジュニア選手権混成（６月２・３日　長野市営）
	 （女子）	７種競技	 優勝	 伊藤　明子（田園調布学園2）	 4890点　　　　　　
○第54回東日本実業団選手権（５月19～20日　群馬・熊谷）１位のみ
	 （男子）	10000ｍ	 	 松宮　隆之（コニカミノルタ）	 28分53秒69　　　
	 	 110ｍH	 	 八幡　賢司（モンテローザ）	 13秒87（-2.1）
	 	 走幅跳	 	 菅井　洋平（ミズノ）	 7ｍ97（+3.0）　　　
	 	 やり投	 	 山本　一喜（モンテローザ）	 78ｍ17
	 （女子）	 800ｍ	 	 須永　千尋（資生堂）	 2分07秒27　　　
	 	 1500ｍ	 	 満枝まどか（第一生命）	 4分26秒16　　　
	 	 3000ｍSC	 	 泉　　知世（ホクレン）	 10分35秒09　　　	
	 	 400ｍH	 	 田子　　雅（Ｊ　ＶＩＣ）	 56秒92　（大会新）　　　　
○高校総体南関東大会（６月15～18日　群馬・敷島）１位のみ
	 （男子）	 800ｍ	 	 三武　　潤（城西3）	 1分52秒29　　　
	 	 4×400ｍ	　東京高校（池田・清水・大串・田辺）	 3分13秒12
	 	 	砲丸投	 	 幸田　和記（東京3）	 15ｍ94　　　　　　
	 	 8種競技	 	 栗原　彰理（東大和3）	 5555点　　　
	 （女子）	 200ｍ	 	 杉山　奈誇（八王子3）	 23秒86（+3.7）
	 	 4×100ｍ	　東京高校（鈴木・中嶋・高森・武田）	 46秒97　　　
	 	 4×400ｍ	　白梅学園（利藤・安西・志茂・香坂）	 3分44秒50　	
	 	 走幅跳	 	 林　小百合（八王子2）	 5ｍ72（+3.1）
	 	 ７種競技	 	 伊藤　明子（田園調布学園2）	 5025点　　　　　　
【東京都中学校新記録】
　○女子　１００ｍＨ	 澤田ｲﾚｰﾈ･ｵｷﾞﾓﾝｷﾞ（調布四３）	１３秒５８(0.0)	 地域別多摩　６月１７日
　○男子　１００ｍ	 大嶋　健太（中村３）	 １０秒７８（＋0,7）	都中学通信　７月２２日
　○男子　２００ｍ	 大嶋　健太（中村３）	 ２１秒８６（+2.0）	 都中学総体　７月７日
　○男子　４種競技	 大澤　聖也（川口３）	 ２６８４点	 都中学総体　７月８日
　○女子　４種競技	 安東依里奈（府中三３）	 ２８８７点	 都中学総体　７月８日　
【東京都高等学校新記録】　
　○女子　１００ｍ	 藤森　安奈（東京３）	 １１秒７３（+1.7）	 都高校総体　５月１３日
　○男子１５００ｍ	 打越　雄允（國學院久我山３）	３分４６秒７４	 日本選手権　６月１０日
　○女子　７種競技	 伊藤　明子（田園調布学園２）	５０２５点	 南関東総体　６月１７日
　○女子３０００ｍ	 谷萩　史歩（八王子２）	 ９分１９秒３８	 南関東総体　６月１８日
【東京都高等学校最高記録】
　○女子ハンマー投	 石嶋　眞衣（東京３）	 ４４ｍ３７	 日大競技会　４月１５日

東京陸協登録選手の活躍

▼田子 雅選手
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Topics

競技会編Topics
◎第６２回千代田区陸上競技選手権大会
　４月８日、江戸川陸上競技場で開催され、参
加者は昨年の倍にあたる666名がエントリーしま
した。競技場のまわりの満開になった桜が選手
たちを応援しているようにも見えました。

　春の陽ざしをいっぱい受け、真剣なまなざしで
競技に挑んでいました。

◎第15回豊島区陸上競技大会
　５月３・４日の２日間、夢の島陸上競技場で
2,500名の参加で開催されました。２日間とも
冷たい雨にみまわれる中、夢中で競技にのぞむ
競技者と競技を終えた選手のユニフォームからは
白く湯気が上がっていました。大会総務の岸氏は
「この大会が自
らのレベルアッ
プにつながって
くれれば」と
グランドを見つ
めながら思いを
語ってくれまし
た。

◎第40回三鷹市記録会
　５月５日、五月晴れの武蔵野陸上競技場には
色とりどりの鯉を想わせるようなユニフォームに包
まれたアスリートがトラックに、フィールドに舞って

いました。スタン
ドには、都議会議
員、市議会議員の
姿も見え、浅野会
長から競技の説明
を受けながら各競
技者に拍手を送っ
ていました。

◎第13回東京都身体障害者スポーツ大会（知
的障害陸上競技大会）
　５月26・27日の２日間にわたり、駒沢公園陸
上競技場で開催されました。障害のある人々の
社会参加の推進や、障害のある人への理解を深
めてもらうことも目的の一つです。中学生や福祉
事業所などから多くの参加者がボランティアに支
えられながら、一生懸命競技していました。

◎第６回ジュニア陸上競技「チャレンジカップ」
　将来のアスリートはここに。全国各地の小学
生が、地域を越えて交流を深めながら競技力を
向上させ、かつ陸上競技を楽しんでもらおうと、
５月６日、大井ふ頭中央公園競技場には、北
海道から大阪までの小学生1,040名が集まりまし
た。年々参加選手の地域が拡大しており、選手
数の増加とともに競技会の質も向上しています。

◎第47回府中市選手権・市内中学校対校陸上
大会
　風に揺らぐ木々
が300㍍のトラッ
クで舞う選手たち
を応援しているよう
です。快晴の府中
市民競技場で７月
15日に開催されま
した。中学生の競技には府中市陸上競技の生み
の親でもある野口栄治氏の功績を讃えた同氏杯
が優勝校に授与されるなど盛大に行われました。



10 11

東京陸協会報　　2012（平成24）年8月10日発行　No.99 

Topics

その他Topics
▼新Ｂ級審判員の実技研修
　３月に実施された審判
講習会（机上）を終え、
現在、新B級資格取得者
の実技研修が行われてい
ます。東京リレーカーニ
バルにも２日間で52名の
研修生が出席し、各部
署に分れ、先輩審判員
の指導と助言にうなずきながら任務を習得していま
した。

▼夏季用審判帽・ハーフパンツ販売中
　今年も暑くなりそうです。
東京陸協では夏季用のメッ
シュ審判帽（６月～９月末）
の販売を行っています。価
格は、2,300円です。

　また、ハーフパンツの販売（4,500円）も昨
年に引き続き行っています。

▼平成24年度関東学連幹事長
「今年度、幹事長として任
務を担うことになりました日
本大学の五十嵐博文（いが
らしひろふみ）です。至ら
ない部分も多々あるかと思い
ますが、東京陸協の皆さま
のご指導を賜りながら、邁

進してまいりますので、よろしくお願いたします。」

▼東京都、杉並区大宮に運動場を建設中
　トラックはオールウエザーで１周４００ｍ・６レー
ン、フィールドは天然芝を配した多目的運動場と
なります。 完
成は平成24年
８月末。 杉並
陸協は、 今後
の活用につい
て様々な構想を
練っています。

▼「東京マラソン2013」募集要項決まる　！
　開催日は2013年2月24日（日）。募集人数は
36,000人（マラソン35,500人　10ｋｍ500人）。

応募者多数の場合は抽選です。受付はインター
ネットのみとなり、８月１日開始です。詳細につ
いては公式ホームページで確認してください。

▼中体連強化合同練習会（７月15日）
　30度を越す暑さの中、全都から中学通信陸上
出場権を獲得している450名が八王子上柚木競
技場に集まり、ブロック別の強化練習が行われま
した。中体連強化部の指導と他校の選手との競

い合いで、参加者は多くの収穫があったことと思
います。この取り組みは月１回開催されており、
専門的な指導を受けられるとあって高校生も数名
参加していました。中体連の地道な取り組みがわ
が国の陸上競技界を支えていると強く感じました。
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熱い夏です。眠れぬ夜、ロンドンオリンピックのＴＶ中継に釘付けでぐったり疲れました◆国内では夏休
み中に小・中・高校生の全国大会が開催されます。東京の選手の活躍が楽しみです◆昭和41年に創刊
された東京陸協会報も次号は100号となります◆今後も東京陸協加盟団体・協力団体の取り組みを積

極的に取り上げていこうと考えています。情報をお寄せください。（Ｋ）

編集
後記

　熱中症とは、「熱にあたることによって発生す
る症状」のことです。屋内、屋外を問わず暑熱環
境下において生ずる健康障害（熱疲労、熱失神、
熱けいれん、熱射病）の総称で、梅雨期から盛
夏、秋口にかけて注意が必要です。
▼熱中症の症状

　スポーツを行っていて大量の汗をかくと、顔、肩、
胸などに赤い発疹が出ることがあります。これは、高
温によるストレス障害のひとつで、水分、塩分が不足
し、休憩が必要な合図、すなわち、熱中症の初期兆
候と言えます。症状は次のように分けられます。
［軽　症］大量の発汗、筋肉痛、筋の硬直など
［中等症］	頭痛、嘔吐、顔面の紅潮、集中力や判

断力の低下など
［重　症］	意識がもうろう、ふらふらする、会話に障

害、高体温など
▼応急措置

・	涼しい場所で休憩。（風通しのよい場所）

・	衣服類に弛緩をもたせ、リラックスさせる。
・	スポーツ飲料、塩分（０．３%）を含んだ水の補給。
・	体温の上昇があるときは、首、脇の下、足の付け
根などを冷却して体温を下げる。

▼予防

・	高温に適したウエァの選択（素材によって異なる）
・	日頃から高温ストレスに慣れ、体調管理を行う。
・	こまめにスポーツ飲料、塩分を含んだ水の摂取に努
める。

・	節電が叫ばれていますが状況に応じてクーラー、扇
風機の使用も必要です。

日本陸連主催の全国医務部長会議に出席しました。
日程：2012年５月27日(日）
会場：味の素ナショナルトレーニングセンター
内容：1.海外帯同の報告
　2.医務活動、ドーピング防止、トレーナー活動

　　　3.各陸協活動紹介、情報交換

三橋ドクターのものしり教室
第2回《熱中症》

佐藤三千雄
北島　正市
櫻井　助治
市川　力雄
宮川　喜一
長田　　孳
岡村　定夫
福田　光弘
金子　正芳
細田　　章
小松　邦江
平内　　誠
石澤　君子
伊藤　陽三
加藤　　昇
島田　博行
小竹勝太郎
小黒　栄信
鈴木　茂雄
塚谷　辰光
浅見　邦一

田中　利雄
高嶋　　晥
酒井　義典
水久保亮一
篠原　忠造
堀江　靜男
渡辺　恒久
井上　有美
江村　良一
野﨑　忠信
野村　武弘
尾崎　宏二
皆越　安之
鈴木　幸子
藤田　幸雄
栗山　勝男
荒木　代子
青地　清助
鈴木喜久男
増田　秀一
板倉　　武

豊島富美子
堀口　利夫
澁谷　光二
大嶽　秀行
河鍋　　衛
若林　秀雄
伊藤　訓生
保谷　　準
吉本　延男
猪俣　　寛
佐藤　良男
長谷川　誠
折野　栄子
勝　　愛子
瀬戸　和美
福島　雄吉
田所　秀雄
三橋　敏武
村田　延雄
深井　　進
淺野　宣義

田中　克美
藤橋多一郎
前田　芳男
鈴木　奉忠
荒川　　寛
来栖　　章
横山　　弘
石井キヨ子
鈴木　　存
井上　敦夫
桑原　則夫
滑　　年雄
豊泉　和男
淺野　光男
染谷　　実
加藤　健二
中村　直司
根岸　浩美
石郷岡範昭
井筒　千秋
齋藤　文子

石田　　汎
椎津　民雄
樋口　京子
樋口　幸好
飯野　秋治
平塚　宜信
伊藤　昭夫
五味　　惠
市村　　眞
塩垣久美子
船越　武明
猪瀬　尚志
今治　英而
田嶋　博隆
斎藤　孝行
松井　達也
平塚　和則
田中　右一
堀越　好夫
大野　利雄
貫井　勝之

塩野　博雄
渡邉　　實
下田　喜一
嶋田　　正
染谷　秀雄
窪塚　哲朗
千葉　一雄
吉川　節郎
山口　一男
塩谷　吹雪
馬場　　孝
加藤　春雄
伊藤徳之助
安蒜　弘尚
山西　　晃
中野　人志
中村　孝生
川島　康男

平成24年度　賛助会員
平成24年6月30日現在（順不同）
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2013年を飛躍・充実・
成功の年に

専務理事　田中　利雄
　東京陸上競技協会の会報が

100号の発行に至りました。大変喜ばしい事であ
ると同時に、会報の編集・発行に携っていただき
ました方々、協力して頂いた多くの会員の皆様に
心より御礼申しあげます。
　東京陸上競技協会は、平成25年５月から一般財
団法人として活動がスタートする予定です。新法
人の組織は、良知良能に着眼を置いた適材適所の
人材起用を行ってまいります。専門部の部長は理
事が担当する規定はなくなりました。東京陸協に

所属する一人ひとりがあるべき姿勢を示すこと
で、組織の繁栄に繋がることを認識し、日本の陸
上競技界をリードしていくためにも心ひとつにし
て取組んでいただきたいと思います。
　平成25年度は、４月に東京選手権を開催し、そ
の後重点競技会が連なります。これらの競技会の
みならず、他の競技会においても、競技者は競技
者として、審判員は審判員として士気高揚を図
り、研鑚を積み重ね、それぞれの大役が果たせる
よう努力してください。
　公益性の高い事業運営を進めている当法人とし
て、名に恥じない組織運営を確立するため、皆さ
ま方のたゆまぬお力添えを賜ることをお願い申し
あげます。

会長代行　鈴木　存
　2013年、東京陸協のスタートは幸先の良いものとなりました。１月13日の皇后盃
第31回全国都道府県対抗女子駅伝では、２時間18分19秒の好記録で久々に８位入賞

を果たし、１週間後の天皇盃第18回男子駅伝では、２時間19分56秒と２連勝の兵庫に５秒という僅
差で２年連続の準優勝を達成しました。男子・女子ともに東京チーム新記録でした。この素晴らし
い結果は、コーチ陣の適切な指導と選手諸君の頑張りがもたらしたものであり、秋の国民体育大会
陸上競技の総合優勝を目指す導火線になったものと思います。
　さて、本年は国民体育大会を54年ぶりに東京で開催いたします。東京陸協の真価が問われる時が
やってまいりました。実行委員会を中心に準備を進めておりますが、関係団体との調整を進める中
で難題も多く出てきています。４月に入りますとトラック・フィールドシーズン開幕。東京選手権
を皮切りに、今年はセイコーゴールデングランプリ2013も東京で開催となり、更に６月には日本選
手権も控えています。前半の勝負どころとなるこれらの大会の運営が大切であり、国体前に迎える
この山場を乗り切って、秋の国民体育大会・全国障害者スポーツ大会に臨みたいと思います。全国
が注目する中、東京陸協の底力を発揮し、「スタートよければすべてよし」のごとく成功に導きた
いものであります。

＊石原伸晃会長が環境大臣就任のため、平成25年１月の東京陸協理事会において副会長・鈴木存氏を会長代行とす

ることが決まりました。

スタートよければすべてよし

東京陸協会報100号記念号 100号記念座談会　 　　P2〜
東京陸協会報の歴史概略　P4　
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（１）自己紹介も兼ねて、会報作りに取り組んだ頃
を思い出していただきました。

一木　慶隆	 梶原玲氏が会報復刊の取り組みをス
タートさせた1984年に、新聞社勤務
の経験を買われて声がかかり、手伝
いが始まった。その後専門部はいく
つか変わったが、90号までの79回発
行に様々な形でかかわった。60号の
「飛翔」命名、カラー化も積極的に
推進した。

鈴木　義勝	 2001年の59号から手伝いを始め、久
保田・淺野・稲邑・宮岡の４人の部
長に仕えた。４期８年の間、59号か
ら90号まで21回の発行を手伝った。
「小掛照二が行く」で企業、「学校
訪問」で白梅学園や東京高校等様々
な場に出かけて取材し、原稿を書い
た。同行のカメラマンは森中カツミ
氏。国体等地方の取材は断った。原
稿はすべて手書きだった。

淺野　光男	 陸上競技協会の広報紙なので、実業
団・大学・高校・中学の大会の記録
は全部掲載することを心がけた。駅
伝は区間記録まで掲載。大会視察の
予算なく、駅伝は自費で行った。埼
玉国体で初めて交通費のみ支給あ
り。会報配布は登録クラブに必要数
アンケートを行った。ＨＰは予算も
組んだが十分機能しなかった。

渡辺　宣之	 淺野部長と共に１期２年担当。実業
団や保善高校・白梅学園等いろいろ
なところに取材に出かけた。淺野部
長の意向で他の陸協にも会報を送る
ようになった。多くの会員が会報の
存在を知らないため、審判講習会や
あらゆる大会に車で運び、配布し
た。「東陸で会報を発行していたん
だ」との声もあった。

井口　輝男	 東陸マークを多色刷りにしたことで
会報への関心が高まり増刷。発行回
数を少なくして経費捻出。ＨＰと会
報の共存を考え、記事の仕分けをし
た。インターネットの出来る人を部
員にしたこともあり、部員数が６名
から12名に増加。

大内　邦彦	 井口部長のもとで91号から96号を担
当。部長から「読者対象を考え、会
員の望む内容の会報を作るよう」指
示あり。ＨＰもあるが、大会の記録
も掲載した。会報送付は団体代表委
員に４部送り、追加希望は申し出る
システム。取材予算は国体・東日本
女子駅伝・全国都道府県男・女駅伝
が認められた。

東京陸協会報は100号になりました

100号記念座談会
　会報100号を記念して、これまでの会報発行にご尽力くださいました方々にお集まりいただき、座談会を行いまし
た。すでにお亡くなりになられた方、ご都合でご出席いただけなかった方もいらっしゃいましたが、下記の６名の皆
様がお集まりくださり、現広報部員３名と共に思い出話や今後の方向性等について意見交換を行いました。
　日　時　　平成25年１月24日（木）　15時00分～17時30分
　場　所　　東京陸協事務局　６階会議室
　出席者　　浅野光男　　鈴木義勝　　一木慶隆　　渡辺宣之
　　　　　　井口輝男　　大内邦彦　　　
　　　　　　（現広報部）　小松邦江　　長谷川博　　菊池昌久
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小松　邦江	 97号から担当。広報部は会報班と
ホームページ班に分かれ、ホーム
ぺージの充実にも取り組み、会報の
役割を再考。形式・体裁を変更し、
会員の仲間作りを意識した紙面づく
りとしてトピックスを取り上げ、写
真を多くした。

（２）会報作りでご苦労したことを聞きました
＊原稿が集まらない。東陸役員は忙しいためな
かなかご協力いただけない。代筆や、インタ
ビューをまとめることで体裁を整えることも
多々あった。ぎりぎりで原稿が出ないため、
仕方なく活字の大きさを変えたり行間を広げ
てスペースを埋めたこともある。
＊知人に「何でも良いから書いてくれ」と頼ん
で回った。しかし、有名人の文章でないと読
んでくれない。
＊広報担当者は顔が広くないと勤まらない。原
稿を頼んでも相手にされない。頼みにくい。
＊各号の全体の企画は大変。年間の計画はある
が、発行したらすぐ次の面割を考える。
＊広報部が独立していると情報収集が難しい。
本来は東陸の動きをよく把握している総務部
が編集するものではないか。初期は総務部内
の担当者が編集していた。　
＊印刷所との連携が大変。印刷所に出かけて打
ち合わせたこともある。せっかくだからと、
その場で次号の面割まですることもあった。
＊適当な写真がなければ、陸上競技社やベース
ボールマガジン社にお願いして提供してもら
うこともあった。
＊年６回発行するよう指示が出たことがある。
経費も労力も大変なこと。
＊これらの苦労は、担当したものでなければわ
からない。（一同　うなずく！）

（３）広告掲載についてはどのようなお考えですか
＊これまでの東陸会報では、裏表紙全面広告と
いうこともあった。
＊原稿が少なくて広告で埋めたことがある。
＊特集の「小掛照二が行く」で企業を取り上げ
たときは広告費をもらった。
＊財政面でも広告はあって良いと思う
＊他県の会報も広告を掲載しているところあり

（４）会報発送数は　送付先はどこまで
＊現在は各クラブ人数の25％の数を会の代表に
送付している。苦情は特になし
　その他、東陸役員・賛助会員・各都道府県陸
協・協力団体・東陸応援団体・記事執筆者・
写真提供者等に送付。その他各号ごとに検討
して団体・個人に発送している。　
＊会報をホームページに掲載しており、各自で
印刷できるようになっている。「もう送らな
くて良いのではないか」との声もある。
＊本来、会員全員に送るべきもの。費用がかか
るのであれば会費値上げを検討したらどう
か。
＊いくつかの登録団体で、送られたものを積み
上げている状況があったため、希望数調査を
したことがある。
＊定期購読希望者を募ったらどうか。その方に
は送料を負担してもらう。
＊会報の存在を知らない会員が多い。大会や審
判講習会で配布したらどうか

（５）今後、ＨＰとの共存はどうあるべきでしょうか
＊思い切って会報をなくしたらどうかとの意見
もある。
＊これまでの会報を全部残している。なくなる
と寂しい。
＊もらってすぐは見ないかもしれないが、５・
６年するとじっくり見る。
＊年３回では記事が古くなる。インターネット
でこまめに情報発信したほうがニュース性が
ある。
＊ＨＰを見ない方には紙で送ってあげなくては
いけない。
＊まだまだインターネットを見る人は少ない。
＊30代から50代の意見を汲み取れていないので
はないか。広い年齢層の意見を聞く必要あ
る。

座談会を終えて　　　　　　広報部長　小松邦江
　このように情熱を傾けて東京陸協の会報を作り
続けた皆さんのご苦労で100号まで継続すること
が出来ました。そして、この会報によって東京陸
協の会員がつながり、東京陸協の発展を支えてき
たのだと感じました。
　しかし、今大きな変化の時代を迎えています。
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正確な情報を早く多くの人が共有するにはどのような方法が良いのか。年齢や職業など様々な状況の違
う会員が、気持をひとつにして繋がるためのもっとも良い方法は何なのか。今の広報部に大きな課題が
投げかけられていることを強く感じる座談会でもありました。ご出席いただきました皆様、貴重なお話
をありがとうございました。

〔資料〕東京陸協会報の歴史概略
１９６６（昭和４１）年７月　会報創刊

永年の懸案であった会報を創刊。題字は、当時の会長・村木武夫氏揮毫によるも
の。表紙には日本陸上競技連盟の河野謙三会長からのお祝いメッセージが掲載さ
れています。Ｂ５判横書き白黒印刷。１部50円で販売されました。しかし、月刊
で翌年の３月に10号を発行したあと、あっけなく幕切れとなる。理由はわかりま
せん。復刊まで18年かかった。

１９８４（昭和５９）年　会報復刊　会報編集室長：梶原　玲
永田安之輔氏会長就任。梶原玲氏の尽力で総務部に会報編集室を設け、２月に復刊第１号となる11
号を発行。題字は永田安之輔会長揮毫。紙面は縦書きに変更。梶原氏は1995年2月の40号まで担当
した。
　「加入団体行事予定表」「競技会日程」等を付録として別刷りで作成したこともある。

１９９５（平成７）年　広報部設置　部長：北島正市　
２期４年の任期中10回（41号～50号）発行。この間、1997（平成９）年に田英夫氏会長就任。

１９９９（平成１１）年　部長：稲邑彰一
１期２年８回（51号～58号）発行　51号から題字は田英夫会長。

２００１（平成１３）年　「飛翔」と命名　部長：久保田克彦　
１期２年７回（59号～65号）発行　60号から紙面大幅改革　「飛翔」と命名、Ａ
４サイズ、全体を江戸紫のカラー化。縦書きページ・横書きページあり。

２００３（平成１５）年　緑色に変更　部長：淺野光男　
１期２年８回（66号～73号）発行　東京都旗のイチョウの色・緑系に変更。会員
に会報の存在が十分認知されていない状況から、配布希望数調査実施。　

２００５（平成１７）年　部長：稲邑彰一（再任）
１期２年８回（74号～81号）発行　小掛照二氏会長就任。年６回発行の指示あり　

２００７（平成１９）年　部長：宮岡芳久　　
１期２年11回（82号～90号，83－２号・85－２号））発行　国体特集号（83－２
号）作成

２００９（平成２１）年　東陸マーク多色刷　部長：井口輝男　
１期２年６回（91号～96号）発行　　　

２０１１（平成２３）年　紙面リニューアル　部長：小松邦江　
97号から担当　現在に至る。白黒・Ａ４横書き・左綴じ、レイアウト・用紙・活
字サイズ等変更

　東京陸協会報が100号に達した記念として、創刊号から100号までのすべての紙面をデータ化しまし

た。この取り組みを行うにあたり、元広報部長の北島正市氏から、全巻整理・保管していた会報をお

借りできましたことで実現いたしました。今後、この貴重なデータをどのような方法で皆様にご覧い

ただくか検討中です。東京陸協の取り組みの歴史、東京の選手が活躍してきた様子など興味ある記事

が満載です。多くの方にご覧いただきたいと思っています。

東京陸協会報のすべてをデータ化しました

創刊号

60号

97号
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平成25年度　主要競技会日程
期　　　　日 競　技　会　名 競　技　場・競　走　路

東
京
陸
上
競
技
協
会
主
催

４月20日（土）・21日（日） 第76回東京陸上競技選手権大会
兼国体代表選手選考会 味の素スタジアム（東京）

６月30日（日） 第29回
全国小学生陸上競技交流大会東京都予選会

駒沢オリンピック公園総合運動
場陸上競技場

７月15日（月・祝） 第68回国体代表選手選考会 駒沢オリンピック公園総合運動
場陸上競技場

９月８日（土）・９日（日） 第24回東京ジュニア陸上競技大会
兼第44回ジュニアオリンピック選手選考会 江東区夢の島競技場

10月27日（日） 第53回東京女子陸上競技大会 駒沢オリンピック公園総合運動
場陸上競技場

１月１日（火） 第62回元旦競歩大会
兼第76回東京陸上競技選手権大会（競歩）

神宮外苑・絵画館２０ｋ競歩路
コース

国
際
大
会
・
日
本
陸
連
主
催

５月５日（日・祝） セイコーゴールデングランプリ2013 国立霞ヶ丘競技場（東京）

６月７日（金）～９日（日） 第97回日本陸上競技選手権大会 味の素スタジアム（東京）

７月30日（火）
　　　　　～８月４日（土） 第66回全国高校陸上競技対校選手権大会 大分銀行ドーム（大分）

８月10日（土）～18日（日） 第14回世界陸上競技選手権 モスクワ（ロシア）

８月19日（月）～22日（木） 第40回全国中学校陸上競技選手権大会 瑞穂（愛知）

８月23日（金）・24日（土） 第28回全国小学生陸上競技交流大会 日産スタジアム（神奈川）

10月４日（金）～８日（火） 第68回国民体育大会 味の素スタジアム（東京）

１月12日（日） 皇后盃第32回都道府県対抗女子駅伝競走大会 京都

１月19日（日） 天皇盃第19回都道府県対抗男子駅伝競走大会 広島

２月23日（日） 東京マラソン2014 東京

実
業
団
・
学
連
・
マ
ス
タ
ー
ズ
主
催

５月18（土）・19日（日）
　・25（土）・26日（日） 第92回関東学生陸上競技対校選手権大会 18・19国立霞ヶ丘競技場（東京）

25・26日産スタジアム（神奈川）

９月６日（金）～８日（日） 第81回日本学生陸上競技対校選手権大会 国立霞ヶ丘競技場（東京）

９月６日（金）～８日（日） 第34回全日本マスターズ陸上競技大会 佐賀（佐賀）

９月20日（金）～22日（日） 第61回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会 熊谷（埼玉）

10月27日（日） 第31回全日本大学女子駅伝対校選手権大会 仙台市（宮城）

11月３日（日） 秩父宮賜杯
第45回全日本大学駅伝対校選手権大会

名古屋（愛知）
　　　　　　～伊勢（三重）

12月15日（日） 第33回全日本実業団女子対抗駅伝競走大会 松島～仙台（宮城）

１月１日（祝・火） 第58回全日本実業団対抗駅伝競走大会 前橋市（群馬）

１月２日（木）・３日（金） 第90回東京箱根間往復駅伝競走大会 東京・神奈川

　　　　　　　　　＊11月10日（日）　第29回東日本女子駅伝競走　福島市（福島）
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公益財団法人化に向けた準備状況
新公益法人移行準備委員会委員長
総務部長　　　　　　　有澤政雄

１　合併承認の臨時総会開催

　⑴　期　日　平成24年12月22日
　⑵　会　場　立正大学
　⑶　出席者　登録代表者数401名に対し、出席者数　288名（出席者87名　表決票提出者201名）
　⑷　議　題　一般社団法人東京陸上競技協会と一般財団法人東京陸上競技財団との吸収合併
　⑸　資　料　　①合併契約書（写し）　　②合併後の定款（案）、
　　　　　　　　③役員選出規程（案）　　④加入団体連絡協議会規程（案）
　⑹　内　容
　　ア　一般社団法人となるまでの経緯について説明
　　　　昭和10年　　　東京陸上競技協会として組織化される
　　　　昭和48年２月　財団法人設立の構想が打ち出され、基金積立を行う。しかし、設立時の基本財	

　　　　産が高額のため断念
　　　　平成７年４月　社団法人東京陸上競技協会を設立
　　　　平成20年12月　公益法人関連三法施行　新たな公益法人制度スタート
　　　　平成24年４月　一般社団法人に移行
　　イ　公益財団法人への取り組みについて説明

法律改正時から公益財団法人移行の道を模索。一般社団法人と一般財団法人の合併が可能と
なったことから、平成24年8月に一般財団法人東京陸上競技財団の設立登記を済ませた。公益
認定が先か、合併が先か議論をする中で、監督官庁の指導により合併を先にすることとした。
合併後の定款（案）・諸規定（案）について説明が行われた。

　　ウ　質疑応答
　　エ　合併が承認され、下記が決定
　　　⑴　吸収合併後の新団体名は一般財団法人東京陸上競技協会とする	
　　　⑵　臨時総会での合併承認後、必要な手続きを行う。
　　　⑶　平成25年４月１日から一般財団法人東京陸上競技協会として活動を開始する。その後公益認

定の申請を行い、公益財団法人東京陸上競技協会を誕生させる。

２　役員推薦ブロック別打ち合せ

　新しい「役員選出規程」によるブロックは次ページ上の表のとおりである。臨時総会で「新制度に
よる25・26年度の役員選出について、会場、日時等の段取りを執行部で行ってほしい」との要望があ
り、執行部（総務部）が準備した推薦ブロック別の打ち合わせ会が、平成25年２月18日のＡブロック
から開始された。各ブロックとも評議員、理事推薦候補者の選出が行われ、すべてのブロックから候
補者が出揃った。
　なお、学識経験者枠の評議員・理事候補者は、選考委員会を経て打ち合わせ会開催前に氏名が公表
された。
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評議員、理事、監事推薦ブロックと推薦数
推薦ブロック 内　　訳 評議員 理事 監事
Aブロック 千代田、（中央）、港、新宿、文京、大島 1 1
Bブロック 台東、墨田、江東、荒川、足立、葛飾、江戸川 1 1
Cブロック 品川、目黒、大田、世田谷、渋谷、（中野） 1 1
Dブロック 杉並、豊島、北、板橋、練馬 1 1

Eブロック
立川、武蔵野、三鷹、府中、調布、（国分寺）、国
立、狛江、小金井、小平、東村山、（東大和）、（清
瀬）、東久留米、武蔵村山、西東京

1 2

Fブロック
八王子、青梅、町田、日野、福生、多摩、稲城、
西多摩郡、あきる野、昭島

1 2

Gブロック 職域・一般 2 4
Hブロック 中体連（1）、高体連（1）、関東学連（1） 1 3

（小						計） 9 15
Jブロック 学識経験者 8 12 2

合										計 17 27 2
定款による規定 15－20人 20－30人 2人

３　加入団体連絡協議会開催
　⑴　期　日　平成25年２月26日（火）
　⑵　会　場　立正大学
　⑶　出席者　92名（東京陸協各加入団体から１名の出席を案内）
　⑷　説明・連絡内容
　　ア　平成25年度事業運営について
　　イ　平成25年度事業計画について
　　ウ　平成25年度予算編成の基本的な考え方

〔参考〕一般社団法人から一般財団法人（平成25年４月１日～）に移行後の東京陸協運営上の変更点
１　役員選出方法
　　　　「一般財団」では、日本陸連、都体協の選出方法に準拠して選出する。

役員名 選出基準 一般社団 一般財団
1

理事

選挙による選出 15名

21名

――

27名2 ブロック推薦 ―― 15名
3 会長候補 1名 ――
4 学識経験者 5名 12名
5 連絡理事 協力団体による推薦 5名 ――
6 監事 学識経験者 2名 2名
7 評議員 ブロック推薦 ―― 9名 17名8 学識経験者 ―― 8名

２　会議のあり方
会　　議 一般社団 一般財団

1 総会（社員） 最高決議機関 なし
2 評議員会 なし 最高決議機関
3 理事会 業務の企画立案・実行 業務の企画立案・実行
4 加入団体連絡協議会 なし 総会に代わり交換の場
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東京国体・日本選手権実行委員会
　いよいよ東京国体・日本選手権開催の年となりました。平成21年４月に「東京国体・日本選手権対
策委員会」発足。平成23年５月に「準備室」となり、事務局が設置されました。平成24年11月、「準
備室」は「実行委員会」となり、３月14日には４回目の会議が開かれました。
　＊委員と担当任務
　　　　〔委員長〕　　鈴木　存
　　　　〔副委員長〕　和中信男
　　　　〔総務関係責任者〕有澤政雄
　　　　〔総務・企画〕有澤政雄　　〔設備・備品〕貫井勝之　　〔医務・ドーピング〕有澤政雄
　　　　〔報道・広報〕石上敬久　　〔プロトコール〕小松邦江　　〔表彰・式典〕小松邦江
　　　　〔宿泊・輸送〕中野　浩　　　〔庶務・会計〕野澤恒雄・下田智久
　　　　〔競技運営関係責任者〕川島康男
　　　　〔審判〕中野人志・潮田和男・鈴木一弘　　　〔競技〕川島康男・大野弘・田中右一
　　　　〔記録・情報処理〕関根春幸・川島康男　　　〔施設用器具〕平塚和則・山口賢司

東京国体必勝委員会
　これまで「準備室」の中に位置づけられていた「強化推進委員会」は、平成24年11月に独立して
「東京国体必勝委員会」となりました。大村邦英委員長以下、特別委員を加えた20名で構成され「東
京チーム優勝」目指し、取り組んでいます。
　※委員名簿
　〔委 員 長〕　大村邦英（東京高校教員）　
　〔副委員長〕　下山良成（あきる野西中教員）　遠藤道男（白梅学園高校教員）
　〔委　　員〕　中村孝生（エスビー食品）長距離　　　　　井部誠一（日本大学職員）短距離
　　　　　　　小林隆雄（東京高校教員）投擲　　　　　　倉持昇一（打越中学校教員）短距離
　　　　　　　西川路健児（本郷高校教員）短距離　　　　鈴木茂雄（日本女子体育大学コーチ）競歩
　　　　　　　千野達也（保善高校教員）投擲　　　　　　征矢範子（筑波大付属高校教員）跳躍
　　　　　　　橋口広忠（大妻多摩大付属校教員）跳躍　　渡辺大輔（八王子高校教員）跳躍
　　　　　　　野村智宏（岩倉高校教員）跳躍　　　　　　小林直恵（東京高校コーチ）短距離障害
　　　　　　　山村貴彦（城西大学付属校教員）短距離　　下平芳弘（白梅学園高校教員）中距離
　　　　　　　粟屋澄江（東京ラビッツクラブ）短距離・障害
　〔特別委員〕　馬場　孝（東京陸協副会長）　川島康男（日本工大駒場高校教員）

※強化事業計画
２月17日（日）　　　　　　強化練習会　ナショナルトレーニングセンター陸上トレーニング場
３月27日（水）～28日（木）選抜強化合宿　	味の素スタジアム西競技場
７月22日（月）　　　　　　強化練習会　味の素スタジアム西競技場
８月18日（月）～19日（火）国体強化合宿	ナショナルトレーニングセンター陸上トレーニング場
８月29日（木）　　　　　　国体強化練習　	味の素スタジアム西競技場
８月27日（火）～31日（土）アジアインターシティ香港大会（15名派遣予定）
９月７日（土）～８日（日）国体合宿・ドーピング講習　	味の素スタジアム西競技場
９月18日（金）～29日（土）国体開会式　　味の素スタジアム
　　　　　　　　　　　　　　国体調整練習　日大グラウンド

第68回国民体育大会・第97回日本選手権大会に向けて
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東京国体への期待と夢
東京国体必勝委員会
委員長　大村　邦英

　「東京の総合優勝！」を目標に、残り７ヶ月に全てを賭けたい。岐阜国体の戦いが
終わり、われわれの委員会は「東京国体必勝委員会」と改名された。名称の如く、東
京陸上競技協会に優勝をもたらさなければならない。
　今の東京チ－ムに足りないところは、スタッフ・選手のチ－ムワークである。全員
が一丸となって「何が何でも勝つ！やってやる！」と必死に思わなければ高得点は取
れない。このスローガンを掲げて、沖縄合宿では過去にない成年チームの結束を作り上げた。そして、
少年たちに、成年チームから「頑張る
勇気・勝てる秘訣」を学ばせた。１月
の沖縄合宿（右写真）、２月の強化練習
会では、成年たちが全体をリードした。
今までにないいい形の練習となり、手
ごたえを感じた。
　スタッフは実績のある指導者を選考
し、充実した組織となった。指導状況
にも変化が現れ、競技力向上が大いに
期待でき、29人の選手選考に頭を抱えそうな気がしている。
　成年男子は、世界に羽ばたいた800ｍ横田真人（富士通）、110ｍＨの

八幡賢司（モンテローザ）・走高跳の
醍醐直幸（富士通）・走幅跳の猿山力
也（モンテローザ）に優勝の期待がか
かる。男子リレーも川面聡太（ミズ
ノ）・女部田亮（中央大）と役者がそ
ろい、優勝を望めるメンバーである。
少年男子は、走幅跳の間中太亮（日大
豊山高）、三段跳の内山佳祐（東京高）、
砲丸投の安藤夢（東京高）のフィール
ド陣が全国級である。
　成年女子は、室内陸上60ｍで土井
杏南についで２位に入り好タイムを
マークしたルーキーの藤森安奈（東京
高）と100ｍインカレ２位の坂内陸（東京女子体育大）を中心とし
たリレーが面白い。400ｍＨの西野愛梨（東京学芸大）、走高跳の
井上七海（東京学芸大）も活躍が期待される。
　高校生は男子以上に女子の活躍が楽しみである。短距離100ｍの
高森真帆（東京高）、400ｍ利藤野乃花（白梅学園高）、中・長距離

では卜部蘭（白梅学園高）・谷萩史歩（八王子高）が中心になるかと思われる。今後の強化の取り組み
で、男子の競歩やジュニアオリンピックで優勝した走高跳などに国体入賞が見えてくる。
　2013年が楽しみになってきた。10月に大きな期待と夢をかけたい。皆様、応援をよろしくお願いい
たします。

横田　真人 八幡　賢司

岐阜国体で活躍した選手

川面聡太(左) 女部田亮(右)

卜部　蘭 利藤野乃花
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都道府県対抗駅伝競走大会総括

常勝東京をメイクする

　駅伝プロジェクトを立ち上げて７回目の都道府県対
抗駅伝競走大会・・・。男子は、二年連続の「準
優勝」、女子は堂々の「第８位」、男女共に東京都
新記録という結果を残しました。中村孝生監督就任時
の「三ヶ年計画」は、ここに大きな成果を結んだと思
います。
　「2013年、東京が開催する国体の年に、男女都道
府県対抗駅伝競走大会で優勝して、その勢いを東京
に持ってこよう」という監督の熱い情熱がスタッフ一同
の心を動かし、かつ選手一人ひとりの走りを引き出した
ことは言うまでもありませんが、「心が宿ったチーム」を
育んだということが何より大きな収穫だったと思います。
この強い監督の決意が、年を追ってプラスのスパイラ
ル拡大を巻き起こしました。

　今回の成果を導いた大きな理由
は、三年後を見据えた実業団や選
手への呼び掛けをはじめ、中・高体
連の強化育成という具体的な準備を
ベースに、選手選考基準の精査や
スタッフ会議の充実を図る等の数々のきめ細やかな準
備を粛 と々重ねたことにあり、そして、コーチングスタッ
フの研ぎ澄ました指導と細やかなサポートだったと思い
ます。３年の経緯は、東京にとって一番大事なことは、
たまたまではなく、結果をポジティブにメイクしたというこ
とにあります。競技がこの先も続く中で、常勝東京チー
ムにとって、この「三ヶ年計画」は大きな礎になること
でしょう。

　　　　　　都道府県駅伝東京都選手団団長 
東京陸協理事　強化部長　水木　学

皇后盃  第31回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会（京都）

2013．1．13

第８位入賞、２時間18分19秒は過去最高タイム
　１月11日、東京駅に集まった東京都代表の精鋭は
馬場副会長から激励の言葉を受け、京都へ向け出
発。　すでに、事前合宿での成果を安養寺監督は
高い評価をしていた。選手に聞いても「いままでやっ
てきたことを出すだけ、頑張ります。」とリラックスムード。
試合前日の開会式では、主将の五十嶺綾（資生堂）
選手が「思いの込められたタスキを元気な走りで繋ぎ
ます。」と宣誓。河野陸連会長からタスキが渡された。
　宿舎では、京都都人会の池坊保子会長の激励を
受け、夕食後のミーティングでは、水木団長、安養寺
監督そして藤本コーチから「自分を信じて、しっかり
走ろう。」とエールが送られた。
　監督の右手が引き当てた１列目５番のスタート位置
は「運」を引き寄せるスタートだったのかも知れない。
定刻、ピストルが鳴ると選手は一団となって競技場か
ら市内へ、途中経過を見守りながら、終盤競技場へ。
８番目でトラックを回る垣見優佳（第一生命）選手に
声援を送るスタッフの顔には喜びの笑顔が漂っていた。
　９年ぶりに表彰式に臨んだ東京都チームの選手達
に、会場から温かい拍手が贈られた。

競技場をスタートする選手（右から４番目が谷萩選手）
選
手
宣
誓
を
行
っ
た

五
十
嶺
選
手

◎女子駅伝東京都チームのメンバー
　監督　安養寺　俊　隆（資生堂）
　１区　谷　萩　史　歩（八王子高）
　２区　日　高　侑　紀（三井住友海上）
　３区　佐　藤　みな実（足立十一中）
　４区　大　槻　みちる（第一生命）
　５区　五十嵐　　　綾（資生堂）
　６区　卜　部　　　蘭（白梅学園高）
　７区　唐　沢　ゆ　り（上水高）
　８区　山　口　いずみ（東山中）
　９区　垣　見　優　佳（第一生命）

表彰式に臨んだ東京都選手団
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天皇盃  第18回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会（広島）

2013．1．20

　「しっかりと自分の仕事をやって欲しい。吉報
を待ってます。」東京駅で馬場副会長は東京都選
手団を送りだした。中村孝生監督は「３年計画の
３年目、勝てるチーム作りをしてきた。チーム
の雰囲気も上昇している。結果は必ず付いてく
る。」と語って出発した。開会式の行われた広島
市の国際会議場は熱気と、目に見えない火花が
散っているように思えた。選手宣誓を行った打越

雄允（國學院久我山
高）選手は「都道府県
の代表として、チーム
の名誉のため全身全霊
で走りぬくことを誓
い ま す。」「Everyone	

in	 Japan.	Yes,	we	can	do	 it,	 So	Let’go	 for	 it	
together.」（がんばろう日本）と英語をまじえて
宣誓をすると会場からどよめきが上がった。
　監督・コーチが言い続けてきた「１秒を大切
に」「東京の誇りと自覚を持て」「自分のやってき
たことを出せ」この思いがタスキにしっかりと沁
み込んでいた。最終区で上野裕一郎（エスビー食
品）選手の猛追むなしく２位の結果となったが、
初めて２時間20分の壁を破り２時間19分56秒、そ
して、３区大迫傑（早稲田大）選手と５区武田凛
太郎（早稲田実高）選手の区間賞獲得、さらに大
迫選手にあっては、一般の優秀選手に選ばれ、内
容のある準優勝だった。
　このあと、広島都人会との交流会に出席させて
いただき、安達会長はじめ多くの方々からお祝い
のお言葉をいただいた。

◎男子駅伝東京都チームのメンバー
監督　中村　孝生（エスビー食品）
１区　打越　雄允（國學院久我山高）
２区　斉藤　寛明（足立九中）
３区　大迫　　傑（早稲田大）
４区　稲毛　悠太（東京実高）
５区　武田凛太郎（早稲田実高）
６区　小室　　翼（銀座中）
７区　上野裕一郎（エスビー食品）

「ひろしま男子駅伝」スタート風景

表彰台にあがった東京都選手

広島県都人会のみなさんとの交流会

武田凛太郎選手大迫　傑選手

《２年連続準優勝　2時間20分の壁破る》

選手宣誓を行う打越選手
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◀

男子２０ｋｍのスタート

第24回東京ジュニア陸上競技大会 2012.９.８～９
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

第52回東京女子陸上競技大会 （東京レディース陸上2012）2012.10.28
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

第61回元旦競歩 （兼第75回東京選手権競歩）2013.１.１
TOKYO ATHLETICS ASSOCIATION

　９月とはいえ、まだ暑さが残る江東区夢の島競
技場で２日間にわたり、ジュニアオリンピック
（９月26～28日横浜）選考を兼ねて開催されまし
た。追風参考ながら10秒78をマークした小池真郁
（國學院久我山中）選手や、７月に100ｍと200ｍ

で今年度全国中学
最高タイムを樹立
した大嶋健太（中
村中）選手の活躍
が目立ちました。
女子3000ｍでは、

佐藤みな実（足立十一中）選手が充実した走りを
見せていました。

　秋の小雨降るなか、駒沢公園競
技場で開催されました。「ピンクリ
ボン支援活動」も定着し、競技役
員の胸にはリボンが着けられ、啓
蒙活動も合わせて実施されました。

大会を前に女
性審判員の資
質向上や競技運営など中野審
判部長の講義を交えて、研修
会を開催し、この認識をもと
に充実した女性審判員の活動
推進に努めていました。

　年明け恒例の元旦競歩が明治神
宮外苑絵画館周回コースで行われ
ました。男子20kmでは、ロンド
ンオリンピック代表の西塔拓己
（東洋大）選手が１時間23分41秒

で昨年に続き連
覇を達成。女子
10kmでは、同
じくロンドンオ
リンピック代表
の大利久美（富
士通）選手が44

分45秒で７連覇を果たしました。
例年この大会を支援してくださっ
ている津田昭彦氏も早朝からレー
スを観戦し、表彰式では、各部門
の優勝者へ「津田直彦賞」の贈呈
を行ってくださいました。

▶
女
子
１
０
㎞
で
優
勝
の
大
利
久
美
（
富
士
通
）

◀
男
子
２
０
㎞
で
優
勝
の
西
搭
拓
己
（
東
洋
大
）

▲レースを観戦する津田昭彦氏
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◆第67回　国民体育大会（岐阜・長良川）10/5～9	 	
成年男子800m	 1	 横田　真人	 富士通	 1.48.28	 （大会新）
少年男子800m	 1	 三武　　潤	 城西大城西	 1.50.29	
	 	 	 	 	
◆第20回　世界ハーフマラソン（ブルガリア・カヴァルナ）10/6
男子	 29	 宇賀地　強	 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ	 1.04.49	
女子	 8	 田中　智美	 第一生命	 1.11.09	
	 	 	 	 	
◆第49回　全日本競歩高畠（山形・高畠町）　10/28
男子50km	 2	 明石　　顕	 東大クラブ	 3.56.46	
	 3	 樋熊　敬史	 陸歩クラブ	 4.01.24	
女子20km	 3	 道口　　愛	 国士舘大学	 1.39.32	
	 	 	 	 	
◆2012　シカゴマラソン（アメリカ・シカゴ）　10/7	 	
男子	 17	 門田　浩樹	 カネボウ	 2.13.39	
	 	 	 	 	
◆第28回　日本ジュニア（愛知･瑞穂）　10/19～21	
男ジュニア800m	 1	 三武　　潤	 城西大城西	 1.51.95	
女ユース　800m	 2	 卜部　　蘭	 白梅学園	 2.09.33	
	 	 	 	 	
◆第43回　ジュニアオリンピック（神奈川・日産）10/26～28	
男A）100m　	 1	 小池　真郁	 國學院久我山	 10.97	 （-1.0）
	 2	 大嶋　健太	 中村	 11.01	 （-1.0）
男A）走高跳	 1	 平塚　玄空	 浅草	 1m98	
女A）砲丸投	 3	 坂本　早映	 戸板	 11m63	
女B）100mH	 2	 八尋はるか	 KMC陸上ク	 14.64	 （-0.7）
	 	 	 	 	
◆第30回　全日本大学女子駅伝（宮城・仙台市　6区間38.6km）　10/28
	 3	 筑　波　大	 	 2.07.41	
	 	 	 	 	
◆第63回　全国高校駅伝東京都予選（荒川区　7区間42.195km）　11/3
	 1	 東京実業	 	 2.09.59	
	 2	 國學院久我山	 	 2.10.23	
	 3	 拓殖大一	 	 2.11.22	
	 	 	 	 	
◆第24回　全国高校女子駅伝東京都予選（荒川区　5区間21.0975km）　11/3
	 1	 八王子	 	 1.11.42	
	 2	 順天	 	 1.12.56	
	 3	 上水	 	 1.13.49	
	 	 	 	 	
◆第53回　東日本実業団駅伝（埼玉県内　7区間77.5km）　11/3	
	 1	 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ	 	 3.47.57	
	 2	 日清食品グ	 	 3.48.42	
	 4	 JR東日本	 	 3.49.21	
	 5	 カネボウ	 	 3.50.02	
	 	 	 	 	
◆第23回　東日本実業団女子駅伝（埼玉県内　6区間42.195km）　11/3
	 2	 第一生命	 	 2.19.25	
	 4	 三井住友海上	 	 2.21.55	
	 8	 資生堂	 	 2.24.21	
	 10	 ホクレン	 	 2.24.59	
	 	 	 	 	
◆第44回　全日本大学駅伝（熱田神宮~伊勢神宮8区間106.8km）　11/4
	 1	 駒　沢　大	 	 5.12.43	 （大会新）
	 2	 東　洋　大	 	 5.13.32	
	 3	 早稲田大	 	 5.15.08	
	 	 	 	 	
◆第28回　東日本女子駅伝（福島・信夫ヶ丘　9区間42.195km）　11/11
	 3	 東京都	 	 2.18.29	
	 	 	 	 	
◆第4回　横浜国際女子マラソン（神奈川・山下公園）　11/18	 	
	 8	 赤羽有紀子	 ホクレン	 2.31.43	
	 	 	 	 	
◆第65回　東京都中学校駅伝（武蔵野の森）　11/18	 	
男（6区間18km）	 1	 東山	 	 59.28	
	 2	 早稲田実	 	 1.01.04	
	 3	 二之江	 	 1.01.11	
	 4	 巣鴨	 	 1.01.13	
女（5区間12km）	 1	 東山	 	 43.25	
	 2	 渕江	 	 44.22	
	 3	 足立十四	 	 44.39	
	 4	 甲ノ原	 	 44.42	
	 	 	 	 	
◆第63回　全国高校駅伝関東地区（茨城・ひたちなか市7区間42.195km）　11/24
	 12	 拓殖大一	 	 2.09.15	
	 15	 東京実業	 	 2.09.19	
	 26	 國學院久我山	 	 2.10.44	
	 35	 大東大一	 	 2.14.06	
	 	 	 	 	
◆第24回　全国高校女子駅伝関東地区（茨城・ひたちなか5区間21.0975km）　11/24
	 5	 八王子	 	 1.10.10	
	 9	 順天	 	 1.10.52	
	 18	 上水	 	 1.13.00	
	 32	 若葉総合	 	 1.15.38

◆第66回　福岡国際マラソン（福岡・平和台）　12/2
	 4	 藤原　　新	 ミキハウス	 2.09.31	
	 	 	 	 	
◆第21回　全国中学校関東地区駅伝（茨城・笠松運動公園）　12/2
男子（6区間30.785km）	18	 東山	 	 58.24	
	 31	 早稲田実業	 	 1.01.08	
	 32	 巣鴨	 	 1.01.14	
	 33	 二之江	 	 1.01.18	
女子（5区間12.44km）	 19	 東山	 	 43.49	
	 27	 甲ノ原	 	 45.29	
	 30	 渕江	 	 45.41	
	 31	 足立十四	 	 46.53	
	 	 	 	 	
◆奈良マラソン2012（奈良・奈良市鴻ノ池）　12/10	 	
女子	 3	 稲見　真己	 AC	KITA	 2.47.48	 （大会新）
	 	 	 	 	
◆第20回　全国中学校駅伝（山口・セミナパーク）	 12/16	 	
男子（6区間18km）	 17	 東山	 	 58.18	
女子（5区間12km）	 21	 東山	 	 42.56	
	 	 	 	 	
◆第32回　全日本実業団女子駅伝（宮城・仙台市）6区間42.195km　12/16
	 3	 第一生命	 	 2.18.29	
	 	 	 	 	
◆第43回　防府読売マラソン（山口・防府市）　12/16	 	
	 4	 徳本　一善	 モンテローザ	 2.14.48	 （濱村杯受賞）
	 	 	 	 	
◆第63回　全国高校駅伝　（京都・西京極）　12/23	 	 	
（7区間42.195km）	 31	 東京実業	 	 2.10.22	
	 	 	 	 	
◆第24回　全国高校女子駅伝　（京都・西京極）　12/23	 	
（5区間21.0975km）	 21	 八王子	 	 1.10.50	
	 	 	 	 	
◆第57回　全日本実業団駅伝（群馬・群馬県庁）7区間100km　1/1	
	 1	 コニカミノルタ	 4.51.32	
	 3	 カネボウ	 	 4.55.25	
	 	 	 	 	
◆第89回　東京箱根間往復大学駅伝（東京・神奈川）10区間217.9km　1/2～3
	 1	 日本体育大	 	 11.13.26	
	 2	 東洋大	 	 11.18.20	
	 3	 駒沢大	 	 11.19.23	
	 	 	 	 	
◆皇后盃　第31回都道府県対抗女子駅伝（京都・西京極）9区間42.1095㎞　1/13
	 8	 東京都	 	 2.18.19	
	 	 	 	 	
◆天皇盃　第18回都道府県対抗男子駅伝（広島・広島市）7区間48㎞　1/20	
	 2	 東京都	 	 2.19.56	
	 	 	 	 	
◆第32回　大阪国際女子マラソン（大阪・長居）　1/27	 	
	 8	 渋井　陽子	 三井住友海上	 2.32.41	
	 	 	 	 	
◆2013日本ジュニア室内陸上（大阪・大阪城）　2/2～3	 	
男子ｼﾞｭﾆｱ　1500m	 5	 菊地　聡之	 岩倉高	 4.01.63	
男子ｼﾞｭﾆｱ　走幅跳	 5	 間中　太亮	 日大豊山高	 7m01	
中学男子　60m	 2	 後藤　出帆	 立石	 7.09	
中学男子　800m	 3	 栗田　寛樹	 巣鴨	 2.00.46	
女子ｼﾞｭﾆｱ　60m	 2	 藤森　安奈	 東京	 7.49	
女子ｼﾞｭﾆｱ　60m	 5	 高森　真帆	 東京	 7.66	
	 	 	 	 	
◆第62回　別府大分マラソン（大分・大分市）　2/3	 	
女子	 4	 金子　美雪	 AC　KITA	 2.56.44	
女子	 8	 大庭　知子	 霞が丘AC	 3.01.25	
	 	 	 	 	
◆第67回　丸亀ハーフマラソン（香川・丸亀市）　2/3	 	
男子	 3	 宇賀地　強	 コニカミノルタ	 1.01.16	
女子	 4	 松見早希子	 第一生命	 1.10.10	
	 	 	 	 	
◆第53回　唐津10マイルロードレース（佐賀・唐津市）　2/10	 	
	 1	 上野裕一郎	 エスビー食品	 46.56	
	 	 	 	 	
◆第51回　延岡西日本マラソン（宮崎・延岡市）　2/10	 	
	 2	 黒﨑　拓克	 コニカミノルタ	 2.12.22	
	 	 	 	 	
◆第96回日本選手権20km競歩（兵庫・神戸市）　　2/17	 	
男子	 6	 藤澤　　勇	 ALSOK	 1.20.50	
女子	 5	 道口　　愛	 コモディイイダ	 1.35.39	
	 	 	 	 	
◆第47回青梅マラソン（東京・青梅市）　2/17	 	 	
男子30km	 1	 伊藤　正樹	 コニカミノルタ	 1.30.21	 （大会新）
女子30km	 3	 橋本　和美	 ホクレン	 1.49.19	
男子40歳以上30km	 1	 実井謙二郎	 日清食品ｸﾞﾙｰﾌﾟ	 1.40.00	 （大会新）
男子高校10km	 1	 茂木圭次郎	 拓大一	 30.36	
女子高校10km	 1	 谷萩　史歩	 八王子	 33.22	 （大会新）
	 	 	 	 	
◆東京マラソン2013（東京・東京）　2/24	 	 	
女子	 5	 尾崎　好美	 第一生命	 2.28.30	

主　　な　　競　　技　　会　　の　　結　　果
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渋谷区陸協　　２０１２．８．２６
▼味の素スタジアム西競技場の感触は

　夏の陽ざしが強い味の素スタ
ジアム西競技場で渋谷区陸協主
催の競技会が、 陸協５０周年記
念事業の一環として開催された。
地域陸協としては初の使用となる

この競技場の真新しさに新鮮さを感じた。（写真：
野末雅文会長）

新宿区陸協　　２０１２．９．１６
▼区民とのコミニュケーションを大切に

　年間計画として、 障害者ス
ポーツの促進、 シューズメーカ
―とコラボしたスポーツレク、 国
立競技場を使っての本格的競技
会と３つの柱を立て、コミニュケー

ションを図っている。（写真：島村雅之会長）
　新宿区内を走るシティマラソンや国立競技場で
の競技会もその一環。

葛飾区陸協　　２０１２．９．１６
▼奥戸天祖神社は葛飾区総合競技場の護神
　奥戸天祖神社に隣接した競技場は第4種公認
競技場に改修された。評判、条件の良い競技場

と地域に親しまれてい
る。 陸上競技への理
解を深めようとの地域と
密着した種目の導入も
積極的に進めている。

江東区陸協　　２０１２．１１．２５　
▼「潮風に乗って走ろう」　　
　江東シーサイドマラソンも３２回目を迎えた。三
つ目通りや明治通りといった幹線道路、昨年開通

したゲートブリッジ付近と、まさ
に潮風を身体いっぱい浴びて走
るコースで行われた。 表彰状が
木場の木材を使ったものとしても
有名。（写真：河野陽一選手）

八王子市陸協　　２０１３．２．１０
▼八王子夢街道駅伝に一役
　第６３回全関東八王
子夢街道駅伝競走は、
八王子駅前をスタート
し、 市内を巡回して南
多摩高校へ戻るコース
で開催された。 今年は
大会名称を焼印した地
元つるや製菓の「都ま

んじゅう」の販売もあり
「楽しみのひとつに加
えていただければ」と、
店長の山本さんも張り
切っていた。

青梅市陸協　　２０１３．２．１７
▼春の青梅路を２万人が走る「青梅マラソン」
　青梅市の人口が一気に膨れあがったこの日、
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快晴のなかで大会は１０㎞と
３０kmに分れスタート。 ス
ターターは、 北京、 ロンド

ン五輪の競泳メダリスト「松田丈志」さん（写
真左）が務めた。３０㎞では伊藤正樹（コニカミ
ノルタ）選手が１時間３０分２１秒で優勝、３３年
ぶりの大会新。 高校女子１０㎞では、 谷萩史歩

（八王子高）選手が３３分２２秒の２年連続大会
新で栄冠を手にした。

東京マスターズ陸上連盟　２０１２．１１．１１
▼駅伝競走とロードレースに健脚を競う
　日本マスターズ陸
上競技連合は第２５回
全国駅伝と第１回ロー
ドレースを武蔵野の森
で開催した。 駅伝に
は４８チームが参加。

ロード
レース 
では、９０歳の林潤太郎さん（写
真左）も大きな声援にこたえ見事
５kmを完走した。

▼第４０回関東中学校陸上競技大会　　　　　 
東京都が初の総合優勝

　２０１２．８．９～１０　群馬県前橋市

▼東京マラソン　ワールドマラソンメジャーズに
加わる　２０１３．２．２４

　雲ひとつない青空が
３６０００人のランナー
を迎えてくれた「東京
マラソン」 も７回目と
なった。 スターターは
猪瀬東京都知事。 今

年 か ら、 ボ スト
ン、 ロンドン、 ベ
ルリン、 シカゴ、
ニューヨークが組
織するワールドマラ
ソンメジャーズに

加わり、 世界のトップ選手も出場。 東京から世
界へ発信するすばらしい大会となった。

▼櫻井孝次氏、 東京マラソン財団理事長に就任
　東京マラソン財団は、 理事会の承認をもって
東陸会員の櫻井孝次氏を新理事長に選出した。
　　　　　　　【櫻井孝次氏の略歴】　

１９３６年生（７６歳）東京都出
身　早稲田大学卒、 日立製作
所入社、 メルボルン、 ローマ、
東京五輪の三段跳びに出場。Ｊ
ＯＣ理事、 日本陸連専務理事、
同副会長などを歴任

▼ゴールデングランプリ２０１３　　　　　　 
東京開催決定

　５月５日（日・祝）国立競
技場で開催することが決ま
り、 内外トップアスリートの
出場も予定されている。
　国立競技場のスタンドが
埋め尽くされた「スーパー
陸上」の再現なるか。
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現職理事逝去に伴う欠員補充について
　９月27日付で田中右一氏（八王子市
陸協）が新理事に選任されました。

平成25年度関東学連幹事長
　早稲田大学の五十川基里（いかがわ
きさと）さんに決まりました。

▼2020オリンピック招致へ一丸となってＰＲ
　国際オリンピック委員
会の東京視察が３月４
日から始まった。５日に
は国立競技場周辺を視
察。 東陸会員や大学
生で人文字を作って歓

迎し、 スクリーンやス
タンドで招致をアピール
した。このあとイスタン
ブールとマドリードの視
察が行われる。 開催都
市決定は９月７日。

例年になく早く開花した東京の桜は、３月末にはほとんど散ってしまいました。 東京陸協も、 今年は特
に早く日々が過ぎていく気がします。 一般財団法人スタート、 次々に開催されるビッグイベント、９月の
2020オリンピック開催都市決定への期待…。

今後も、 会報を通して「熱い東京陸協」をお伝えしてまいります。

編集
後記

潮田　和男
石塚　　功
石黒　成彬

峰尾　公次
山崎壽美子
赤沼　正雄

長岡　俊男
松本　　忠
小鹿野博夫

白林　晴江
岩崎　　徹
有澤　正雄

大倉　政康
稲毛　哲也
小島壽一郎

花圓澄明

平成24年度　賛助会員
平成24年7月1日〜平成25年2月26日（順不同）

訃　報
平成24年  8月31日　曽根　弘道（71歳）
平成24年10月13日　伊藤徳之助（81歳）
平成25年  3月  4日　平田　房雄（68歳）
平成25年  3月  5日　渡辺　　勝（75歳）

謹んで哀悼の意を表します。

 2013年審判講習会から
　2013年の東京陸協審判講習会は、第１回が３月２日（土）立正大学で開催され、最終の第７回は４
月６日（土）大島町役場で行われることになっています。本年の大きな規則改正点は「トラック競技
のスタート」に関することです。
１　日本陸連が主催・共催する競技会（全国小学生陸上を除く）においては、スターターの合図は英
語のみとなります。それ以外の競技会は、日本語または英語を主催者の判断で決めることができ
ます。

２　日本陸連が主催・共催する競技会（全国小学生陸上を除く）においては、「不正スタート１回で
失格」のルールが適用されます（混成競技・道路競走・駅伝競走は除く）。それ以外の競技会
は、主催者の判断で旧規則（不正スタート２回目以降誰でも失格）を適用することができます。

３　信号機が発射される前に、足をスターティングブロックのフットプレートから、あるいは手を地
面から離した場合のみ不正スタートとなります。

４　スターターの合図（“On	your	marks”あるいは“Set”）後に「スタートの体勢に構えない」
「手を上げたり大声を出す」「いったん静止のあと動く」などの行為は「不適切行為」として当
該競技者に警告が与えられ、累積によって失格となります。

　詳しくは「日本陸上競技連盟ルールブック2013年度版」「日本陸上競技連盟審判ハンブック2013年
度版」をご覧ください。
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